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は  じ  め  に  
 
 人 口 減 少 、 少 子 高 齢 化 が 進 行 し 、 過 疎 化 や 中 心 市 街 地 ・ 商 業 集 積

の 空 洞 化 が 懸 念 さ れ る 中 で 、 従 来 型 の 企 業 誘 致 や 補 助 金 の よ う な 外

部 か ら の 資 源 に 依 存 す る の で は な く 、 地 域 固 有 の 資 源 の 魅 力 を 見 出

し 育 成 ・ 活 用 し よ う と す る 取 り 組 み が 行 わ れ て い る 。 地 域 の 資 源 に

着 目 し 、 そ の 潜 在 的 な 可 能 性 を 見 出 し 、 そ れ を 顕 在 化 す る こ と に よ

っ て 地 域 再 生 へ の 道 筋 を 探 る 試 み で あ る 。  
具 体 的 な 成 果 が 目 に 見 え る 形 で 地 域 再 生 を 実 現 し て い く た め に は 、

地 域 の 自 然 環 境 や 社 会 資 本 を 活 か し た 産 業 に お け る 雇 用 機 会 の 維

持 ・ 創 出 と 、 そ れ を 可 能 に す る 具 体 的 な 仕 組 み づ く り が 不 可 欠 で あ

る 。 こ れ ら を 実 現 す る た め に 必 要 な 条 件 や 現 状 の 課 題 に つ い て 、 ま

ず 整 理 し 、 考 察 さ れ る こ と が 求 め ら れ る 。  
ま た 、魅 力 あ る 地 域 づ く り の た め に は 、生 産 現 場 や 商 店・流 通 業 、

行 政 と い っ た 多 様 な 立 場 ・ 職 種 を 超 え た パ ー ト ナ ー シ ッ プ が 重 要 で

あ る 。行 政 だ け で は 解 決 で き な い 種 々 の 課 題 が 山 積 す る 中 で 、行 政 、

企 業 、 Ｎ Ｐ Ｏ を は じ め と す る 様 々 な 主 体 に よ る 連 携 や 協 働 の あ り 方

が 模 索 さ れ ね ば な ら な い 。  
本 報 告 書 は 、以 上 の よ う な 問 題 意 識 に 基 づ き 、『地 方 の 魅 力 づ く り

と そ の 活 用 』 な ら び に 『 地 域 雇 用 拡 大 へ の 新 た な 取 り 組 み 』 を テ ー

マ に 、 全 国 ５ 機 関 の シ ン ク タ ン ク に 委 託 し て 実 施 し た 事 例 調 査 の 成

果 の 一 つ で あ る 。  
い ず れ も 地 域 に お け る 複 数 の 具 体 事 例 を と り あ げ 、 そ の 分 析 を 踏

ま え て 地 域 再 生 に 資 す る 実 践 的 な 政 策 提 言 を 行 う こ と を め ざ し た 。  
５ 件 の 事 例 調 査 と 実 施 機 関 は 以 下 の と お り で あ る 。  
・「 地 域 魅 力 を 創 出 す る 関 西 圏 の 地 域 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 経 営 と 行 政 施

策（ 大 阪 市 淀 川 区 、川 西 市 、宝 塚 市 、他 ）」株 式 会 社 都 市 文 化 研 究 所  
・「 木 を 伐 っ て 森 を 守 り 地 域 を 元 気 に す る 仕 組 み づ く り と 地 域 雇 用

維 持 （ 高 知 県 四 万 十 町 ）」 株 式 会 社 く ろ し お 地 域 研 究 所  
・「 モ ノ づ く り 支 援 策 と 地 域 雇 用 の 維 持 （ 東 大 阪 市 ）」 株 式 会 社 立 地

評 価 研 究 所  
・「 山 梨 県 に お け る 健 康 サ ー ビ ス 提 供 に よ る 地 域 の 活 性 化 （ 八 ヶ 岳

南 麓 地 域 ）」 財 団 法 人 山 梨 総 合 研 究 所  
・「 学 生 の ア イ デ ア と パ ワ ー を 活 か し た 魅 力 あ る 地 域 づ く り 」 財 団

法 人 静 岡 経 済 研 究 所  
本 書 が 、 地 域 の 現 状 と 課 題 を 把 握 し 、 地 域 活 性 化 の 方 策 を 検 討 す

る 上 で 一 助 と な れ ば 幸 い で あ る 。  
 
2 0 0 7 年 1 2 月  

財 団 法 人 総 合 研 究 開 発 機 構  



序 文  
 

 現 在 、 わ が 国 で は 人 口 減 少 社 会 、 少 子 高 齢 社 会 の 進 展 に 対 応 し 、

社 会 保 障 制 度 を 維 持 す る た め に も 「 健 康 寿 命 」 を 伸 ば す こ と が 大 き

な 課 題 で あ る 。  
 山 梨 県 は 、 森 林 、 水 ・ 温 泉 、 高 原 気 候 な ど 健 康 に 寄 与 す る 自 然 資

源 に 恵 ま れ 、 健 康 増 進 ・ 疾 病 予 防 ・ 介 護 予 防 な ど の 健 康 ツ ー リ ズ ム

の 進 展 が 予 想 さ れ る 中 で 、 そ の 目 的 地 と し て 潜 在 的 な 可 能 性 を 有 し

て い る 。 ま た 、 首 都 圏 3 0 0 0 万 人 の 市 場 に 隣 接 す る 山 梨 県 の 地 域 再

生 に と っ て は 、 こ れ ら 自 然 資 源 と 健 康 関 連 の 社 会 資 源 を 生 か し 、 健

康 サ ー ビ ス 産 業 へ の 転 換 を 通 じ た 雇 用 の 創 造 と 、 こ れ ら 健 康 サ ー ビ

ス や 健 康 関 連 イ ン フ ラ を 高 齢 化 す る 地 域 社 会 に 還 流 す る 具 体 的 な 仕

組 み づ く り が 必 要 で あ る 。  
 現 在 、こ う し た 方 向 に 向 け 、様 々 な 取 り 組 み が 自 治 体 、 N P O 等 の

諸 団 体 、 大 学 等 の 研 究 機 関 や そ れ ら 関 係 者 を 集 め た 研 究 会 な ど で 実

施 さ れ て い る 。 山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所 で は 山 梨 県 の 高 原 気 候 や 森 林

環 境 ・ 水 が 生 体 に 及 ぼ す 影 響 に つ い て 継 続 的 な 調 査 研 究 を 行 っ て お

り 、 各 地 の 健 康 サ ー ビ ス 提 供 の 取 り 組 み に 対 し て バ ッ ク ボ ー ン を 提

供 し て い る 。ま た 、県 土 の 3 5 %を 占 め る 県 有 林 を 管 理 す る 山 梨 県（ 森

林 環 境 部 ）は 森 林 環 境 の 健 康 的 活 用 に 向 け た 推 進 活 動 を 行 っ て い る 。

現 在 、N P O 法 人 等 は 青 少 年 を 対 象 と し た 環 境 教 育 か ら 成 人 を 対 象 と

し た 環 境 ・ 健 康 教 育 サ ー ビ ス の 提 供 へ と 活 動 領 域 を 拡 大 し て い る 。  
 地 域 資 源 を 用 い た 健 康 サ ー ビ ス 産 業 の 振 興 に と っ て は 、 観 光 業 ・

林 業 ・ 農 業 、 医 療 ・ 健 康 科 学 な ど 様 々 な 分 野 の 協 力 が 必 要 で あ る と

と も に 、 観 光 ・ 健 康 ・ 環 境 等 の 様 々 な 政 策 ・ 施 策 を 効 果 的 に 運 用 す

る 必 要 が あ る 。 本 研 究 は 、 自 治 体 、 観 光 事 業 者 、 各 種 研 究 機 関 、 医

療 関 連 機 関 の 諸 活 動 の 連 携 を 通 じ 、 地 域 資 源 を 活 用 し た 健 康 サ ー ビ

ス 産 業 振 興 や 雇 用 機 会 の 創 造 の 可 能 性 を 探 り 、 そ の 推 進 方 向 を 提 起

す る こ と を 目 的 に 行 う も の で あ る 。  
 本 研 究 を 進 め る に 当 た り 、 様 々 な 機 関 の 関 係 者 に ご 協 力 い た だ い

た 。（ 財 ）キ ー プ 協 会 、み ず が き 山 ふ る さ と 振 興 財 団 、富 士 河 口 湖 町

健 康 増 進 課 の 皆 さ ま に は 、実 施 さ れ て い る 健 康 プ ロ グ ラ ム に つ い て 、

状 況 を 教 え て い た だ く と と も に 、 利 用 者 調 査 に ご 協 力 い た だ い た 。

北 杜 市 、 山 梨 市 、 群 馬 県 草 津 町 、 長 野 県 信 濃 町 、 上 田 市 （ ク ア ハ ウ

ス か け ゆ ）、健 康 科 学 大 学・リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ク リ ニ ッ ク の 皆 様 に

は 現 地 調 査 や イ ン タ ビ ュ ー 調 査 に ご 協 力 い た だ い た 。 厚 く 御 礼 を 申

し あ げ た い 。 ま た 、 本 調 査 研 究 を 実 施 す る 機 会 を 与 え て い た だ い た

総 合 研 究 開 発 機 構 に 対 し 、 心 か ら 謝 意 を 表 す る 次 第 で あ る 。  
2 0 0 7 年 1 0 月  

研 究 代 表  財 団 法 人 山 梨 総 合 研 究 所  調 査 研 究 部 長  中 田 裕 久  
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要  約  
 
は じ め に  
 少 子 高 齢 化 、 人 口 減 少 社 会 が 進 行 し て い る 中 、 医 療 ・ 介 護 か ら そ

の 予 防 へ ど う 転 換 す る か は 、 個 人 に と っ て も 地 域 社 会 に と っ て 重 要

な 課 題 で あ る 。 本 研 究 は 健 康 ツ ー リ ズ ム 等 に 対 す る 各 地 で の 取 り 組

み を 調 べ 、 地 域 資 源 を 活 用 し た 健 康 サ ー ビ ス 産 業 の 振 興 方 策 を 検 討

す る こ と を 目 的 と す る 。  
 
第 1 章  山 梨 県 の 産 業 動 向 と 産 業 政 策  
 
第 １ 節  山 梨 県 の 産 業 動 向  
 山 梨 県 の 産 業 は 、1 9 8 0 年 頃 ま で は 農 業 の ウ ェ イ ト が 高 く 、織 物 ・

ニ ッ ト 、貴 金 属 宝 飾 の 軽 工 業 が 中 心 で あ っ た 。1 9 8 2 年 の 中 央 高 速 自

動 車 道 の 全 線 開 通 に よ り 、 ロ ボ ッ ト や 製 造 装 置 な ど の 中 核 的 企 業 と

そ の 関 連 企 業 の 産 業 立 地 が 進 み 、1 9 9 9 年 に は 機 械 ・ 電 気 ・ 精 密 ３ 業

種 合 計 の 特 化 係 数 は 全 国 ３ 位 と な る 。し か し 、2 0 0 0 年 以 降 は グ ロ ー

バ ル 化 と と も に 生 産 部 門 の 海 外 移 転 、 大 学 研 究 機 関 や 研 究 者 ・ 技 術

者 に 恵 ま れ た 国 内 他 地 域 へ の 移 転 が 進 み 、 山 梨 県 に お い て は 産 業 振

興 の 方 向 性 に 発 想 の 転 換 が 必 要 に な っ た 。  
 
第 ２ 節  山 梨 県 の 産 業 政 策  
 2 0 0 4 年 、山 梨 県 は「 戦 略 的 産 業 ビ ジ ョ ン 」を 策 定 し 、選 択 的 ・ 集

中 的 に 推 進 す べ き 産 業 と し て 、  
・ 人 々 の 生 き が い を 創 出 す る 分 野 （ ホ ス ピ タ リ テ ィ 産 業 の 育 成 ）  
・ 健 康 ・ 保 健 を 増 進 す る 分 野 （ 健 康 ・ 保 養 中 核 基 地 の 育 成 ）  
・ 大 地 の 恵 み を 生 か す 分 野 （ 木 材 産 業 、 ワ イ ン 産 業 ）  
・ 新 し い ツ ー リ ズ ム を 育 て る 分 野  
を あ げ 、 推 進 す る も の と し て い る 。  
 
第 ２ 章  地 域 資 源 の 特 徴 と 健 康 サ ー ビ ス 提 供 機 関  
 
第 １ 節  山 梨 県 の 資 源 の 特 徴  
 
１ ．  自 然 環 境 資 源  
 「 健 康 ツ ー リ ズ ム 」に 関 連 す る も の と し て 、水 と 温 泉 、高 原 気 候 、

森 林 環 境 が あ る 。  
山 梨 県 は 海 抜 1 5 0ｍ か ら 3 , 7 7 6 m に 位 置 し 、 富 士 北 麓 、 八 ヶ 岳 南

麓 等 の 代 表 的 な 観 光 地 は 海 抜 8 0 0～ 1 5 0 0ｍ の 高 原 気 候 で あ る 。 国 内

外 の 研 究 に よ れ ば 、 こ れ ら 高 原 で の 運 動 は 活 性 酸 素 に よ る 害 が 少 な
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く 、 持 久 能 力 、 体 温 調 整 機 能 の 強 化 ・ ト レ ー ニ ン グ な ど に 効 果 が あ

る 。ま た 、県 土 の 7 8 %が 森 林 、そ の 4 4 %が 県 有 林 で あ り 、富 士 北 麓 ・

八 ヶ 岳 南 麓 の 森 林 の 多 く は 県 有 林 で あ り 、 そ の 利 活 用 に つ い て 県 が

主 導 的 な 役 割 を 果 た す こ と が で き る 。  
２ ． 社 会 的 資 源  
 山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所 は 2 0 0 0 年 か ら 継 続 し て 「 山 梨 の 自 然 が も  
た ら す 快 適 性 に 関 す る 研 究 」 を 行 っ て い る 。 研 究 成 果 は 現 在 、 県 内  
各 地 で 展 開 さ れ て い る 森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 ツ ア ー に 根 拠 を 与 え  
て い る 。 ま た 、 森 林 を 管 理 運 営 し て い る 「 県 森 林 環 境 部 」 の 政 策 も  
「 森 林 空 間 の 健 康 的 利 用 」 の 推 進 に 寄 与 し て い る 。  
 
第 ２ 節  健 康 サ ー ビ ス 提 供 機 関  

山 梨 県 内 の 「 水 中 運 動 」 と 森 林 空 間 を 用 い た 「 健 康 プ ロ グ ラ ム 」

の 取 り 組 み の 経 緯 は 以 下 の 通 り で あ る 。  
１ ． 水 中 運 動 に よ る 健 康 づ く り  
 1 9 8 7 年 に 石 和 温 泉 病 院 に ク ア ハ ウ ス が 併 設 さ れ た こ と か ら 、水 中

運 動 サ ー ビ ス 提 供 が 始 ま り 、 そ の 後 、 健 康 プ ラ ザ （ 富 士 河 口 湖 町 ）

な ど の 運 動 浴 場 を も つ 自 治 体 浴 場 が 開 設 さ れ て い る 。  
 健 康 プ ラ ザ は 2 0 0 1 年 オ ー プ ン し た 住 民 向 け の 温 泉 浴 室 と 運 動 浴

場 を 持 つ 浴 場 で あ る 。今 回 実 施 し た 利 用 者 調 査 で は 、5 0 歳 以 上 の 利

用 者 が 7 割 を 占 め 、週 に 3 回 以 上 の 利 用 者 が 約 5 割 。利 用 者 の 8 割

が 水 着 を 着 て の 「 プ ー ル 」 利 用 で あ り 、 水 中 運 動 が 中 高 年 の 日 常 的

な 健 康 づ く り の た め に 利 用 さ れ て い る こ と が 明 ら か に な っ た 。  
２ ．  森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 プ ロ グ ラ ム の 提 供  
 山 梨 県 内 は 現 在 、 ６ 団 体 に よ り 健 康 プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る ツ ア ー

が 開 催 さ れ て い る 。 健 康 サ ー ビ ス 事 業 と し て 成 立 し て い る も の は 、

（ 財 ）キ ー プ 協 会 、（財 ）み ず が き 山 ふ る さ と 振 興 財 団 に よ る も の で 、

双 方 と も に 2 0 0 5 年 か ら 1 0 回 以 上 の 企 画 事 業 を 行 っ て い る 。  
 
第 ３ 章  八 ヶ 岳 南 麓 地 域 に お け る 健 康 サ ー ビ ス  
 
第 １ 節  地 域 の 概 要  
 

北 杜 市 は 八 ヶ 岳 南 麓 の ８ 町 村 が 合 併 し 、 誕 生 し た 市 で あ る 。 市 の

人 口 は 2 0 0 7 年 1 0 月 現 在 で 4 9 , 7 4 7 人 で あ る 。  
観 光 は 当 市 の 主 要 産 業 で あ り 、2 0 0 6 年 の 観 光 客 は 年 間 7 6 0 万 人 、

宿 泊 客 数 は 約 7 5 万 人 で 、 観 光 客 数 は 増 加 傾 向 で あ る の に 対 し 、 宿

泊 客 は 減 少 傾 向 が 顕 著 で あ る 。北 杜 市 は 、森 林 療 法・温 泉 セ ラ ピ ー ・

農 業 体 験 が で き る 環 境 、 多 く の 芸 術 ・ 文 化 施 設 な ど の 地 域 資 源 を 生

か し 、 長 期 滞 在 が 可 能 な 地 域 を 目 指 し て い る 。 ま た 、 北 杜 市 は 「 環
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境 日 本 一 の 潤 い の 杜 づ く り 」 を 目 指 し 、 水 力 、 ソ ー ラ ー 、 森 林 な ど

の 自 然 エ ネ ル ギ ー の 導 入 に 取 り 組 ん で い る 。  
 
第 ２ 節  キ ー プ 協 会  
 
 財 団 法 人 キ ー プ 協 会 は 、 1 9 3 8 年 に 設 立 さ れ た 清 泉 寮 を 母 体 に

1 9 4 8 年 に 設 立 さ れ た 。 1 9 8 6 年 に は 環 境 事 業 部 を 設 置 し 、 大 人 ・ 家

族 ・ 子 供 な ど 多 様 な 集 団 に 環 境 教 育 を 行 っ て い る 。  
社 会 的 ニ ー ズ の 多 い 保 養 ・ 休 養 客 を 対 象 と し た 1 泊 2 日 の 健 康 プ

ロ グ ラ ム が 「 森 療 時 間 」 で あ り 、 2 0 0 5 年 7 月 か ら 、 現 在 ま で 11 回

開 催 さ れ て い る 。「森 療 時 間 」は 、赤 坂 溜 池 ク リ ニ ッ ク と 連 携 し て 実

施 さ れ て い る 。 ク リ ニ ッ ク の 医 師 に よ る 講 話 と 健 康 相 談 、 医 療 ス タ

ッ フ に よ る 自 律 神 経 の 測 定 や 健 康 法 の 指 導 。 森 の 体 験 ・ 環 境 教 育 は

キ ー プ 協 会 の ス タ ッ フ 3 名 が 担 当 。 課 題 は 以 下 の 通 り で あ る 。  
・ 誘 客 方 法 は 、 他 の 環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム と 同 様 で 、 ホ ー ム ペ ー ジ 、

雑 誌 ・ 関 連 団 体 へ の チ ラ シ 配 布 、 メ ー ル マ ガ ジ ン を 通 じ て 行 っ て

い る が 、 参 加 者 は 減 少 し つ つ あ る 。 企 業 ・ 団 体 と 関 係 を 生 か し 、

企 業 の 保 健 事 業 と の タ イ ア ッ プ を 進 め て い く こ と が 求 め ら れ る 。  
・ プ ロ グ ラ ム に つ い て は 、 多 様 な ニ ー ズ に 対 応 す る た め 、 メ タ ボ リ

ッ ク シ ン ド ロ ー ム 対 策 な ど に 焦 点 を 当 て た ノ ル デ ィ ッ ク ・ ウ オ ー

キ ン グ と 食 事 を 中 心 と す る 日 帰 り ツ ア ー や 、 地 域 内 の 温 泉 と 提 携

し た 数 泊 の 保 養 プ ロ グ ラ ム を 実 施 予 定 で あ る 。  

・ 宿 泊 施 設 の 清 泉 寮 は バ ス ・ ト イ レ 付 の 部 屋 数 は 限 ら れ 、 施 設 も 老

朽 化 し て い る 。 現 在 、 清 泉 寮 付 近 で 温 泉 掘 削 が 行 わ れ て お り 、 温

泉 施 設 と 宿 泊 施 設 の 整 備 が 検 討 さ れ て い る 。  

・「 森 療 時 間 」は 、キ ー プ 協 会 3 名 、ク リ ニ ッ ク 関 係 者 3 名 で 実 施 さ

れ て い る 。 キ ー プ 協 会 ス タ ッ フ に 求 め ら れ る 役 割 は 環 境 教 育 ば か

り で は な い た め 、 ス タ ッ フ の 人 材 育 成 が 課 題 で あ る 。  

 
第 ３ 節  増 富 の 湯  
  
 増 富 の 湯 は 1 9 9 7 年 に 開 館 し た 自 治 体（ 現 北 杜 市 ）の 温 泉 施 設 で 、

こ の 浴 場 と ２ つ の 宿 泊 施 設 を（ 財 ）み ず が き 山 ふ る さ と 振 興 財 団（ 以

下 「 増 富 の 湯 」 と 略 す ） が 管 理 運 営 し て い る 。 浴 場 の 利 用 客 は 日 帰

り 客 が 大 半 で 一 日 約 3 0 0 人 の 利 用 が あ る 。「 増 富 の 湯 」 は 温 泉 浴 や

体 操 な ど に よ る 健 康 づ く り を 提 供 し て い た が 、2 0 0 5 年 に 浴 場 周 囲 を

巡 る フ ィ ッ ト ネ ス 遊 歩 道 を 整 備 し 、 運 動 プ ロ グ ラ ム と 温 泉 浴 を 組 み

合 わ せ た 日 帰 り プ ラ ン を J R 東 日 本 と タ イ ア ッ プ し て 実 施 。 2 0 0 6 年

11 月 か ら は 温 泉 療 法 と 森 林 療 法 を 組 み 合 わ せ た 2 泊 3 日 の「 療 養 プ

ラ ン 」 を 提 供 し て い る 。 課 題 は 以 下 の 通 り 。  
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・ 誘 客 手 段 は JR 東 日 本 と の タ イ ア ッ プ 事 業 で は 「 大 人 の 休 日 」、 自

主 事 業 で は 「 ホ ー ム ペ ー ジ 」 掲 載 で あ る 。 口 コ ミ に よ る 参 加 者 や

リ ピ ー タ ー も 多 く 、 顧 客 満 足 度 も 高 い 。 他 県 か ら の 参 加 者 が 大 半

で あ り 、 受 け 入 れ 体 制 が 可 能 で あ れ ば 、 積 極 的 な 誘 客 も 期 待 で き

る 。  

・「 増 富 の 湯 」の ス タ ッ フ の う ち 、健 康 指 導 等 が 可 能 な ス タ ッ フ は 2

名 と 限 ら れ て お り 、 健 康 チ ェ ッ ク や 効 果 測 定 な ど の 医 学 的 見 地 か

ら の サ ー ビ ス は な い 。 リ ピ ー タ ー が 多 い こ と か ら 、 こ れ ら の 人 が

低 限 の 健 康 チ ェ ッ ク が で き る 体 制 づ く り が 必 要 。  

・経 営 に と っ て 、冬 季 は 光 熱 費 が か さ む 一 方 、客 数 が 激 減 す る た め 、

冬 季 対 策 は 大 の 課 題 と な っ て い る 。  

 
第 ４ 章  ま と め  
 
第 １ 節  健 康 サ ー ビ ス 事 業 の 成 立 条 件  
 山 梨 県 の 「 森 林 空 間 」 を 活 用 し た 健 康 サ ー ビ ス は 「 県 環 境 科 学 研

究 所 」 の 研 究 成 果 の 裏 づ け と 県 有 林 （ 県 土 の 3 4 %を 占 め る ） の オ ー

ナ ー と も 言 う べ き 県 森 林 環 境 部 の 普 及 活 動 が 両 輪 と な っ て 、 各 地 の

取 り 組 み を 推 進 し た 。  
 し か し 、 事 業 と し て 成 立 す る た め に は 解 決 す べ き 課 題 が あ る 。 キ

ー プ 協 会 、「増 富 の 湯 」の 双 方 の 機 関 が サ ー ビ ス 事 業 と し て 実 施 で き

た の は 、 次 の よ う な 恵 ま れ た 条 件 を 持 っ て い る こ と で あ る 。  
・ 健 康 が 事 業 の 柱 で あ る こ と  
・ 誘 客 の タ イ ア ッ プ 先  
・「 健 康 」 に 関 連 す る ス タ ッ フ （ 一 部 は 提 携 ）  
・ 宿 泊 施 設 ・ フ ィ ー ル ド  

 
各 地 で 同 様 の 取 り 組 み が 、 様 々 な 関 係 者 の 連 携 の も と 行 わ れ て い

る が 、 ス タ ッ フ と 宿 泊 施 設 を も つ サ ー ビ ス 業 が コ ア に な る こ と が 必

要 で あ る 。  
 
第 ２ 節  課 題 と 展 望  
 今 後 、 健 康 サ ー ビ ス を さ ら に 充 実 す る た め に 以 下 の よ う な 課 題 が

あ る 。  
１ ．  企 画 ツ ア ー の 展 開（ フ ィ ッ ト ネ ス 、生 活 習 慣 病 な ど の 目 的 別 、

季 節 別 の 企 画 ツ ア ー の 実 施 ）  
２ ．  個 人 客 に 対 す る 健 康 サ ー ビ ス の 充 実 （ ダ イ エ ッ ト ・ 美 容 等 の

パ ッ ケ ー ジ サ ー ビ ス の 提 供 な ど ）  
３ ．  地 域 内 の 連 携 強 化 （ 増 富 の 湯 と 増 富 温 泉 郷 内 の 旅 館 と の 関 係

強 化 に よ る 健 康 サ ー ビ ス メ ニ ュ ー の 充 実 等 ）  
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４ ．  人 材 育 成 と 教 育 ・ 研 究 機 関 と の 共 同 （ 県 立 大 学 等 に よ る サ ー

ビ ス ス タ ッ フ の 研 修 、 健 康 サ ー ビ ス の 開 発 ）  
５ ．  健 康 政 策 の 一 環 と し て 健 康 サ ー ビ ス 機 関 の 活 用  
６ ．  環 境 政 策 の 一 環 と し て 地 域 エ ネ ル ギ ー 資 源 の 活 用 （ 森 林 の 豊

か な 増 富 温 泉 を モ デ ル と し た バ イ オ マ ス 発 電 の 導 入 等 ）  
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は じ め に  
 

こ の 1 0 0 年 を 振 り 返 っ て み る と 、わ が 国 の 人 口 は 4 , 0 0 0 万 人 か ら

1 2 , 8 0 0 万 人 へ と 急 増 す る 中 で 、東 京 一 極 集 中 が 進 み 東 海 道 メ ガ ロ ポ

リ ス と い う 「 巨 大 都 市 」 出 現 さ せ る と と も に 一 方 で は 全 国 に 「 過 疎

地 」 を 生 ん だ 。 し か し 、 見 方 を 変 え れ ば 、 国 土 の 6 7％ （ 山 梨 県 で は

県 土 の 7 8％ ）と い う 広 大 な 森 林 を 残 し て そ の 歴 史 を 閉 じ た と 見 る こ

と も で き る 。  
2 1 世 紀 は 、エ ネ ル ギ ー 、水 、地 球 温 暖 化 な ど 地 球 規 模 で 環 境 問 題

が 深 刻 化 し 、 ス ロ ー フ ー ド 、 ス ロ ー ラ イ フ が 叫 ば れ 、「 Ｌ Ｏ Ｈ Ａ Ｓ 」

志 向 が 高 ま り つ つ あ る 。他 方 、少 子 ･高 齢 化 が 進 み 人 口 減 少 社 会 が 現

実 化 す る な か で 、経 済 活 力 低 下 へ の 不 安 、巨 額 の 財 政 赤 字 へ の 不 安 、

社 会 保 障 制 度 の 持 続 へ の 危 惧 な ど が 顕 在 化 し て き た 。 更 に 、 団 塊 の

世 代 の 定 年（ 0 7 問 題 ）や 医 療 制 度 崩 壊 へ の 不 安 か ら 、国 民 の 関 心 は

「 経 済 優 先 」 か ら 「 生 活 重 視 」 へ と 向 か い つ つ あ る 。  
こ う し た 動 き を 受 け て 国 は 、「 高 齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る 法 律 」

に 基 づ き 、 2 0 0 8 年 度 か ら 4 0 歳 か ら の 加 入 者 に 対 し て 「 特 定 健 康 診

査 」 を 義 務 付 け る な ど 「 医 療 」、「 介 護 」 か ら 「 そ の 予 防 」 へ と 政 策

の 舵 を 移 し て い る 。  
 山 梨 県 観 光 動 態 調 査（ 2 0 0 6 年 ）に よ る と 、年 間 の 観 光 客 数（ 実 人

数 ） は 4 , 4 0 0 万 人 （ 外 国 人 6 8 9 人 ）、 宿 泊 客 数 （ 実 人 数 ） は 6 0 4 万

人 （ 外 国 人 1 2 6 人 ） で 、 宿 泊 客 は 全 体 の 1 4 %程 度 と 少 な い 。 一 人 当

た り の 消 費 額 を 見 る と 、日 帰 り 観 光 客 が 約 6 , 7 0 0 円 で あ る の に 対 し 、

宿 泊 客 が 約 2 3 , 0 0 0 円 と 3 倍 以 上 に な る 。県 外 観 光 客 の 半 数 は 東 京 ・

神 奈 川 か ら の 来 訪 で 、 静 岡 ・ 埼 玉 ・ 長 野 ・ 千 葉 を 合 わ せ る と 8 5 %に

な る 。 現 在 の 観 光 客 の 構 造 は 首 都 圏 ・ 近 県 か ら の 来 訪 者 で 、 日 帰 り

客 が 大 部 分 を 占 め る が 、 地 域 経 済 の 活 性 化 や 雇 用 拡 大 を 図 る た め に

は 、 宿 泊 客 の 増 大 が 不 可 欠 で あ る 。 本 県 の 場 合 、 自 然 景 観 や 温 泉 を

目 的 と し て 来 訪 す る 観 光 客 が 多 く 、 そ の 満 足 度 も 極 め て 高 い こ と か

ら 、 地 域 資 源 を 組 み 合 わ せ た 健 康 ツ ー リ ズ ム 等 の 滞 在 型 の ツ ー リ ズ

ム の 振 興 が 必 要 に な る 。  
ま た 、 中 国 を は じ め Ｎ Ｉ Ｅ Ｓ や Ａ Ｓ Ｅ Ａ Ｎ 諸 国 の 経 済 発 展 に つ れ

て イ ン バ ウ ン ド 観 光 客 増 加 予 想 さ れ て い る 。世 界 観 光 機 関（ Ｗ Ｔ Ｏ ）

に よ る と 、 中 国 か ら の 海 外 渡 航 者 数 は 2 0 0 5 年 1 , 0 0 0 万 人 （ う ち 日

本 へ の 来 訪 者 数 3 5 万 人 ） だ が 、 2 0 3 0 年 に は １ 億 人 に 達 す る と 予 測

し て い る 。こ の よ う に イ ン バ ウ ン ド 観 光 客 の 急 増 が 見 込 ま れ る 中 で 、

観 光 立 国 「 ビ ジ ッ ト ・ ジ ャ パ ン 計 画 」 が 推 進 さ れ 、 日 本 の 温 泉 や 健

康 的 な 食 文 化 を 求 め る 旅 行 形 態 な ど が 生 ま れ つ つ あ り 、 日 本 を 目 的

地 に し た 「 健 康 ツ ー リ ズ ム 」 の 萌 芽 が 見 ら れ る 。  
こ の よ う に 、国 内 外 の 社 会 動 向 か ら 、健 康 ･サ ー ビ ス 産 業 の 振 興 が
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将 来 的 に は 大 き な 市 場 と し て 期 待 さ れ て い る 。  
首 都 圏 3 , 0 0 0 万 人 の 市 場 に 隣 接 す る 本 県 の 地 域 再 生 に は 、 健 康 サ

ー ビ ス 産 業 へ の 転 換 を 通 じ た 雇 用 機 会 の 創 造 と 、 こ れ ら 健 康 サ ー ビ

ス ・ 健 康 関 連 イ ン フ ラ を 高 齢 化 す る 地 域 の 人 々 に 還 流 す る 具 体 的 な

仕 組 み づ く り が 不 可 欠 で あ る 。 現 在 、 こ う し た 方 向 に 向 け 、 様 々 な

取 り 組 み が な さ れ て い る 。県 土 の 3 5％ を 占 め る 県 有 林 を 管 理 す る 山

梨 県 は 森 林 環 境 の 保 全 と と も に 、 そ の 健 康 的 活 用 に 向 け 、 様 々 な 推

進 活 動 を 展 開 し て い る 。ま た 、 N P O 法 人 ・ 市 町 村 の 財 団 法 人 等 は 森

林 ・ 温 泉 ・ 高 原 気 候 ・ 農 産 物 な ど の 自 然 を 用 い た 健 康 サ ー ビ ス の 提

供 へ と 活 動 領 域 を 拡 大 し て い る 。  
本 研 究 は 、 山 梨 県 内 に お け る 自 治 体 、 観 光 事 業 者 、 各 種 団 体 、 研

究 機 関 な ど の 有 機 的 連 携 を 通 じ 、 農 業 、 森 林 、 温 泉 等 の 高 次 活 用 に

よ る 健 康 サ ー ビ ス 産 業 の 振 興 方 策 を 検 討 す る も の で あ る 。  
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第 １ 章  山 梨 県 の 産 業 動 向 と 産 業 政 策  
 
第 １ 節  山 梨 県 の 産 業 動 向  
 

山 梨 県 の 産 業 構 造 を 見 る と 、表 1 - 1 に 示 す よ う に 、1 9 8 0 年 ご ろ ま

で は 、第 一 次 産 業 の ウ エ イ ト が 高 く 、二 次 産 業 も「 絹 人 繊 織 物 」「 ニ

ッ ト 」「貴 金 属 宝 飾 」な ど 軽 工 業 が 中 心 で あ り 、一 人 当 た り 県 民 所 得

は 全 国 平 均 を 大 き く 下 回 っ て い た 。し か し 、1 9 8 2 年 に 中 央 高 速 自 動

車 道 が 全 線 開 通 し 、 首 都 圏 と 直 結 す る な ど 交 通 ネ ッ ト ワ ー ク が 大 幅

に 改 善 さ れ た こ と に よ り 、 内 陸 工 業 基 地 と し て 注 目 さ れ 、 ロ ボ ッ ト

や 製 造 装 置 な ど の 資 本 財 産 業 の 立 地 が 進 み 、1 9 8 7 年 の 一 人 当 た り 県

民 所 得 は 2 , 4 4 1 千 円 と 全 国 平 均（ 2 , 3 2 4 千 円 ）を 上 回 っ た 。そ の 後 、

関 連 産 業 の 集 積 が 進 み 、 表 1 - 2 に 示 す よ う に 、 中 央 高 速 自 動 車 道 全

線 開 通 か ら 1 7 年 後 の 1 9 9 9 年 に は 立 地 企 業 を 核 に 産 業 ク ラ ス タ ー の

形 成 が 進 み 、 機 械 ･電 気 ･精 密 3 業 種 合 計 の 産 業 特 化 係 数 は 1 . 9 2 と

全 国 3 位 と な っ た 。  
 
表 1 - 1  産 業 別 就 業 者 数 （ 構 成 比 （ ％ ））  

一次産業 二次産業 三次産業
1980年 (S55) 18.3 32.8 48.9
1990年 (H 2) 11.7 36.4 51.9
2000年 (H12) 8.8 34.2 57.0
2005年 (H17) 8.5 30.6 60.1
全　国 4.9 26.6 68.5  

資 料 ： 国 勢 調 査 よ り 作 成  
 
表 1 - 2  産 業 特 化 指 数 か ら 見 た 山 梨 の 機 械 工 業  
1 9 9 9 年 (平 成 11 年 )  

一　般　機　械 1.83 全国　2位
電　気　機　械 1.77 全国　8位
精　密　機　械 3.36 全国　3位

機械・電気・精密合計 1.92 全国　3位  
資 料 ： 総 務 庁 統 計 局  事 業 所 ･企 業 統 計 調 査 報 告 よ り 作 成  
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表 1 - 3  一 人 当 た り 国 （ 県 ） 民 所 得 の 推 移  

全国
（千円）

山梨県
（千円）

全国比
（％）

1982年 1,898 1,642 82.5
1987年 2,324 2,411 103.2
1992年 3,083 2,813 91.2
1997年 3,187 3,009 94.4
2002年 2,790 2,608 93.5
2004年 2,826 2,548 90.1  

資 料 ： 山 梨 県 民 経 済 計 算 年 報 か ら 作 成  
 

し か し 、 そ の 後 は グ ロ ー バ ル 化 が 進 展 す る 中 で 生 産 部 門 の 海 外 移

転 が 進 み 、 地 域 経 済 の 凋 落 傾 向 が 明 ら か に な っ て き た 。 こ れ は 山 梨

県 だ け の 問 題 で は な く 「 も の づ く り の 現 場 」 で あ る 地 方 共 通 の 課 題

と な っ て い る 。  
2 0 0 7 年 3 月 、基 幹 工 業 団 地 で あ る 国 母 工 業 団 地 に 立 地 す る「 松 下

電 器 産 業 コ ン プ レ ッ サ ー 事 業 部 」 の 中 国 移 転 が 発 表 さ れ 、 続 い て 、

韮 崎 市 に 拠 点 を 構 え る 半 導 体 製 造 装 置 大 手「 東 京 エ レ ク ト ロ ン Ａ Ｔ 」

が エ ッ チ ン グ （ 食 刻 ） 部 門 を 仙 台 移 転 す る と 発 表 し た 。  
人 口 8 8 万 人 、 四 囲 を 2 , 0 0 0 メ ー ト ル 級 の 山 々 に 囲 ま れ た 閉 鎖 的 な

地 形 の 山 梨 は 、労 働 力 の 量 的 供 給 面 で の 制 約 、理 工 系 大 学 ･高 専 な ど

か ら の 研 究 者 な ど の 人 材 供 給 力 の 限 界 、 子 弟 の 教 育 な ど の 生 活 環 境

問 題 、 さ ら に 大 規 模 な 工 業 用 地 供 給 の 制 約 な ど の 地 勢 的 な 問 題 も 含

め 生 産 部 門 拡 充 に 対 す る 限 界 が 露 呈 し て き た 。 こ う し た 社 会 経 済 的

変 化 を 踏 ま え 地 域 振 興 を 図 っ て い く た め に は 発 想 の 転 換 が 必 要 で あ

り 、 2 1 世 紀 型 の 新 産 業 創 出 が 求 め ら れ る こ と と な っ た 。  
 
第 ２ 節  山 梨 県 の 産 業 政 策  
 

山 梨 県 は 、 2 0 0 4 年 に「 戦 略 的 産 業 ビ ジ ョ ン 」を 策 定 し 、バ ブ ル 経

済 崩 壊 以 降 の 、 企 業 の 海 外 流 出 に 伴 う 産 業 の 空 洞 化 、 国 際 競 争 の 激

化 に よ る 産 業 競 争 力 の 低 下 、 加 え て 少 子 高 齢 化 に よ る 地 域 活 力 の 低

下 や 国 ･地 方 自 治 体 の 財 政 状 況 の 悪 化 な ど の 厳 し い 経 済 社 会 環 境 を

克 服 す る た め 、山 梨 が 戦 略 的 に 伸 ば す べ き 産 業 分 野 、「選 択 的 、集 中

的 に 」 推 進 す べ き 産 業 分 野 と し て  
・ 人 々 の 生 き が い を 創 出 す る 産 業 （ ホ ス ピ タ リ テ ィ 産 業 の 育 成 等 ）  
・ 健 康 ･保 健 を 増 進 す る 産 業 （ 健 康 ・ 保 養 中 核 基 地 の 育 成 ）  
・ 大 地 の 恵 み を 生 か す 分 野 （ 木 材 産 業 づ く り 、 ワ イ ン 産 地 の 活 性 化

等 ）  
・ 新 し い ツ ー リ ズ ム を 育 て る 分 野  
を 挙 げ 推 進 す る と し て い る 。  
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「 や ま な し 科 学 技 術 基 本 計 画 」（ 2 0 0 6 年 1 2 月 ）で は 、山 梨 県 の 自

然 ・ 産 業 ・ 既 存 の 技 術 集 積 な ど を 生 か し 、 地 域 産 業 を 振 興 す る た め

の 4 つ の 重 点 投 資 分 野 の 1 つ と し て 「 医 療 ・ 観 光 融 合 分 野 」 が 挙 げ

ら れ て い る 。 環 境 資 源 の 健 康 増 進 効 果 や 果 実 の も つ 抗 酸 化 作 用 な ど

の 科 学 的 解 明 を 通 じ 、 滞 在 型 の 健 康 ツ ー リ ズ ム の 展 開 を 図 る と と も

に 、 こ れ ら の 成 果 を 踏 ま え た 食 品 の 研 究 開 発 を 進 め る な ど の 、 新 産

業 を 創 出 す る 方 向 性 が 示 さ れ て い る 。  
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第 ２ 章  地 域 資 源 の 特 徴 と 健 康 サ ー ビ ス 提 供 機 関  
 
第 １ 節  山 梨 県 の 資 源 の 特 徴  
 

「 健 康 サ ー ビ ス 産 業 」 に 関 連 す る 地 域 資 源 を 自 然 資 源 、 社 会 資 源

に 分 類 し 、 そ の 特 色 を 以 下 に 示 す 。  
 
１  自 然 環 境 資 源  
 
（ １ ） 県 土 の 7 8％ が 森 林  

山 梨 県 は 県 土 の 7 8％ が 森 林 で あ る 。 内 お よ そ 4 6％ は 県 有 林 で 、

戦 後 植 林 し た も の は 成 木 と な っ て お り 伐 採 も 可 能 で あ る 。「 企 業 の

森 」 計 画 ― フ ィ ラ ン ソ ロ ピ ー の 一 環 と し て 下 草 刈 り 、 枝 落 し 、 間 伐

な ど 企 業 に よ る 山 林 の 管 理 支 援 ― を 推 進 中 で あ る 。  
樹 種 別 に 見 る と 、 カ ラ マ ツ 2 9％ （ 全 国 9％ ）、 ヒ ノ キ 2 9％ （ 同  

5％ ）、 ア カ マ ツ 1 8％ （ 同 8％ ）、 ス ギ 1 7％ （ 同 4 6％ ）、 そ の 他 7％

（ 同 1 2％ ） で 全 国 に 比 べ 、 ス ギ の 構 成 比 は 少 な い 。  
 
（ ２ ） 豊 か な 地 下 水  

土 隆 一 静 岡 大 学 名 誉 教 授 は 論 文「 富 士 山 の 地 形 ･地 質 と 地 下 水 」の

な か で 、 富 士 山 全 域 の 平 均 降 水 量 、 蒸 発 発 散 量 な ど か ら 全 湧 水 量 は

5 2 9 万 ㎥ と 推 定 し て い る 。 ま た 、 標 高 1 , 0 0 0 メ ー ト ル 以 上 の 降 水 が

湧 出 す る ま で の 年 数 は 酸 素 同 位 体 や 水 素 同 位 体 調 査 な ど に よ っ て

1 0 年 か ら 1 5 年 と 推 定 さ れ る こ と か ら 、 富 士 山 の 地 下 に は 1 9 0 億 か

ら 2 8 5 億 ㎥ の 地 下 水 が 蓄 え ら れ て い る と し て い る 。  
ミ ネ ラ ル ･ウ オ ー タ ー 協 会 の 発 表 に よ れ ば 、 2 0 0 2 年 国 内 で は お よ

そ 4 0 0 社 が 年 間 111 万 ト ン の ミ ネ ラ ル ･ウ オ ー タ ー を 取 水 し て い る 。

内 お よ そ 5 0％ が 山 梨 県 で 取 水 さ れ て い る 。県 産 の 主 な ミ ネ ラ ル・ウ

ォ ー タ ー は 表 2 - 1 に 示 す 通 り で 、 八 ヶ 岳 南 麓 、 富 士 北 麓 、 笛 吹 川 上

流 、 桂 川 上 流 か ら 採 取 さ れ て い る 。 採 取 地 の 地 質 構 造 に よ っ て 、 カ

ル シ ウ ム を 多 く 含 む も の 、 高 ア ル カ リ 性 の も の 、 微 量 元 素 の バ ナ ジ

ウ ム な ど を 多 く 含 む も の 、 水 素 イ オ ン を 含 む も の な ど 多 様 で あ る 。

富 士 北 麓 地 域 の 水 に つ い て は 、 県 環 境 科 学 研 究 所 な ど に よ っ て 、 そ

の 生 成 過 程 や 成 分 な ど の 特 性 が 明 ら か に さ れ つ つ あ る 。 近 年 、 ミ ネ

ラ ル・ウ ォ ー タ ー を 利 用 し た 化 粧 水 、水 素 機 能 水 が 地 域 企 業 で 開 発・

生 産 さ れ て お り 、 そ の 健 康 に 及 ぼ す 効 果 に つ い て の 科 学 的 な 裏 づ け

が 待 た れ る 。  
一 人 当 た り 水 源 賦 存 量 は 全 国 で は 3 , 3 3 7 ㎥ （ 世 界 1 5 6 か 国 中 9 1

位 ） で あ る の に 対 し 、 山 梨 県 は 6 , 2 7 5 ㎥ と 約 2 倍 で あ る 。 た だ し 、

山 梨 県 の 降 水 量 は 年 間 1 , 5 0 0 ミ リ ぐ ら い で あ り 、 全 国 平 均 1 , 7 0 0 ミ
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リ と 比 較 し て も 少 な く 、 資 源 の 保 全 策 も 必 要 と な ろ う 。  
全 国 名 水 1 0 0 選 と し て 「 忍 野 八 海 」「 八 ヶ 岳 南 麓 高 原 湧 水 群 」「 白

州 ・ 尾 白 川 」。 水 源 の 森 1 0 0 選 と し て 「 御 岳 昇 仙 峡 水 源 の 森 」、「 笛

吹 川 水 源 の 森 」、「 小 金 沢 水 源 の 森 」、「 東 京 水 道 水 源 の 森 」、「 横 浜 市

有 道 志 水 源 か ん 養 林 」 が あ る 。  
 
表 2 - 1  山 梨 県 産 の 主 な ミ ネ ラ ル ウ オ ー タ ー  

事業者名　　　　　　　　　　 商品名　　　　　　　　　　　　　 キャッチフレーズ　　　　　　　 場所
1 サントリー（株）　　　　　　　　　 南アルプスの天然水　　　　 自然で安全な、おいしい天然水 北杜市
2 （株）シャトレーゼ　　　　　　 汲みたて天然水　　　　　　 白州でくみ上げた水　　　　　 同上
3 （株）日本名水サービス 自然水白州尾白の水　　　　　 花崗岩層をくぐりぬけてきた名水同上
4 白州ヘルス飲料（株）　　　　　　 森の水だより　　　　　　　　　 高品質の天然水　　　　　 同上
5 南アルプスふるさと活性化財団 南アルプス源流水　　　　　 フォッサマグナの巌清水 早川町
6 熊本県果実農業共同組合連合会白州の水　　　　　　　　　　 甲斐駒ケ岳を水源とした水 北杜市
7 麻屋葡萄酒（株）　　　　　　 万葉の霊泉　　　　　　　　　 甲州最古の飲む温泉水 甲州市
8 神金工業（株）　　　　　　 霊峰の霊泉　　　　　　　　　　 飲める温泉　　　　　　　　　 同上
9 (株）サーフビバレッジ　　　 富士山嶺の自然水　　　　　 富士山嶺の自然水　　　　　　 同上
10 さわらび　　　　　　　　　　 森と水晶の雫　　　　　　　 水晶の鉱脈でろ過された水 甲府市
11 田中商事　　　　　　　　　　 乾徳山の水　　　　　　　　　 天然岩清水を研ぎ上げた水 山梨市
12 （株）地域開発振興　　　　 りょう泉はやぶさ　　　　　 天然高アルカリ水　　　　　　 同上
13 （財）水と緑と大地の公社 多摩源流水　　　　　　　　 健康と美容のパートナー 小菅村
14 三井農林（株）　　　　　　 甲斐の名水　　　　　　　　 八ヶ岳水系の深層地下水 北杜市
15 笹一酒造（株）　　　　　　　 御前水　　　　　　　　　　　 江戸の茶人が取り寄せた銘水 大月市
16 山河亭観光（有）　　　　　　 弥生の舞　　　　　　　　　　 地球創生の泉「化石水」 同上
17 (株）オムコ東日本　　　　 すごい水　　　　　　　　　　 カルシウムがイオン化した水 西桂町
18 （株）源泉館　　　　　　　　 信玄　　　　　　　　　　　　　 天然鉱泉水　　　　　　　　 身延町
19 （株）トーリク商会　　　　　 道志の源水　　　　　　　　 世界一おいしいとたたえられた水道志村
20 富士アクア（株）　　　　　　 富士山のうまい水　　　　　 富士山の裾野の天然水 西桂町
21 富士サンスイ（株）　　　　　 富士の銀明水　　　　　　　 富士山麓の溶岩水　　　　 同上
22 富士山仙水（株）　　　　　 富士山仙水　　　　　　　　 水温9.5度Cの清冽な地下水 富士吉田
23 富士ピュア(株）　　　　　　 ベストウオーター　　　　　　 富士が生んだウオーター 西桂町
24 富士ミネラルウオーター（株） 富士ミネラルウオーター 昭和4年創業の秘伝の名水 身延町
25 岩谷物流（株）　　　　　　 富士の湧水　　　　　　　　 樹海が生んだ天然のお水 富士吉田  

出 典 ： 山 梨 県 委 員 会 資 料  
 
 
（ ３ ） 個 性 的 な 温 泉  

1 9 3 1 年 の 湯 村 温 泉 に お け る 掘 削 以 前 に は 、山 梨 県 内 の 温 泉 は 自 然

湧 出 で 、そ の ま ま 浴 用 に 利 用 で き る 泉 温 を 有 す る も の は 湯 村 、川 浦 、

下 部 、 西 山 な ど の 温 泉 地 に 限 ら れ て い た が 、 温 泉 掘 削 に よ り 、 2 0 0 4
年 で は 温 泉 地 数 3 3、 利 用 源 泉 数 2 8 7、 温 泉 利 用 の 公 衆 浴 場 数 は 1 4 4
と な っ て い る 。 中 で も 特 徴 的 な 泉 質 を も つ 温 泉 が 増 富 温 泉 （ 高 濃 度

の ラ ジ ウ ム 泉 ）・ 韮 崎 旭 温 泉（ 炭 酸 水 素 塩 泉 ）で あ る 。ま た 、下 部 温

泉 は 増 富 温 泉 と 同 様 「 信 玄 の 隠 し 湯 」 と し て 知 ら れ 、 低 温 の 単 純 泉

で あ る が 、 浴 用 で は 火 傷 ・ 切 り 傷 、 術 後 回 復 な ど に 、 飲 用 で は 胃 腸

病 な ど に 効 果 あ る と さ れ 、 現 在 で も 湯 治 の 伝 統 が 残 さ れ て い る 。  
 
（ ４ ） 標 高 と 気 候  

山 梨 県 は 海 抜 1 5 0ｍ （ 南 部 町 ） か ら 3 , 7 7 7 m（ 富 士 山 ） に 位 置 し 、 
富 士 北 麓 （ 標 高 8 0 0ｍ ～ ）、 八 ヶ 岳 南 麓 （ 標 高 1 0 0 0ｍ ） 等 の 代 表 的

13 



 

な 観 光 地 域 は 高 原 性 の 気 候 を 持 つ 。 山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所 の 調 査 研

究 に よ れ ば 、 海 抜 8 0 0～ 1 5 0 0ｍ の 高 原 で 運 動 す る と 、 低 地 の 運 動 に

比 べ 、 運 動 中 に 体 内 で 発 生 す る 活 性 酸 素 に よ る 害 （ 遺 伝 子 が 受 け た

損 傷 の 指 標 ） が 少 な く 、 高 原 の 運 動 は よ り 健 康 的 で あ る 。  
ド イ ツ の 生 気 象 学 の 知 見 か ら は 、「 海 抜 8 0 0ｍ 以 上 に な る と 、気 圧

や 酸 素 分 圧 の 低 下 、 清 浄 な 空 気 に よ り 呼 吸 は 深 く な り 、 心 拍 数 は 増

加 し て 血 液 循 環 は 盛 ん に な る 。 ま た 造 血 機 能 も 刺 激 さ れ て 赤 血 球 が

多 く な り 、 代 謝 が 昂 進 し 、 運 動 量 も 増 す 。 こ の こ と は 生 体 全 体 の 生

命 活 動 の 水 準 を 高 め 、 身 体 的 ま た は 精 神 的 に 過 労 な 人 、 気 管 支 喘 息

の 回 復 期 の 人 、 低 血 圧 の 人 に 良 い 」 と さ れ る （ 阿 岸 祐 幸 、 生 気 象 学

か ら み た 気 候 保 養 地 、 健 康 と 温 泉 F O R U M 8 7 記 念 誌 ）。 森 林 や 山 、

谷 間 な ど の 地 形 を 利 用 し 、 運 動 を 組 み 合 わ せ 、 器 質 的 な 原 因 の な い

心 血 管 系 疾 患 の 患 者 等 を 対 象 と し 、 持 久 能 力 増 強 と 体 温 調 整 機 能 の

強 化 ・ ト レ ー ニ ン グ を 行 う こ と が 地 形 療 法 で あ り 、 ド イ ツ で は 新 し

い タ イ プ の 運 動 療 法 と し て 医 療 保 険 の 適 用 が 認 定 さ れ て い る 。  
 
（ ５ ） 果 樹 と ワ イ ン  

山 梨 県 の 農 業 は 米 麦 か ら 養 蚕 、 果 樹 と 推 移 し 、 現 在 で は 花 卉 ・ ハ

ー ブ を 扱 う 地 域 も 増 え つ つ あ る 。 山 梨 県 は ブ ド ウ ･モ モ ･ス モ モ ・ サ

ク ラ ン ボ な ど 果 樹 生 産 で 知 ら れ 、 ブ ド ウ づ く り ～ ワ イ ン 生 産 ～ ワ イ

ナ リ ー め ぐ り 等 の 体 験 観 光 も 実 施 さ れ て い る 。  
フ ラ ン ス を 中 心 に イ タ リ ア 、 ス ペ イ ン な ど の ス パ ホ テ ル で は ワ イ

ン や ブ ド ウ の 実 か ら の 抽 出 液 を 浴 用 、 パ ッ ク 用 と し て 用 い る ワ イ ン

セ ラ ピ ー を 実 施 し て い る ケ ー ス も 増 え て お り 、 ボ ル ド ー の ス パ で は

ワ イ ン プ ロ グ ラ ム が 開 発 さ れ ・ 提 供 さ れ て い る 。 ま た 、 ニ ュ ー ヨ ー

ク に も ワ イ ン セ ラ ピ ー を 行 う ス パ が 出 現 し て い る 。  
こ れ は 健 康 と 農 産 物 の 新 た な 関 係 が 始 ま っ て い る こ と を 示 す も の

で あ り 、 山 梨 県 に お い て も 健 康 サ ー ビ ス の 一 環 と し て 、 農 産 物 の 活

用 方 策 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
 
２  社 会 的 資 源  
 
（ １ ） 山 梨 県 環 境 科 学 研 究 所  

1 9 9 9 年 に は 、環 境 と 人 と の 共 生 を 研 究 す る「 山 梨 県 環 境 科 学 研 究

所 」が 開 設 さ れ 、2 0 0 0 年 か ら 継 続 し て「 山 梨 の 自 然 が も た ら す 快 適

性 に 関 す る 研 究 」 が 行 わ れ 、 森 林 の 生 理 心 理 学 的 効 果 や 高 原 環 境 で

の 運 動 効 果 な ど が 発 表 さ れ て い る 。  
 
（ ２ ） 県 森 林 環 境 部  
 山 梨 県 の 森 林 の 4 6 %が 県 有 林 で あ り 、 富 士 北 麓 、 八 ヶ 岳 南 麓 を は
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じ め 景 勝 地 の 多 く が 県 有 林 で あ る 。2 0 0 5 年 度 に は 、県 森 林 環 境 部 で

は 、 山 梨 県 の 森 林 空 間 を 健 康 づ く り の 場 と し て 活 用 す る た め に 、 山

梨 県 森 林 セ ラ ピ ー 研 究 会 を 開 催 し 、 森 林 セ ラ ピ ー 推 進 指 針 を 発 表 。

2 0 0 6 年 度 に は そ の 普 及 を 目 的 と し た 研 修 会 を 開 催 し て い る 。 2 0 0 7
年 度 は 各 地 で 企 画 実 施 予 定 の「 森 の 癒 し 体 験 プ ロ グ ラ ム 」を 募 集 し 、

事 業 性 、 地 域 資 源 の 効 果 的 な 活 用 な ど を 考 慮 し て モ デ ル プ ロ グ ラ ム

を 選 定 ・ 支 援 す る も の と し て い る 。  
 
（ ３ ） 山 梨 大 学 ワ イ ン 科 学 研 究 セ ン タ ー   
 ワ イ ン と ワ イ ン ブ ド ウ を 専 門 に 研 究 す る わ が 国 唯 一 の 研 究 機 関 。

1 9 4 7 年 に 創 設 さ れ た 発 酵 研 究 所 が 前 身 で あ る 。研 究 セ ン タ ー は 発 酵

微 生 物 工 学 、 機 能 成 分 、 果 実 遺 伝 子 工 学 の 3 つ の 研 究 部 門 と ブ ド ウ

育 種 試 験 場 、 試 験 工 場 か ら 構 成 さ れ 、 新 の ブ ド ウ 栽 培 か ら ワ イ ン

醸 造 ま で の 一 貫 し た 技 術 を 総 合 的 に 研 究 し て い る 。 発 酵 微 生 物 研 究

部 門 で は 、 ワ イ ン 酵 母 の 他 、 海 洋 酵 母 、 乳 酸 菌 な ど の 有 用 酵 母 の 分

離 ・ 培 養 ・ 保 存 を 行 い 、 地 域 企 業 と タ イ ア ッ プ し て ワ イ ン ・ 食 品 ・

医 薬 品 な ど の 新 製 品 の 開 発 を 目 指 し て い る 。  
 
（ ４ ） 健 康 科 学 大 学 ・ リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ク リ ニ ッ ク  
 河 口 湖 町（ 現 富 士 河 口 湖 町 ）は 、1 9 8 0 年 に 学 園 計 画 地 ラ イ ブ ラ リ

ー に 登 録 し 大 学 誘 致 を 進 め た 結 果 、 理 学 療 法 学 科 、 作 業 療 法 学 科 及

び 福 祉 心 理 学 科 の 三 学 科 か ら な る 健 康 科 学 大 学 の 誘 致 に 成 功 し 、

2 0 0 3 年 4 月 に 開 校 （ 写 真 2 - 1） し た 。  
町 は 大 学 開 校 当 初 か ら 、 大 学 の 持 っ て い る 知 的 財 産 を 町 民 の た め

に 寄 与 し て ほ し い と 強 く 要 望 し 、そ れ に 答 え る 形 で 大 学 は 2 0 0 6 年 9
月 1 5 日 、 健 康 プ ラ ザ （ 町 立 健 康 増 進 セ ン タ ー 、 後 述 ） の 敷 地 内 に

健 康 科 学 大 学 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ク リ ニ ッ ク を 開 設 し た（ 写 真 2 - 2）。

町 で は 医 療 機 関 が 必 要 で あ り 、 健 康 科 学 大 学 で は 研 究 及 び 学 生 の 実

習 の 場 の 必 要 か ら 両 者 の 利 害 が 一 致 し た こ と に よ り 、 町 が 施 設 整 備

を 行 い 、 大 学 が 施 設 を 活 用 す る と い う 方 式 で オ ー プ ン し た も の で あ

る 。 ク リ ニ ッ ク で は 、 整 形 外 科 医 2 名 、 看 護 師 1 名 、 理 学 療 法 士 1
名 、 作 業 療 法 士 1 名 、 内 科 医 2 名 、 小 児 科 医 １ 名 の 体 制 に 、 健 康 科

学 大 学 の 実 習 生 が 加 わ っ て 治 療 に 当 た っ て い る 。 現 在 の と こ ろ 、 健

康 プ ラ ザ と ク リ ニ ッ ク 間 で の 連 携 、 協 力 は 行 わ れ て い な い 。  
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写 真 2 - 1  健 康 科 学 大 学 校 舎      写 真 2 - 2  ク リ ニ ッ ク  

  
 
 
第 ２ 節  健 康 サ ー ビ ス 提 供 機 関  
 
１  水 中 運 動 に よ る 健 康 づ く り  
 
（ １ ） 取 り 組 み の 経 緯  
 下 部 ・ 増 富 ・ 積 翠 寺 ・ 西 山 な ど 信 玄 の 隠 し 湯 と し て 知 ら れ る 温 泉

地 で は 、 古 来 か ら 湯 治 が 行 わ れ て き た 。 現 在 で も 下 部 ・ 増 富 な ど で

は 湯 治 が 行 わ れ て い る 。  
 1 9 6 1 年 、石 和 町（ 現 笛 吹 市 ）に 温 泉 が 湧 出 し 、高 度 経 済 成 長 期 を

背 景 に 約 1 5 0 軒 の ホ テ ル 、 旅 館 、 マ ン シ ョ ン 等 が 立 ち 並 ぶ 歓 楽 温 泉

地 に 成 長 し 、バ ブ ル 以 降 に 衰 退 す る 。こ の 間 、1 9 6 5 年 に は 天 野 健 理

事 長 （ 後 の 県 知 事 ） に よ り 、 温 泉 を 利 用 し た リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病

院 が 、 関 東 近 県 地 域 で は 伊 豆 韮 山 、 信 州 鹿 教 湯 に 次 ぎ 、 県 内 で 初 め

て 開 設 さ れ 、 来 院 客 は 東 京 を 中 心 に 県 外 か ら 過 半 数 を 占 め る よ う に

な っ た 。 そ の 後 、 同 様 の リ ハ ビ リ 病 院 は 笛 吹 市 周 辺 で 6 院 に 増 加 し

た 。1 9 8 7 年 に は 石 和 温 泉 病 院 に 、ク ア ハ ウ ス 石 和 が 併 設 さ れ 、人 間

ド ッ グ と 健 康 増 進 施 設 の 結 合 に よ る 健 康 増 進 の ほ か 肥 満 ・ 高 血 圧 ・

高 脂 血 症 な ど 生 活 習 慣 病 の 予 防 ・ 改 善 プ ロ グ ラ ム が 展 開 さ れ る よ う

に な り 、 県 外 か ら の 利 用 も 多 い 。  
水 中 運 動 が で き る 浴 場 施 設 で は 、秋 山 温 泉（ 上 野 原 市 ）、健 康 プ ラ

ザ （ 富 士 河 口 湖 町 ） な ど の 自 治 体 浴 場 が 開 設 さ れ 、 住 民 を 対 象 と し

た 健 康 づ く り プ ロ グ ラ ム が 提 供 さ れ て い る 。  
 
（ ２ ） 住 民 向 け の 健 康 サ ー ビ ス － 健 康 プ ラ ザ （ 富 士 河 口 湖 町 ）  
１ ） 健 康 プ ラ ザ 設 立 の 経 緯  
 旧 河 口 湖 町（ 現 富 士 河 口 湖 町 ）で は 1 9 9 4 年 に 温 泉 掘 削 が な さ れ 、

1 9 9 6 年 に 第 1 号 源 泉 が 供 用 開 始 さ れ て 以 来 、富 士 山・河 口 湖 と 並 ん

で 温 泉 が 集 客 の 目 玉 に な っ て い る 。 観 光 客 を 対 象 と し た 温 泉 施 設 が

「 芙 蓉 の 湯 」 で あ り 、 住 民 を 対 象 と し た 温 泉 施 設 が 「 健 康 プ ラ ザ 」
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で あ る 。  
旧 河 口 湖 町 で は 、 超 高 齢 化 社 会 の 到 来 、 障 害 者 へ の 対 応 及 び 健 康

者 の 更 な る 健 康 増 進 等 の 必 要 性 か ら 、2 0 0 0 年 5 月 に（ 旧 ）河 口 湖 町

健 康 増 進 施 設 検 討 委 員 会 を 設 置 し 、 議 論 を 重 ね た 。 委 員 会 は 、 温 泉

を 利 用 し た 歩 行 浴 が 健 康 増 進 、 機 能 回 復 訓 練 等 に も 適 し て い る と

の 検 討 結 果 を 経 て 、 介 護 保 険 制 度 を 視 野 に 入 れ た 健 康 増 進 施 設 の 建

設 の 必 要 性 を 報 告 し た 。2 0 0 1 年 4 月 3 日 、町 民 の 健 康 増 進 の た め の

体 力 づ く り セ ン タ ー の 建 設 に 着 手 し 、1 0 月 3 1 日 竣 工 。（ 旧 ）河 口 湖

町 高 齢 者 体 力 づ く り セ ン タ ー の 設 置 及 び 管 理 に 関 す る 条 例 （ 2 0 0 1
年 河 口 湖 町 条 例 第 2 1 号 ）に 基 づ き 11 月 1 日 、高 齢 者 体 力 づ く り セ

ン タ ー 「 健 康 プ ラ ザ 」 の 供 用 が 開 始 さ れ た 。 そ の 他 町 に は 、 1 9 9 7
年 4 月 に オ ー プ ン し た 船 津 温 泉 休 養 施 設 「 芙 蓉 の 湯 」 が あ る 。 こ れ

は 休 養 を 目 的 に し 、 和 風 浴 槽 を 中 心 と し た 温 泉 浴 場 で あ る 。  
 
２ ） 施 設 概 要  

健 康 プ ラ ザ は 旧 山 梨 赤 十 字 病 院 跡 地 に 整 備 さ れ た 水 中 運 動 を 中 心

と し た 浴 場 施 設 で 、 一 部 に 温 泉 浴 槽 を 含 む （ 写 真 2 - 3、 2 - 4）。 事 業

費 は 2 億 4 3 6 0 万 円（ 内 国 庫 補 助 約 1 億 円 ）、延 べ 床 面 積 1 , 2 2 2 ㎡（ 地

上 2 階 、 地 下 1 階 ） の 施 設 で あ る 。  
1 階 に は 、 男 女 の 温 泉 浴 室 （ サ ウ ナ 併 設 ）、 体 力 づ く り ゾ ー ン の 7

つ の 浴 槽 （ 歩 行 浴 、 打 た せ 湯 、 気 泡 浴 、 寝 湯 、 吸 入 浴 、 運 動 浴 、 箱

蒸 し ） が あ り 、 2 階 に は 、 運 動 器 具 や 相 談 コ ー ナ ー を 備 え た 健 康 増

進 室 、 休 憩 室 と 子 ど も の 遊 び 場 、 マ ッ サ ー ジ 室 が あ る 。  
利 用 者 は 、 富 士 河 口 湖 町 民 と 町 内 資 産 の 保 有 納 税 者 （ 別 荘 所 有 者

等 ） に 限 定 さ れ 、 利 用 料 金 は 町 民 の 高 校 生 以 上 が 3 0 0 円 （ 小 中 学 生

1 5 0 円 ） で 、 7 5 歳 以 上 ・ 未 就 学 ・ 障 害 者 は 無 料 で あ る 。 資 産 保 有 納

税 者 は 5 0 0 円 （ 高 校 生 未 満 2 5 0 円 ） で あ る 。 営 業 時 間 は 午 前 1 0 時

か ら 午 後 9 時 ま で 、 月 曜 日 が 休 館 日 と な っ て い る 。  
 
写 真 2 - 3  健 康 プ ラ ザ         写 真 2 - 4  館 内 の 様 子  

 
出 典 ： 富 士 河 口 湖 町 H P        出 典 ： 富 士 河 口 湖 町 H P  
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３ ） 利 用 状 況  
健 康 プ ラ ザ は 、 町 が 直 接 運 営 し て い る 。 館 内 の 健 康 増 進 室 に は 、

町 内 の 介 護 老 人 保 健 施 設 に 委 託 し て 理 学 療 法 士 を 配 置 し て い る 。 理

学 療 法 士 が 毎 月 2 回 、 運 動 器 具 の 使 用 や 入 浴 指 導 を 行 っ て い る 。 ま

た 、 ス ポ ー ツ ク ラ ブ に 健 康 運 動 実 践 指 導 員 を 派 遣 し て も ら い 、 火 曜

と 金 曜 日 に 水 中 運 動 教 室 を 開 催 し て い る 。2 0 0 1 年 の オ ー プ ン か ら 現

在 に 至 る ま で 、 初 年 度 約 2 5 , 0 0 0 人 だ っ た 利 用 者 数 は 毎 年 増 加 を 続

け 、 2 0 0 6 年 度 の 利 用 者 数 は 4 1 , 8 9 4 人 （ 1 日 当 た り 1 3 5 人 利 用 ） と

な っ て い る 。水 中 運 動 教 室 は 、2 0 0 5 年 か ら 開 始 さ れ 、す べ て の 教 室

に お い て 参 加 者 は 増 加 し て い る （ 表 2 - 2、 2 - 3）。  
 
表 2 - 2  健 康 プ ラ ザ 利 用 者 数     表 2 - 3  各 教 室 参 加 者 数  

（2006年度） 単位：人

男 女 計

大　　人 10,761 11,480 22,241

子　　供 398 397 795

高齢者 9,487 7,156 16,643

未就学児 126 132 258

障害児・者 1,013 841 1,854

合　　計 21,785 20,006 41,791

町外者 40 63 103

総　　合　　計 21,825 20,069 41,894  資 料 提 供 ： 富 士 河 口 湖 町  

単位：人

2005年度 2006年度

水中ウォーキング教室 1,206 1,315

元気いっぱい教室 1,346 1,594

転ばぬ先のつえ教室 414 667

パワフル筋力アップ教室 562 709

各地区筋力アップ教室 - 1,505

健康プラザ運動指導相談数 98 113

※各地区筋力アップ教室は2006年度から

資 料 提 供 ： 富 士 河 口 湖 町        
 

山 梨 総 合 研 究 所 で は 、 富 士 河 口 湖 町 健 康 増 進 課 の 協 力 に よ り 、 健

康 プ ラ ザ を 利 用 し て い る 町 民 等 を 対 象 に 、 2 0 0 7 年 7 月 11 日 か ら 8
月 1 日 ま で の 期 間 、 施 設 の 利 用 状 況 、 健 康 増 進 の 効 果 等 に つ い て ア

ン ケ ー ト を 実 施 し た 。 ア ン ケ ー ト 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る 。  
○ 利 用 者 の 年 齢 層 は 6 0 歳 代 が 3 1 . 7％ 、 5 0 歳 代 が 2 0％ 、 7 0 歳 代 が

1 8 . 3％ と 5 0 歳 以 上 が 7 割 を 占 め る 。  
○ 週 に 1 回 以 上 利 用 す る 町 民 が 8 割（ 週 に 3 回 以 上 利 用 は 4 5％ ）を

占 め 、 個 人 で や っ て く る 住 民 が 半 数 以 上 を 占 め て い る 。  
○ 各 施 設 の 利 用 で は 「 運 動 浴 施 設 」 が 8 割 と も 高 く 、 次 い で 「 温

泉 浴 室 」 と な り 、 高 齢 者 に と っ て も 「 水 中 運 動 」 が 身 近 な 健 康 づ

く り の 手 段 に な っ て い る 。 他 方 、 一 般 の 公 衆 浴 場 で 利 用 の 多 い 、

休 憩 室 の 利 用 は 少 な い 。  
 
こ の よ う に 日 常 的 に 施 設 を 利 用 す る 町 民 の 中 に は 、 水 中 運 動 に よ

る 健 康 づ く り に 高 い 関 心 が あ り 、 ア ン ケ ー ト 結 果 か ら も わ か る よ う

に 、 そ の 効 果 を 実 感 し て い る 。  

18 



 

 
図 2 - 1 施 設 の 利 用 回 数      図 2 - 2 施 設 利 用 後 の 効 果  
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施設の利用状況

11.5

14.5

10.7

12.2

8.4

11.5

8.4

66.4

58.8

48.9

49.6

56.5

62.6

6.9

10.7

24.4

25.2

22.9

21.4

24.4

29.0

4.6

67.9

0.8

68.7

0.8

0.8

13.0

15.3

6.1

5.3

6.9

4.6

3.8

3.1

1.5

2.3

2.3

3.1

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

設

槽

設

F）

F）

F）

室

室

利用する 余り利用しない 全く利用しない 不明  

施設の利用効果

63.4

67.9

38.9

59.5

56.5

41.2

9.2

10.7

20.6

11.5

15.3

19.8

22.1

17.6

26.0

24.4

25.2

35.9

14.5

5.3

3.1

3.1

4.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

体力に自信がついた

体が軽くなった

体重が減った

ひざ・腰痛が楽になった

ストレスが減った

病院等に通院する
回数が減った

はい いいえ 変わらない 不明n=131

施 設 利 用 後 の

取 り 組 み  
棟 の 整 備  
ラ ピ ー は 心 身 の 調 整 作 用 が あ り 、 保 養 ・ 療 養 に 適 し て い

、 フ ラ ン ス や ド イ ツ で は 医 療 の 一 つ と し て 認 め ら れ て い

口 湖 町 で は 、 ホ テ ル 等 の 観 光 施 設 へ の 導 入 を 模 索 す る た

設 と し て 健 康 プ ラ ザ に 併 設 し て「 タ ラ ソ 棟 」を 整 備 し た 。  
9 月 か ら 健 康 プ ラ ザ に 増 築 す る 形 で 建 設 工 事 が 開 始 さ れ

3 日 に オ ー プ ン し た 。開 業 前 の 2 月 か ら 3 月 に か け て 、

ア モ ニ タ ー に よ る 検 証 実 験 が 実 施 さ れ 、 タ ラ ソ 施 設 利 用

増 進 効 果 に つ い て は 、 血 圧 と 脈 拍 の 正 常 化 作 用 や 、 水 分
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量 調 整 作 用 に よ る 皮 膚 状 態 の 改 善 効 果 、精 神 面 の リ ラ ッ ク ス 効 果 等 、

主 観 と 客 観 の 両 面 か ら 、 有 意 義 な 作 用 と 具 体 的 効 果 が 確 認 さ れ た と

し て い る 。  
 こ の 「 タ ラ ソ 棟 」 で は 3 種 類 の タ ラ ソ が 利 用 で き る 。  
・ 1 0 倍 海 水 （ 1 人 用 ）： 沖 縄 県 石 垣 島 の 海 水 か ら 精 製 し た 天 然 の 本

に が り を 使 用 し 、 大 き な 浮 力 が 体 験 で き る （ 写 真 2 - 5）。  
・2 倍 海 水（ 8 人 用 ）：モ ン ゴ ル 共 和 国 か ら 輸 入 し た 塩 な ど を 用 い て 、

海 水 の ２ 倍 濃 度 溶 液 を 人 工 的 に 再 現 し 、 長 時 間 の 入 浴 が 可 能 （ 写

真 2 - 6）。  
・塩・溶 岩 浴（ 3 人 用 ）：富 士 山 の 溶 岩 の 上 に モ ン ゴ ル の 塩 が 敷 か れ 、

遠 赤 外 線 と ミ ネ ラ ル の 相 互 作 用 が 体 験 で き る （ 写 真 2 - 7）。  
利 用 料 金 は 、 健 康 プ ラ ザ と 別 料 金 で 町 民 4 0 0 円 、 町 内 資 産 の 保 有

者 5 0 0 円 で あ る 。 小 規 模 な 実 験 施 設 で あ る が 、 4 月 ～ 6 月 の 利 用 者

は 1 8 0 名 程 度 と 少 な く 、 塩 ・ に が り の 調 達 コ ス ト 、 設 備 機 器 の 維 持

管 理 コ ス ト の 問 題 を 抱 え て い る 。  
 
写 真 2 - 5  1 0 倍 海 水   写 真 2 - 6  2 倍 海 水   写 真 2 - 7  塩 ･溶 岩 浴  
 
 
 
 
 
 
 
 
②  町 営 プ ー ル の 整 備  

現 在 、富 士 河 口 湖 町 で は 、2 0 0 8 年 4 月 の オ ー プ ン に 向 け て 、町 営

プ ー ル の 建 設 が 進 ん で い る 。 町 は 町 営 プ ー ル の 整 備 に よ っ て 、 高 齢

者 体 力 づ く り セ ン タ ー「 健 康 プ ラ ザ 」、休 養 施 設「 芙 蓉 の 湯 」の 異 な

る 浴 施 設 を 持 つ こ と に な り 、 健 康 増 進 ・ 療 養 、 休 養 、 ス ポ ー ツ な ど

町 民 の 利 用 目 的 に 応 じ た 施 設 環 境 が 整 う 。  
 
③   健 康 科 学 大 学・リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ク リ ニ ッ ク 及 び 医 療 機 関 と

の 連 携  
 健 康 プ ラ ザ と 健 康 科 学 大 学 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ク リ ニ ッ ク は 隣 接

し て い る に も 係 わ ら ず 、 当 初 の 目 論 み と は 異 な り 相 互 連 携 が 図 れ て

い な い 。 理 由 と し て は 、 以 下 の 3 点 が あ げ ら れ る 。  
・ 健 康 プ ラ ザ は 町 民 対 象 施 設 で あ る た め 、 医 療 機 関 か ら の 紹 介 を 受

け た 町 外 者 を 受 け 入 れ る た め に は 、条 例 を 変 え な け れ ば な ら な い 。 
・ 当 ク リ ニ ッ ク の リ ハ ビ リ 患 者 を 受 け 入 れ る と 町 内 外 の 整 形 外 科 か
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ら の 紹 介 者 を 受 け 入 れ る 必 要 が あ る 。  
・ 健 康 プ ラ ザ で は 、 運 動 指 導 士 な ど が 常 駐 し て お ら ず 、 受 け 入 れ 体

制 を 見 直 す 必 要 が あ り 、 運 営 費 が か さ む 。  
2 0 0 7 年 8 月 に 健 康 科 学 大 学 内 に お い て「 温 泉 療 法 研 究 会 」が 立 ち

上 が り 、2 0 1 0 年 3 月 ま で 健 康 プ ラ ザ で 調 査 、研 究 を 行 う こ と が 決 定

し 、町 と の 連 携 に よ る 今 後 の 調 査・研 究 に 期 待 が か か る 。ま た 、2 0 0 8
年 に は 町 と （ 社 ） 富 士 吉 田 医 師 会 と 連 携 し て 健 康 プ ラ ザ の 活 用 を 検

討 す る 予 定 で あ る 。  
 
５ ） 町 の 健 康 政 策 ― 成 功 の 要 因  
 健 康 プ ラ ザ は 、 健 康 科 学 大 学 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ク リ ニ ッ ク を

併 設 す る な ど 県 内 の 他 の 自 治 体 で は 類 例 を 見 な い 施 設 で あ る 。ま た 、

水 中 運 動 を 中 心 と し た 浴 場 で あ る に も 係 わ ら ず 、一 日 1 3 0 人 以 上 の

高 齢 者 を 中 心 と し た 利 用 が あ り 、 運 営 的 に 成 功 し て い る と い え る 。

こ の 要 因 と し て は 、「富 士 河 口 湖 健 康 町 づ く り 条 例 」（ 2 0 0 5 年 3 月 制

定 ） に 見 ら れ る よ う に 町 の 政 策 の 柱 と し て 、「 健 康 づ く り 」 を 掲 げ 、

一 貫 し た 取 り 組 み を 長 年 積 み 重 ね て き た こ と に よ る 。   
健 康 づ く り の 一 翼 を 担 う 「 健 康 プ ラ ザ 」 を 中 心 と し た 水 中 運 動 施

設 等 は 、 リ ピ ー タ ー も 多 く 、 更 に 広 く 町 民 に 浸 透 す れ ば 保 健 ・ 福 祉

の 向 上 が 期 待 で き る 。 そ の た め に は 、 利 用 客 が 自 由 に 健 康 活 動 に 取

り 組 む の は 無 論 で あ る が 、 町 民 が 自 分 自 身 の 健 康 関 連 デ ー タ を 簡 単

に チ ェ ッ ク し 、 効 果 を 確 認 し 、 健 康 相 談 を 気 軽 に 行 え る よ う な シ ス

テ ム づ く り が 必 要 と な ろ う 。  
ま た 、 こ れ ら 経 験 が ホ テ ル や 民 間 施 設 に 導 入 さ れ 、 民 間 ホ テ ル 等

に よ る 健 康 サ ー ビ ス の 提 供 も 可 能 性 が あ る 。 富 士 河 口 湖 町 が 「 健 康

の ま ち ＝ 富 士 河 口 湖 」 と し て 、 新 た に 健 康 サ ー ビ ス 産 業 が 加 わ り 、

町 民 に 又 町 外 に 認 知 さ れ た と き 、 富 士 北 麓 の 別 荘 生 活 者 、 首 都 圏 か

ら の 健 康 づ く り を 目 的 と し た 保 養 客 を 受 け 入 れ る 滞 在 型 目 的 地 と な

ろ う 。  
 

２  森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 プ ロ グ ラ ム の 提 供  
 
 山 梨 県 は 県 土 の 7 8 %が 森 林 面 積 で 、 森 林 の 4 6 %を 県 有 林 が 占 め 、

森 林 環 境 の 保 全 ・ 利 活 用 は 県 政 の 柱 で も あ る 。   
林 野 庁（（ 独 ）森 林 総 合 研 究 所 ）の「 高 齢 化 社 会 に お け る 森 林 空 間

の 利 用 に 関 す る 調 査 」（ 2 0 0 1 年 ～ 2 0 0 2 年 ）、「森 林 の 健 康 と 癒 し 効 果

に 関 す る 科 学 的 実 証 調 査 」（ 2 0 0 3 年 ）や 、 2 0 0 4 年 3 月 か ら 始 ま っ た

産 官 学 の 有 識 者 に よ る 「 森 林 セ ラ ピ ー 研 究 会 」 で の 、 森 林 療 法 に 関

す る 具 体 的 な 調 査 研 究 や 森 林 療 法 の 実 践 に か か る 諸 条 件 の 検 討 整 備 、

広 報 活 動 を 受 け 、2 0 0 5 年 8 月 以 降 山 梨 県 は「 山 梨 県 森 林 セ ラ ピ ー 研
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究 会 」 を 開 催 し 、 県 有 林 を 中 心 と し た 森 林 浴 コ ー ス 、 森 林 公 園 、 森

林 文 化 の 森 な ど の 活 用 方 策 と 推 進 方 法 な ど の 検 討 を 始 め た 。  
森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 プ ロ グ ラ ム の 企 画 ・ 提 供 に つ い て は 、

2 0 0 5 年 か ら 県 内 各 地 で 具 体 的 に 実 践 さ れ て い る 。  
 

（ １ ）  健 康 サ ー ビ ス 事 業 と し て 確 立 し て い る 事 例  
（ 財 ）キ ー プ 協 会 は 、1 9 4 8 年 設 立 の 財 団 法 人 で 、食 料・信 仰・保 健 ・

青 少 年 へ の 希 望 ・ 国 際 交 流 ・ 環 境 教 育 を 柱 に 掲 げ 、 八 ヶ 岳 南 麓 の 高

原 を 舞 台 に 教 育 実 験 を 行 っ て き て い る 。 協 会 の 環 境 教 育 は 主 催 事 業

の ほ か 企 業 ・ 団 体 か ら の 受 託 事 業 が あ る が 、 東 京 の 医 療 機 関 と の コ

ラ ボ レ ー シ ョ ン で 行 っ て い る 健 康 教 育 が 「 森 療 時 間 」 と い う プ ロ グ

ラ ム で あ る 。 発 端 は 、 こ の 医 療 機 関 の 先 生 が 森 林 療 法 に ふ さ わ し い

フ ィ ー ル ド を 求 め 、 北 海 道 ・ 信 州 ・ 軽 井 沢 な ど を 巡 り 、 標 高 1 4 0 0 m
の 高 原 気 候 を も ち 、 施 設 ・ 環 境 ・ ス タ ッ フ の そ ろ っ た キ ー プ 協 会 を

体 験 し 、 森 林 療 法 の フ ィ ー ル ド に 選 ん だ こ と に よ る 。 始 め は 、 医 療

機 関 の プ ロ グ ラ ム に キ ー プ 協 会 の ス タ ッ フ が 係 わ る と い う 形 で ス タ

ー ト し た が 、キ ー プ 協 会 の 主 催 事 業 に 医 療 機 関 が 協 力 す る 方 式 で「 森

療 時 間 」 は 開 催 さ れ て い る 。「 森 療 時 間 」 は １ 泊 2 日 の プ ロ グ ラ ム

で 2 0 0 5 年 の 7 月 か ら 現 在 ま で 11 回 開 催 さ れ て い る 。  
 増 富 の 湯 は 旧 須 玉 町（ 現 北 杜 市 ）の 自 治 体 浴 場 と し て 、1 9 9 7 年 に

開 業 し た 。 浴 場 を 運 営 す る （ 財 ） み ず が き 山 ふ る さ と 振 興 財 団 は 特

徴 の あ る ラ ジ ウ ム 泉 の 入 浴 と 屋 内 ス ト レ ッ チ 体 操 を 組 み 合 わ せ た 健

康 づ く り プ ロ グ ラ ム を 提 供 し て き た が 、2 0 0 5 年 5 月 に 浴 場 の 回 り を

１ 周 す る フ ィ ッ ト ネ ス 遊 歩 道 （ 命 の 径 ） を 整 備 し 、 温 泉 と 屋 外 運 動

を 組 み 合 わ せ た １ 日 の 保 養 プ ラ ン 、 み ず が き 山 麓 の ハ イ キ ン グ を 組

み 合 わ せ た 2 泊 3 日 の 療 養 プ ラ ン を 提 供 し て い る 。  
増 富 の 湯 は 山 間 部 に 位 置 し 、 晩 秋 以 降 の 入 り 込 み は 極 端 に 減 少 す

る 。 オ フ シ ー ズ ン の 誘 客 の た め 、 み ず が き の 森 自 然 公 園 遊 歩 道 コ ー

ス を 利 用 し た ノ ル デ ィ ッ ク ・ ウ ォ ー キ ン グ を 導 入 し た １ 泊 ２ 日 の 療

養 プ ラ ン （ 冬 バ ー ジ ョ ン ） を 今 年 の 11 月 か ら 開 催 予 定 で あ る 。 こ

う し た 着 地 型 の ツ ー リ ズ ム に と っ て の 大 の 課 題 は 誘 客 で あ る 。 増

富 の 湯 は 中 央 線 韮 崎 駅 か ら バ ス で １ 時 間 の 遠 隔 地 で あ る 。 こ の た め

増 富 の 湯 で は J R 東 日 本 と タ イ ア ッ プ し て 誘 客 に 努 め て い る 。  
（ ２ ）  モ ニ タ ー ツ ア ー 、 エ コ ツ ア ー 等  
 健 康 サ ー ビ ス 事 業 と し て は 確 立 し て い な い が 、 モ ニ タ ー ツ ア ー 、

エ コ ツ ア ー な ど が 自 治 体 や N P O 法 人 、 森 林 組 合 関 係 者 、 医 療 関 係

者 か ら な る 研 究 会 に よ り 各 地 で 展 開 さ れ て い る 。  
 小 菅 エ コ セ ラ ピ ー 研 究 会 は 2 0 0 5 年 6 月 か ら 、 森 林 散 策 ・ 体 操 ・

野 点 な ど 森 の 魅 力 に 触 れ る 入 門 プ ロ グ ラ ム を 6 回 開 催 し て い る 。 三

富 森 林 セ ラ ピ ー 研 究 会 は 2 0 0 6 年 3 月 か ら 医 師 に よ る 健 康 診 断 や ス
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ト レ ス チ ェ ッ ク を 行 っ た 上 で 、 森 林 を ト レ ッ キ ン グ す る 2 泊 の モ ニ

タ ー ツ ア ー を 2 回 実 施 し て い る 。ま た 、2 0 0 7 年 度 か ら 、生 活 習 慣 病

予 防 客 を 対 象 に 森 林 ウ ォ ー キ ン グ 、 ノ ル デ ィ ッ ク ・ ウ ォ ー キ ン グ を

行 う 日 帰 り ツ ア ー が N P O 法 人 等 に よ っ て 度 々 開 催 さ れ て い る 。  
 
表 2 - 4  森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 プ ロ グ ラ ム の 提 供 例  

期 間 実績
（財）キープ協会 1泊2日 医療スタッフの参加 赤坂ため池クリニック 2005年7月

自律神経の測定・医師との相談 と提携 から11回
6つのトレイルを用いたハイキング

みずがき山 日帰り 温泉・運動・食事の組合せ JR東日本と提携 2005年から
ふるさと振興財団 ～2泊3日 四季に応じたプログラム 10回以上

日帰りから2泊までのプログラム
小菅村 日帰り　　　子供から大人まで家族一緒の 主として隣接市町村 2005年から
エコセラピー研究会 参加が可能な森体験プログラム 6回

三富森林セラピー 1泊2日 医師による健康相談・健康チェック モニターツアーとして 2006年から
研究会 と森の散策 実施 2回

主として県民
森林療法研究会 日帰り　　　森林ウォーキングと生活習慣病 主として県民 2007年4月
山梨支部 予防のための食事 から4回

NPO法人　MAP 日帰り　　　森の中でノルディックウォーキング 主として県民 2007年4月
を中心にしたプログラム から8回
予防医学的な検査で効果を実証

団体名 特 徴 誘客・その他
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第 ３ 章  八 ヶ 岳 南 麓 地 域 に お け る 健 康 サ ー ビ ス  
 
第 １ 節  地 域 の 概 要 （ 北 杜 市 ）  
 
１  北 杜 市 の 成 り 立 ち  
 

北 杜 市 は 、 2 0 0 4 年 に ま ず 7 町 村（ 明 野 村 、須 玉 町 、高 根 町 、長 坂

町 、大 泉 村 、白 州 町 、武 川 村 ）の 合 併 に よ り 誕 生 し た 。そ の 後 、2 0 0 6
年 に 隣 接 す る 小 淵 沢 町 も 合 併 し 、 現 在 の 北 杜 市 と な っ て い る 。 市 の

面 積 は 、 6 0 2 . 8 9 k m 2 と 県 内 で も 大 き な 市 町 村 で あ る 。 し か し 、 そ

の 多 く が 森 林 に 覆 わ れ て お り 、森 林 面 積 は 市 の 面 積 の 7 6％ を 占 め て

い る 。  
全 部 で 8 つ の 小 規 模 自 治 体 が 合 併 し た こ と も あ り 、 明 確 な 市 の 中

心 は 見 ら れ な い 。 表 3 - 1 - 1 に 示 す よ う に 、 合 併 時 に 、 人 口 1 万 人 を

超 え る 自 治 体 は な く 、 高 齢 化 率 は 県 平 均 の 2 1 . 9％ （ 2 0 0 5 年 ） を 全

て の 自 治 体 が 大 き く 上 回 っ て い る 。 産 業 別 就 業 者 比 率 で は 、 ホ テ ル

や ペ ン シ ョ ン な ど が 多 い 高 根 、 大 泉 、 小 淵 沢 で 第 三 次 産 業 へ の 就 業

者 が 多 い も の の 、 地 域 に よ る 顕 著 な 特 徴 は 見 ら れ な い 。  
 
表 3 - 1 - 1  旧 町 村 ご と の 人 口 等 デ ー タ  

料 ： 2 0 0 5 年 国 勢 調 査 よ り 作 成  

山 梨 県 内 で は 富 士 北 麓 と 並 び 、 豊 か な 自 然 を 求 め 、

く か ら 別 荘 地 と し て の 開 発 も 進 ん で き た 。 表 3 - 1 - 2 に 、 北 杜 市 と

山

 
 

人口 高齢化率
(人） （％） 第一次産業 第二次産業 第三次産業

明野村 4,781 27.6 25.8 27.0 47.1
須玉町 6,892 37.6 25.0 25.8 48.9
高根町 9,317 24.8 18.5 22.4 58.9
長坂町 9,303 27.9 16.2 30.0 53.6
大泉村 4,382 26.6 20.0 23.6 56.1
小淵沢町 5,975 24.2 14.1 27.1 58.6
白州町 4,115 31.7 24.1 31.9 43.8
武川村 3,379 30.7 20.6 32.1 47.3

産業別就業者比率（％）

 
 
 
 
 
 

資

 
２  人 口 動 態  
 

北 杜 市 で は 、

古

梨 県 の 国 勢 調 査 に よ る 人 口 の 推 移 を 示 し た 。 山 梨 県 全 体 で は 、

2 0 0 0 年 を ピ ー ク に 人 口 は 減 少 に 転 じ た が 、北 杜 市 で は わ ず か と は い

え 未 だ 人 口 は 増 加 し て い る 。1 0 月 現 在 の 人 口 は 、4 9 , 7 4 7 人 で あ る 。  
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表 3 - 1 - 2  北 杜 市 と 山 梨 県 の 人 口 動 態  

2005年
人口 46,200 47,318 47,888 48,144
増減率 2.4% 1.2% 0.5%
人口 852,966 881,996 888,172 884,515
増減率 3.4% 0.7% -0.4%

北杜市

山梨県

（人）
1990年 1995年 2000年

 
資 料 ： 国 勢 調 査 よ り 作 成  

 
え て い る の が 、 主 と し て 県 外 か ら の 転 入

者 で あ る 。 図 3 - 1 - 1 に 北 杜 市 の 社 会 増 減 と 自 然 増 減 の 経 年 変 化 を 示

し

態  
 
 

成  

こ う し た 人 口 の 増 加 を 支

た 。 図 表 に 示 し た 1 9 9 5 年 以 降 、 絶 え ず 死 亡 数 が 出 生 数 を 上 回 る

自 然 減 の 状 態 と な っ て い る が 、 そ れ を 上 回 る 社 会 増 （ 転 入 数 が 転 出

数 を 上 回 る 状 態 ） が あ る 。 さ ら に 、 1 9 9 5 年 以 降 の 1 0 年 間 に お け る

北 杜 市 へ の 転 入 者 約 2 7 , 0 0 0 人 （ 年 間 約 2 , 7 0 0 人 ） の う ち 、 そ の お

お む ね 6 割 、 約 1 6 , 0 0 0 人 （ 年 間 約 1 , 6 0 0 人 ） が 県 外 か ら の 転 入 者

と な っ て い る （ 図 3 - 1 - 2）。  
 
図 3 - 1 - 1  北 杜 市 の 人 口 動

-500
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0
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人

社会増減

自然増減

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 ： 山 梨 県 常 住 人 口 調 査 お よ び 人 口 動 態 統 計 よ り 作
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図 3 - 1 - 2  北 杜 市 へ の 転 入 者 の 内 訳  
 
 

自 然 や 気 候 な ど の よ さ か ら 住

い を 求 め て 入 っ て き た 方 た ち で あ る 。 団 塊 の 世 代 の 大 量 退 職 に 伴

い

北 杜 市 は 標 高 3 9 0ｍ （ 明 野 町 三 之 蔵 付 近 ） か ら 2 , 9 6 7ｍ （ 甲 斐 駒

で あ り 、 日 常 的 な 人 の 暮 ら し の 場 と な っ

て

 

恵 ま れ た 日 射 量 を 背 景 に 、 全 市 的 に 特 色 あ る 農 業 が 盛 ん で あ る 。

特 に 釜 無 川 右 岸 で は 、 花 崗 岩 質 の 甲 斐 駒 ヶ 岳 で 浄

化

-

500

1,000

1,500

2,000

1995 1997 1999 2001 2003 2005

年

転
入
者
数

（
人

）

2,500 県外からの転入者数

県内他地域からの転入者数  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 ： 山 梨 県 常 住 人 口 調 査 よ り 作 成  
 

県 外 か ら の 転 入 の 多 く は 、 北 杜 市 の

ま

、 今 後 一 段 と 県 外 か ら の 転 入 が 増 え る こ と も 想 定 さ れ る 。 ま た 、

近 年 注 目 を 集 め る 二 地 域 居 住 の 地 と し て も 、 注 目 を 集 め る こ と に な

ろ う 。 す で に 、 北 杜 市 で は 空 き 家 バ ン ク 制 度 を 1 0 月 か ら 立 ち 上 げ

る こ と と な っ て お り 、 行 政 の 後 押 し も 期 待 で き る 。 2 0 0 7 年 9 月 1 9
日 に 国 土 交 通 省 が 発 表 し た 基 準 地 価 に よ れ ば 、 北 杜 市 の 住 宅 地 の 平

均 地 価 下 落 率 は 2 . 3 ％ で あ り 、 甲 府 市 や 県 全 体 の 平 均 （ そ れ ぞ れ

3 . 0％ 、 2 . 7％ ） に 比 べ 、 下 げ 止 ま り 感 が 出 て き て い る 。  
 
３  環 境 的 特 徴 を 背 景 と し た 経 済 ･産 業  
 
（ １ ） 地 域 の 環 境 的 特 徴  

ヶ 岳 山 頂 ） の 山 岳 高 原 地 域

い る の は 、 八 ヶ 岳 南 麓 の 標 高 1 , 5 0 0ｍ 程 度 ま で で あ る 。  
北 杜 市 は 、 日 照 に 恵 ま れ た 地 域 が 多 く 、 特 に 明 野 町 の 日 射 量 は 日

本 一 と い わ れ て い る 。  

（ ２ ） 農 業 と 水  

標 高 の 低 い 地 域 、

さ れ た 水 を 活 用 し た 米 作 り が 盛 ん で 、 武 川 米 と 呼 ば れ る ブ ラ ン ド

米 を 産 し て い る 。標 高 が 高 く な る に 従 い 、気 候 や 水 の 入 手 の 問 題 で 、
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米 作 り は 困 難 と な り 、 標 高 1 , 0 0 0ｍ を 超 す 八 ヶ 岳 南 麓 で は 、 高 原 野

菜 の 生 産 と 牧 畜 が 中 心 に な る 。 ま た 、 八 ヶ 岳 南 麓 の 台 地 （ 現 在 の 高

根 町 、 長 坂 町 、 大 泉 町 付 近 ） で は 、 火 山 性 の 土 壌 が 堆 積 し た 地 層 で

あ り 、地 域 に よ っ て は 水 の 入 手 が 困 難 で あ っ た 。こ う し た 地 域 で は 、

古 く か ら 用 水 路 を 張 り 巡 ら し 、 農 業 を 営 ん で き た 歴 史 が あ る 。  
北 杜 市 は 、 北 に 八 ヶ 岳 、 西 に 甲 斐 駒 ヶ 岳 を 有 す る 南 ア ル プ ス 、 東

に み ず が き 山 や 金 峰 山 、 茅 ヶ 岳 を 有 す る 秩 父 山 系 を 背 負 い 、 自 然 に

恵

） 観 光 客 の 入 り 込 み  
は 、 旧 町 村 が 個 々 に 取 り 組 ん で き た た め 、 市 内

温 泉 地 が 分 散 し て い る 。 そ う し た 取 り 組 み

に

年 と 2 0 0 5 年 の 比 較 を す る（ 表 3 - 1 - 4）。伸 び 率 で は 奥 秩

父

フ コ ー ス 、観 光 牧

場

い る と 考 え ら れ る 。

一

ま れ た 地 域 で あ る 。 そ う し た 自 然 に は ぐ く ま れ た 豊 か な 地 下 水 や

湧 水 は 、 ミ ネ ラ ル ウ ォ ー タ ー と し て 全 国 に 出 荷 さ れ て お り 、 地 域 の

主 要 な 産 業 と な っ て い る 。 前 述 の 表 2 - 1 に 示 し た 県 内 の 主 な ミ ネ ラ

ル ウ ォ ー タ ー の 2 5 銘 柄 の う ち 、 北 杜 市 を 採 水 地 と す る の は 6 銘 柄

に 及 ぶ 。 ま た 豊 か な 水 を 求 め て 、 食 品 加 工 業 の 進 出 も 目 立 つ 。  
 
（ ３ ） 観 光 の 動 向  
１

観 光 振 興 に 関 し て

全 域 に 観 光 地 や 別 荘 地 、

よ り 、 表 3 - 1 - 3 に 示 す よ う に 、 北 杜 市 を 中 心 と し た 峡 北 圏 域 の 観

光 客 の 入 り 込 み 延 べ 数 は 、 他 地 域 に 比 べ 大 き く 伸 び て い る 。 県 全 体

で の 伸 び が 、 1 9 9 9 年 か ら 比 較 し て 2 0 0 6 年 に は 1 . 2 9 倍 に と ど ま っ

て い る の に 対 し 、峡 北 圏 域 で は 1 . 9 5 倍 と な り 、県 内 で 唯 一 の 大 幅 な

増 加 が 見 ら れ る 地 域 と な っ て い る （ 峡 北 圏 域 と は 、 山 梨 県 の 北 西 部

に 位 置 す る 北 杜 市 、 韮 崎 市 お よ び 甲 斐 市 の 一 部 を 含 む 旧 圏 域 を 意 味

す る ）。  
近 年 観 光 客 の 入 り 込 み 数 の 伸 び の 著 し い 峡 北 圏 域 を 、 さ ら に 地 域

ご と に 2 0 0 3
の 西 端 に 位 置 す る 金 峰 ・ み ず が き 周 辺 の 伸 び が 顕 著 で あ る が 、 実

際 の 増 加 数 で は 八 ヶ 岳 高 原 周 辺 が 伸 び て い る 。  
八 ヶ 岳 高 原 は 、標 高 9 0 0ｍ か ら 1 3 5 0ｍ に 位 置 す る 小 淵 沢 か ら 清 里

へ 至 る 小 海 線 沿 線 地 域 で 、（財 ）キ ー プ 協 会 や ゴ ル

な ど が 位 置 す る な ど 、 古 く か ら 観 光 地 、 避 暑 地 と し て 名 高 い 。 近

年 に は 、 小 淵 沢 に ア ウ ト レ ッ ト シ ョ ッ ピ ン グ モ ー ル が 誕 生 す る な ど

新 た な 名 所 も 作 ら れ て お り 、 今 後 の 伸 び も 期 待 さ れ る 。 さ ら に こ の

地 域 は 、 八 ヶ 岳 へ の 登 山 口 と も な っ て お り 、 自 然 を 楽 し む 観 光 客 の

ニ ー ズ に も 応 え る こ と が 可 能 な 地 域 で あ る 。  
伸 び 率 の 大 き い 金 峰 ・ み ず が き 周 辺 で は 、 中 高 年 層 の 登 山 人 気 も

あ り 、金 峰 山 、み ず が き 山 へ の 登 山 客 数 が 増 え て

方 、 山 の 麓 に あ る 増 富 の 温 泉 地 で は 、 登 山 客 の 増 加 ほ ど 、 利 用 者

が 増 え て お ら ず 、 公 共 の 温 泉 施 設 で あ る 「 増 富 の 湯 」 で は 、 ほ と ん

ど 頭 打 ち の 状 況 で あ る 。 そ の 他 で は 、 2 0 0 4 年 に 新 設 さ れ た 須 玉 I C
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付 近 の 農 産 物 直 売 所 が 人 気 を 博 し て お り 、 こ の 地 域 の 伸 び を 支 え て

い る 。  
先 出 の 両 地 域 ほ ど の 伸 び は な い も の の 、 堅 実 な 伸 び を 示 す 甲 斐 駒

ヶ 岳 ・ 鳳 凰 三 山 周 辺 で は 、 良 好 な 水 を 求 め て 進 出 し た 食 品 製 造 工 場

の

黒 戸 尾 根 登

山

光 客 実 人 数 の 推 移 （ 旧 圏 域 分 類 に よ る ）  

 段 1 9 9 9  
葉

分 類 に よ る ）  
 
 
 

町 を 含 む  
延 べ 観 光 客 数 で あ り 、 そ の 合 計 は 表 3 - 1 - 3 の 実 人 数 と は 一

見 学 、 名 水 を キ ー コ ン セ プ ト と し た 公 園 や 道 の 駅 な ど 、 新 た な 観

光 施 設 が 徐 々 に 整 備 さ れ て き て い る 。 ま た 、 名 水 百 選 に も 選 ば れ て

い る 尾 白 川 渓 谷 は 、 自 然 を 楽 し む に は 絶 好 の ポ イ ン ト で あ る 。 白 州

町 を 中 心 と し た 甲 斐 駒 ヶ 岳 ・ 鳳 凰 三 山 周 辺 は 、 南 ア ル プ ス や そ れ に

育 ま れ た 名 水 を キ ー ワ ー ド に し た 観 光 が 主 力 で あ る 。  
一 方 で こ の 地 域 は 、 古 く は 甲 斐 駒 ヶ 岳 か ら 鳳 凰 三 山 に 至 る 縦 走 路

へ の 表 玄 関 で あ っ た が 、 こ の ル ー ト で は 甲 斐 駒 ヶ 岳 へ の

道 が 標 高 差 2 , 0 0 0 m を 超 え る 厳 し い 登 り で あ る こ と 、 南 ア ル プ ス

市 を 経 由 し て 広 河 原 （ 標 高 約 1 , 5 0 0 m） ま で バ ス の 便 が あ る た め 登

山 客 が こ の ル ー ト に 流 れ て い る こ と な ど に よ り 、 今 で は 黒 戸 尾 根 を

選 ぶ 人 は 減 っ て い る 。  
 
表 3 - 1 - 3  圏 域 ご と の 観

1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
34038 36299 37910 40108 40641 42668 42848 44040
1.00 1.07 1.11 1.18 1.19 1.25 1.26 1.29
7325 7973 8176 8656 8313 8795 8956 9214
1.00 1.09 1.12 1.18 1.13 1.20 1.22 1.26
6282 6422 6814 6573 6792 7267 7673 7898
1.00 1.02 1.08 1.05 1.08 1.16 1.22 1.26
2261 2402 2426 2537 3005 2548 2661 2664
1.00 1.06 1.07 1.12 1.33 1.13 1.18 1.18
3894 4465 5782 6297 6701 6767 7267 7599
1.00 1.15 1.48 1.62 1.72 1.74 1.87 1.95

14277 15038 14713 16045 15830 17291 16290 16667
1.00 1.05 1.03 1.12 1.11 1.21 1.14 1.17

峡中圏域

山梨県（合計）

峡東圏域

峡南圏域

峡北圏域

富士北麓・東部圏域

地域名

資 料 ： 山 梨 県 観 光 客 動 態 調 査 報 告 書 よ り 作 成  
各 圏 域 、 上 段 は 延 べ 人 数 （ 千 人 ）  
   下 は 年 を 基 準 に し た 場 合 の 倍 数

注 ： 茅 ヶ 岳 周 辺 に 関 し て は 、比 較 の 関 係 上 、合 併 前 峡 北 圏 域 で あ っ た 旧 双

町 を 含 む  
 
表 3 - 1 - 4  峡 北 圏 域 の 延 べ 観 光 客 数 （ 旧 圏 域

 

あ っ た 旧 双 葉

致 し な い  
 

2003年 2005年 増加数 増加率
6,504 6,980 476 1.07

340 487 147 1.43
甲斐駒ケ岳・鳳凰三山周辺 1,358 1,627 269 1.20
茅ヶ岳周辺 1,089 1,134 45 1.04

八ヶ岳高原周辺
金峰・みずがき周辺

資 料 ： 山 梨 県 観 光 客 動 態 調 査 報 告 書 よ り 作 成  
注 ： 茅 ヶ 岳 周 辺 に 関 し て は 、比 較 の 関 係 上 、合 併 前 峡 北 圏 域 で
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特 に 標 高 の 高 い 地 域 で は 、 夏 の 冷 涼 さ を 求 め る 別 荘 地 、 観 光 地 と

し て の 開 発 が 進 ん で い る 。 標 高 8 6 7 m に 位 置 す る 大 泉 町 内 の ア メ ダ

ス で は 、1 日 の 高 気 温 の 1 ヶ 月 間 の 平 均 が 、8 月 で も 2 8 . 8℃ と 3 0℃

を 超 え て お ら ず （ 図 3 - 1 - 3）、 避 暑 地 に 適 し て い る 。  
え ず（ 4 . 1℃ ）、冬 場 の

っ て い る 3 - 1 - 5
、 盛 期 の 8 月 に 比 べ て 2 3％ で あ っ た 。地 域 内 唯 一 の ス キ ー 場 は 、

夏

均 （ 2 0 0 6 年 ）  

 
 

 
べ 観 光 客 数 （ 2 0 0 6 年 ）  

 
 

資 料 ： 山 梨 県 観 光 動 態 調 査 よ り 作 成  
上 段 は 延 べ 人 数  

   下 段 は 8 月 を 基 準 に し た 場 合 の 倍 数  
 

し か し 、1 月 に は 高 気 温 の 平 均 が 5℃ を 超

寒 さ は 厳 し い 。 そ の た め 、 観 光 面 で は 冬 場 の 集 客 が 大 き な 課 題 と な

。 表 に 示 す よ う に 、 2 月 の 観 光 客 の 延 べ 入 り 込 み 数

は

場 に は フ ラ ワ ー パ ー ク と し て 営 業 さ れ て お り 、 す で に 冬 場 の ス キ

ー 客 を し の ぐ 集 客 を 実 現 し て い る 。  
 

図 3 - 1 - 3  大 泉 設 置 の ア メ ダ ス に よ る 高 気 温 の 月 平
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資 料 ： 気 象 庁 資 料 よ り 作 成  

表 3 - 1 - 5  峡 北 圏 域 に お け る 冬 季 ・ 夏 季 の 延

 
 
 
 
 

 
 
 
 

2月 8月
291,743 1,315,248

0.22 1.00
18,040 74,533

0.24 1.00
28 301,411

0.22 1.00
41,032 341,799

0.12 1.00
417,943 2,032,991

0.21 1.00

金峰・みずがき周辺

甲斐駒ケ岳・鳳凰

茅ヶ岳周辺

小計

延べ入り込み数

八ヶ岳高原周辺

67,1
三山周辺



 

２ ） 宿 泊 客 の 動 向  
観 光 振 興 に 取 り 組 ん で い る 北 杜 市 で あ る が 、 宿 泊 客 の 獲 得 に は 苦

し て い る 。 1 9 9 9 年 と 2 0 0 6 年 の 比 較 で は 、 県 平 均 が 1 . 1 5 倍 と や

伸 び て い る に も か か わ ら ず 、 北 杜 市 に 限 っ て は 、 2 0 0 3 年 に 1 . 0 7
と も 増 え て 以 降 減 少 に 転 じ 、現 在 で は 0 . 9 0 倍 に ま で 落 ち 込 ん で

る （ 表 3 - 1 - 6）。  
な り 、 当 該 地 域 が 日 帰 り 圏 と

な っ て に 、 少 子 高 齢 化 の 影 響 が 考 え ら れ る 。 北 杜 市

対 象 と し た ペ ン シ ョ ン

高 齢 化 の 流 れ の 中 で 、 こ の 地 域 が 熟 年 層 を 受 け

入

の 流 れ の

中

。

表

資 料 ： 山 梨 県 観 光 客 動 態 調 査 報 告 書 よ り 作 成  
各 圏 域 、 上 段 は 延 べ 人 数 （ 千 人 ）  
    下 段 は 1 9 9 9 年 を 基 準 に し た 場 合 の 倍 数  
注 ： 茅 ヶ 岳 周 辺 に 関 し て は 、比 較 の 関 係 上 、合 併 前 峡 北 圏 域 で あ っ た 旧 双 葉

町 を 含 む  
 

戦

や

倍

い

こ う し た 背 景 に は 、 交 通 の 便 が 良 く

い る こ と の ほ か

の 宿 泊 施 設 は 、 青 年 世 代 お よ び 子 育 て 世 代 を

が 中 心 で あ る 。 少 子

れ る た め の 戦 略 転 換 に 遅 れ て い る こ と が 指 摘 で き る 。  
ま た 、 北 杜 市 の 観 光 に お け る 課 題 の ひ と つ に 、 冬 場 の 宿 泊 者 の 減

少 が あ る 。 地 域 に は 数 多 く の ホ テ ル や 民 宿 、 ペ ン シ ョ ン や 旅 館 が あ

る が 、 2 月 の 宿 泊 者 数 は 、 盛 期 の 8 月 の 1 7％ と な っ て い る （ 表

3 - 1 - 7）。  
冬 季 に は 、 宿 泊 者 の 減 少 が 顕 著 な 峡 北 圏 域 で は あ る が 、 圏 域 内 で

唯 一 の ま と ま っ た 温 泉 旅 館 が 集 積 す る 増 富 ラ ジ ウ ム 温 泉 郷 を 抱 え る

金 峰・み ず が き 周 辺 の み 、2 月 の 宿 泊 者 数 が 8 月 の 4 0％ と や や 高 い 。

こ の 地 域 は 、 増 富 ラ ジ ウ ム 温 泉 郷 に よ る 温 泉 客 の 集 客 効 果 に よ り 、

冬 季 の 宿 泊 客 は 年 々 増 加 傾 向 に あ る 。 こ れ は 、 少 子 高 齢 化

で 、 中 高 年 層 の 集 客 に 成 功 し て い る こ と を 示 し て い る 。 し か し な

が ら 、 全 体 と し て は 、 北 杜 市 の 観 光 施 策 と し て 冬 場 の 宿 泊 客 の 誘 致

が 大 き な 課 題 で あ る こ と は 間 違 い な い  
 
3 - 1 - 6  圏 域 ご と の 宿 泊 者 数 の 推 移 （ 旧 圏 域 分 類 に よ る ）  

1999年 2000年 2001年 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
5228 5540 5583 5568 5949 6078 5980 60
1.00 1.06 1.07 1.07 1.14 1.16 1.14 1.1
717 681 650 687 695 621 616 61

1.00 0.95 0.91 0.96 0.97 0.87 0.86 0.
960 982 1079 1029 1027 1029 1099 11

1.00 1.02 1.12 1.07 1.07 1.07 1.14 1.1
273 252 272 313 278 272 306 29

1.00 0.92 1.00 1.15 1.02 1.00 1.12 1.0
832 870 791 847

地域名

山梨県（合計）

峡中圏域

峡東圏域

峡南圏域

峡北圏域

37
5
4

86
07
5
6

8
888 805 761 749

1.00 1.05 0.95 1.02 1.07 0.97 0.91 0.90
2440 2755 2790 2991 3061 3351 3198 3270

31 1.34
士

1.00 1.13 1.14 1.23 1.25 1.37 1.
富 北麓・東部圏域
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表 3 - 1 - 7  峡 北 圏 域 に お け る 冬 季 ・ 夏 季 の 宿 泊 者 数 （ 2 0 0 6 年 ）  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 ： 山 梨 県 観 光 動 態 調 査 よ り 作 成  
上 段 は 延 べ 人 数  

   下 段 は 8 月 を 基 準 に し た 場 合 の 倍 数  
 
 
（ ４ ） 製 造 業  

製 造 業 と し て は 、 良 好 な 水 環 境 を 背 景 と し た 白 州 町 に 多 く の 食 品

加 工 業 者 が 進 出 し て い る ほ か 、 物 流 面 の 強 み か ら 、 高 速 道 路 の イ ン

タ ー チ ェ ン ジ の あ る 須 玉 、 長 坂 へ の 進 出 が 目 立 つ （ 表 3 - 1 - 8）。 も

工 業 立 地 の 進 む 長 坂 で は 、 機 械 ・ 電 子 産 業 の 集 積 が 見 ら れ る 。  
 
表 3 - 1 - 8  旧 町 村 の 工 業 関 連 デ ー タ （ 2 0 0 3 年 ・ 従 業 員 ４ 人 以 上 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 

資 料 ： 山 梨 県 工 業 統 計 調 査 結 果 報 告 よ り 作 成  
 
（ ５ ） そ の 他 の 健 康 サ ー ビ ス に 関 係 関 連 産 業  

小 淵 沢 に は 、 良 好 な 水 と 環 境 を 求 め て 本 社 を 東 京 か ら 移 転 し て き

た 化 粧 品 会 社 が あ る 。 当 該 化 粧 品 会 社 で は 、 良 好 な 水 を 力 に 、 健 康

と 美 を 提 供 す る こ と を 目 的 に 、 多 様 な 食 に 配 慮 し た 美 容 プ ロ グ ラ ム

を 提 供 す る 滞 在 型 美 容 ･健 康 提 供 施 設 を 今 年 の 1 0 月 よ り 立 ち 上 げ る 。 
ま た 、 エ コ ツ ア ー や 農 業 体 験 を 企 画 す る N P O 団 体 等 も 増 え 始 め

て い る 。 エ コ ツ ア ー に つ い て は 、 山 梨 県 内 で は 主 と し て 富 士 北 麓 が

事業所数
（ヶ所）

従業者数
（人）

製造品出荷額等
（万円）

明野村 12 202 490,785
須玉町 24 945 2,130,826
高根町 20 426 502,993
長坂町 28 1,489 6,004,046
大泉村 14 446 1,035,536
小淵沢町 20 434 1,122,082
白州町 25 937 5,386,736
武川村 9 179 201,718

 2月 8月
21,820 130,828

0.17 1.00
4,299 10,863
0.40 1.00

3,446 27,847
0.12 1.00
884 8,300
0.11 1.00

30,449 177,838
0.17 1.00

・みずがき周辺

甲斐駒ケ岳・鳳凰三山周辺

茅ヶ岳周辺

小計

者数

八ヶ岳高原周辺

金峰

宿泊
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メ ッ カ で あ る が 、 豊 か な 自 然 を 背 景 と し て 、

数 立 甲 陽 病

院 （ 病 床 数 1 2 6） が あ り 、 地 域 の 二 次 医 療 機 関 お よ び 救 急 医 療 機 関

の 役 割 を 担 っ て い る 。 た だ し 、 産 科 な ど 、 一 部 診 療 科 に つ い て は 、

市 内 に 受 け 入 れ 病 院 ･診 療 所 は な く 、 市 外 の 病 院 に 依 存 し て い る 。  
 

今 後 は 北 杜 市 内 で も 盛

1 0 8） と 北 杜 市

ん に な る こ と が 予 想 さ れ る 。  
北 杜 市 内 に は 北 杜 市 立 塩 川 病 院 （ 病 床
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４

） づ く り 」 を 目 指 し 、 地 域 エ ネ ル ギ

ー

と い う 条 件 を 活 用 し 、 国 の 「 大 規 模 電 力 供 給 用 太 陽 光 発 電 系 統 安

定 化 等 実 証 研 究 」の 実 証 フ ィ ー ル ド と し て 、長 坂 町 内 に 9 h a の 土 地

を 確 保 し た 。 2 0 0 7 年 度 中 に 第 Ⅰ 期 工 事 に 入 り 、 2 0 0 8 年 度 中 に は 発

電 開 始 、 追 っ て 追 加 設 備 の 工 事 を 行 い 、 終 的 に 2 M W の 発 電 規 模

の 発 電 所 と な る 。 ま た 、 地 域 に よ っ て は 森 林 バ イ オ マ ス の エ ネ ル ギ

ー 利 用 も 検 討 を 始 め て お り 、 北 杜 市 が 山 梨 県 内 の 自 然 エ ネ ル ギ ー 導

入 の リ ー ダ ー 的 存 在 と な り つ つ あ る 。  
ま た 、 北 杜 市 で は 「 自 分 ら し い 上 質 な 時 間 や 、 ひ と と き の 癒 し の

空 間 ＝ 『 リ ト リ ー ト 』」 を 提 供 す る た め 、「 長 期 滞 在 型 リ ト リ ー ト の

杜（ も り ）」を 宣 言 し て い る 。暮 ら す 感 覚 で 地 域 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン で き る 滞 在 プ ラ ン の 提 供 に 向 け 、 コ ン ソ ー シ ア ム （ 事 業 共 同 体 ）

の 組 織 づ く り や 滞 在 期 間 中 の 行 動 を コ ー デ ィ ネ ー ト し て く れ る 地 域

コ ン シ ェ ル ジ ュ の 育 成 を 目 指 し て い る 。  
以 下 は 、 北 杜 市 の 「 長 期 滞 在 型 リ ト リ ー ト の 杜 」 宣 言 の 全 文 で あ

る 。  

 
～ 豊かな自然の中で自分らしさを取り戻す ロングステイ ～ 

 

北杜市は、日本を代表する美しい山々を有し、高原性のさわやかな気候の中で、

日本一の日照時間や清らかで豊富な名水などの豊かな自然環境を誇り、「人と自然と

文化が躍動する環境創造都市」を目指しています。 

ときには「ひと休み」も必要な若年世代や、もう「ひと花」咲かせたい元気な団

塊世代の多くは、都会の“砂漠”を離れ、豊かな自然の中に長期間滞在しながら、

心身をリフレッシュできる環境を求めています。 

北杜市は、自然を活かした森林療養・温泉セラピー・農林業体験などができる環

境に恵まれ、又、多くの芸術・文化施設があり、人と自然と文化に触れ合いながら

人生の幅を広げ、明日への活力を蓄えられる地域であります。 

恵まれたさまざまな地域資源を活かした「自分らしい上質な時間や、ひとときの

癒しの空間＝リトリート」を創出し、提供する姿勢を内外に強くアピールするため、

ここに「長期滞在型リトリートの杜」を宣言します。 

 

平成 19 年 6 月 2 日    北  杜  市  

 北 杜 市 の 環 境 ・ 観 光 政 策  
 

北 杜 市 で は 、 地 域 の 環 境 を 活 用 し た 政 策 を 展 開 し て い る 。 ま ず 、

「 環 境 日 本 一 の 潤 い の 杜 （ も り

の 開 発 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。 す で に 北 杜 市 で は 、 川 俣 川 か

ら 取 水 し た 村 山 六 ヶ 村 堰 を 活 用 し 、 小 水 力 発 電 を 行 な っ て い る 。 村

山 六 ヶ 村 堰 水 力 発 電 で は 、 2 0 0 7 年 3 月 よ り 運 転 が 開 始 さ れ て お り 、

月 間 お よ そ 1 5 万 k w h の 発 電 を 行 な っ て い る 。 ま た 、 日 照 時 間 日 本

一
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第 ２ 節  キ ー プ 協 会  
 
１

む 富 士 山  

 
図

 沿 革  
財 団 法 人 キ ー プ 協 会（ 通 称 K E E P）は 、八 ヶ 岳 南 麓 の 清 里 に 1 9 3 8

年 に 建 設 さ れ た 清 泉 寮 を 母 体 と し て 1 9 4 8 年 に 設 立 さ れ た 。 キ ー プ

協 会 は 、創 設 者 ポ ー ル・ラ ッ シ ュ 博 士 の 掲 げ た「 食 料・保 健・信 仰 ・

青 年 へ の 希 望（ 教 育 ）」の ４ つ の モ ッ ト ー を 受 け 継 ぎ 、奉 仕 の 精 神 の

涵 養 を 通 じ て 、 地 域 社 会 の 文 化 向 上 と 世 界 平 和 に 寄 与 す る こ と を 目

的 に し て い る 。 ま た 、 時 代 の 要 請 に 応 じ 、 自 然 保 護 ・ 環 境 保 全 ・ 指

導 者 育 成 の た め の 環 境 教 育 事 業 部 と 第 三 世 界 を 支 援 す る 国 際 交 流 事

業 等 を 新 た に 設 置 す る な ど 、 キ ー プ 協 会 の 事 業 分 野 を 拡 充 し て き て

い る 。 こ の 環 境 教 育 事 業 部 は 2 0 0 6 年 か ら 成 人 を 対 象 と し た 健 康 プ

ロ グ ラ ム 「 森 療 時 間 」 を 提 供 し て い る 。  
 
写 真  3 - 2 - 1  清 泉 寮 、 広 大 な 草 原 か ら 望

3 - 2 - 1  キ ー プ 協 会 の 位 置  
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２  キ ー プ 協 会 の 概 要  

概 要  
 

 
（ １ ） 施 設

キ ー プ 協 会 は 、 北 杜 市 高 根 町 清 里 の 標 高 1 4 0 0ｍ の 高 原 に 位 置 し 、

約 2 5 0 h a の 高 冷 地 農 場 と 森 林 を 有 し て い る 。  
敷 地 内 に は 清 泉 寮 （ 宿 泊 ・ 飲 食 施 設 ） を 中 心 に 、 フ ァ ー ム シ ョ ッ

プ （ ソ フ ト ク リ ー ム を は じ め 乳 製 品 や 手 づ く り パ ン を 使 っ た 食 事 な

ど を 提 供 す る ） な ど の 一 般 客 に も 解 放 さ れ て い る 施 設 の 他 、 学 校 単

位 の 移 動 教 室 、 修 学 旅 行 、 大 学 の ク ラ ブ ・ ゼ ミ の 合 宿 等 で 使 わ れ る

自 然 学 校 が あ る 。 ま た 、 キ ー プ 協 会 の シ ン ボ ル に な っ て い る ヤ マ ネ

の 研 究 ・ 保 護 ・ 紹 介 を 目 的 と し た ヤ マ ネ ミ ュ ー ジ ア ム 、 全 国 で も 珍

し い 畳 敷 き の 教 会 で あ る 清 里 聖 ア ン デ レ 教 会 や 清 里 聖 ヨ ハ ネ 保 育 園

等 が あ る 。  
 
図 3 - 2 - 2  キ ー プ 協 会 施 設 配 置  

 
（ K E E P 協 会 よ り ）  
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図 3 - 2 - 3  キ ー プ 協 会 組 織 図  
清 泉 寮  ロ ッ ジ

  売 店

ト ラ ン

ッ シ ュ 記 念 セ ン タ ー   
環 境 教 育 事 業 部

  喫 茶

  レ ス

  ジ ャ ー ジ ハ ッ ト

  パ ン 工 房

  ブ リ ッ ジ シ ョ ッ プ

  ハ ー ブ ガ ー デ ン

キ ー プ フ ァ ー ム  フ ァ ー ム シ ョ ッ プ

キ ー プ 自 然 学 校  フ ォ レ ス タ ー ズ キ ャ ン プ 場

  松 本 ユ ー ス キ ャ ン プ 場

ポ ー ル ・ ラ

 フ ォ レ ス タ ー ズ ・ ス ク ー ル

 や ま ね ミ ュ ー ジ ア ム

  自 然 ふ れ あ い セ ン タ ー

清 里 聖 ア ン デ レ 教 会  レ ノ ッ ク 野 外 礼 拝 堂

清 里 聖 ヨ ハ ネ 保 育 園   
キ ー プ 協 会 本 部 事 務 所   

（ K E E P 協 会 よ り ）  
（ ２ ） 環 境 教 育 事 業 部 の 各 種 プ ロ グ ラ ム の 概 要  

環 境 教 育 事 業 部 は や ま ね ミ ュ ー ジ ア ム や 自 然 ふ れ あ い セ ン タ ー を

管 理 ・ 運 営 し 、 各 種 の 森 林 環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し て い る 。   
環 境 教 育 事 業 部 は 、 財 団 法 人 日 本 野 鳥 の 会 と 「 キ ー プ 協 会 の 自 然

環 境 を 保 全 し 、 サ ン ク チ ュ ア リ ー と 位 置 づ け て 自 然 教 育 の 拠 点 と し

て 行 く こ と 」 に つ い て 1 9 8 3 年 に 覚 書 を 交 わ し た こ と を き っ か け に

1 9 8 6 年 に 発 足 し た 。環 境 教 育 事 業 部 は 持 続 可 能 な 社 会 を 実 現 す る た

め に 、環 境 教 育 の 研 究 と 実 践 、新 た な 教 育 プ ロ グ ラ ム の 研 究・開 発 、

新 し い 学 び 方 の 創 造 、 指 導 者 の 育 成 、 環 境 教 育 の 啓 発 ・ 普 及 、 環 境

保 全 の 提 案 な ど を 行 っ て い る 。  
現 在 は 、大 人 ・ 家 族 ・ イ ン タ ー プ リ タ ー（ 環 境 教 育 指 導 者 ）・ 企 業

人 な ど の 対 象 別 に プ ロ グ ラ ム を 提 供 す る 等 、 各 種 エ コ ロ ジ ー キ ャ ン

プ を 主 催 す る 一 方 で 、 行 政 ・ 企 業 ・ 学 校 等 か ら の 受 託 事 業 と し て キ

ー プ 協 会 の 自 然 環 境 に 宿 泊 滞 在 し て 行 う 自 然 体 験 型 環 境 教 育 プ ロ グ

ラ ム を 提 供 し て い る 。 ま た 、 行 政 ・ 団 体 等 に 対 す る 指 導 者 育 成 ・ コ

ン サ ル テ ィ ン グ 業 務 な ど も 実 施 し て い る 。  
キ ー プ 協 会 の 環 境 を 舞 台 に 様 々 な 連 携 活 動 も

市 民 大 学 （ 連 続 講 座 ） の 開 催 、 ア ー ス ビ ジ ョ ン （ 地 球 環 境 映 像 祭 ）

の 開 催 、社 団 法 人 日 本 環 境 教 育 フ ォ ー ラ ム と の 協 力 に よ る 、実 習 生・

研 修 生 の 受 け 入 れ な ど が 挙 げ ら れ る 。  

 

生 ま れ て い る 。 環 境
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キ ー プ 協 会 で 行 わ れ る 環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム は 環 境 事 業 部 の 職 員

（ レ

て い る 。 ま た 、 協 ン ジ ャ ー 人

（ ネ イ チ ャ ー ト レ 維 持 ・ 管 、

範 囲 な 活 動 も 担 っ 現 在 の 行 れ

林 環 境 教 育 で あ り 育 プ ロ グ ム

す る フ ィ ー ル ド を 自 然 科 学 ア

科 学 ・ レ ク リ エ ー 林 学 （ 造 学

ら れ 、 ど こ で も 実 環 境 教 育 ロ

れ ら ラ  
― 特 教 ジ

ー キ ャ ン プ な ど ）   
― 大 体 験 シ リ ー ズ 、 ム ー ン

ラ イ

ン ジ ャ ー ） が 企 画 か ら 運 営 ・ 実 ・施 評 価 ま で の す べ て を 担 当 し

会 内 の レ の 材 育 成 ・ 研 修 、 自 然 遊 歩 道

イ ル ） の 理 野 生 生 物 の 調 査 活 動 な ど 広

て い る 。 わ て い る 環 境 教 育 は 言 わ ば 森

、 環 境 教 ラ は 敷 地 内 の 二 次 林 を 中 心 と

舞 台 に 、 ・ ー ト ・ 伝 統 文 化 ・ 心 と 体 の

シ ョ ン ・ 園 ） な ど の 要 素 か ら 組 み 立 て

施 可 能 な プ グ ラ ム と し て 各 地 に 受 け 入

れ て い る 。 主 要 な 環 境 教 育 プ ロ グ ム は 以 下 の と お り で あ る 。

別 プ ロ グ ラ ム （ 若 者 の た め の 環 境 育 ミ ー テ ィ ン グ 、 エ コ ロ

人 の た め の 自 然 体 験 （ 大 人 の た め の 自 然

ト ハ イ キ ン グ 、 森 療 時 間 な ど  
― 家 族 で 気 軽 に 自 夏 の 河 原 魚

こ う な ど ）   
― ヤ 学

環 里 イ ン タ ー プ リ タ ー ズ キ ャ ン プ 、

各

― 企 業 人 の た め の セ ミ ナ ー  （ 企 業 人 の た め の 自

 

 

）  
然 体 験 （ で 捕 り 、 夜 の 動 物 に 会 い に 行

マ ネ に 会 え る プ ロ グ ラ ム （ や ま ね 校 な ど ）  
境 教 育 指 導 者 養 成 セ ミ ナ ー（ 清

種 セ ミ ナ ー な ど ）   
然 体 験 型 環 境 教 育 セ

ミ ナ ー な ど ）  

３  宿 泊 客 動 向  
清 泉 寮 へ の 年 間 宿 泊 者 数 は 、2 0 0 0 年 度 2 5 , 2 4 0 人 か ら 毎 年 微 減 し 、

2 0 0 6 年 度 で は 2 2 , 8 5 6 人 と な っ て い る 。 １ 日 平 均 の 宿 泊 者 は 6 2 . 6
人 で あ り 、 2 0 0 人 収 容 可 能 で あ る 清 泉 寮 の 稼 働 率 は 3 1 . 3％ と な っ て

い る 。  
 

表 3 - 2 - 1  清 泉 寮 年 間 宿 泊 者 数  

年 度  人  数  

2 0 0 0  2 5 , 2 4 0
2 0 0 1  2 3 , 9 8 2
2 0 0 2  2 3 , 2 6 3
2 0 0 3  2 2 , 5 4 5
2 0 0 4  2 2 , 3 5 6
2 0 0 5  2 3 , 1 5 3
2 0 0 6  2 2 , 8 5 6

（ K E E P 協 会 よ り ）  
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と 野 ・ 山 梨 県 内 に 探 し て い た が 、 キ ー プ 協 会 に

林 た 。 特 に 、 6 つ の 遊 歩 道

適 て 、 こ の 遊 歩 道 を 中 心 に 「 森 林 療 法 」 を 行 う こ と と

ル 会 は 自 然 環 境 教 育 ス タ ッ フ と し て こ の プ ロ

連 0 0 5 年 に は 、キ ー プ 協 会 は 主 催 事 業 と し て 、保 養 ・

養 や 健 康 増 進 を 図 る た め の 健 康 プ ロ グ ラ ム 「 森 療 時 間 」 を 初 め て

ラ ム 実 施 に 当 た っ て は 、 ク リ ニ ッ ク の ス タ ッ フ の

る こ と 」 を 目 的 と し 、 従 来 の 環 境 教 育 を 健 康 教 育 に 発 展 さ

た も の で あ る 。  
 
（ ２ ） 対 象 者 ・ 料 金  

キ ー プ 協 会 が 主 催 す る 時 間 」 に 示 す よ う に 、 休 養 と

保 養 を 提 供 す る 事 業 と し の 中 で 精 ラ ッ ク ス ・ リ フ レ

ッ シ ュ を 求 め る 人 を 対 象 い る 。 一 ニ ッ ク 主 催 の 「 森

林 療 法 」 で は 、 療 養 が 必 を 対 象 に 。  
1 泊 2 日 の プ ロ グ ラ ム 料 金 は 宿 夕 ・ 朝 食 ）

で 、一 般 2 5 , 0 0 0 円 、学 生 円 で あ る 、宿 泊 に つ い て は 、

相 部 屋 を 基 本 と し て い る 加 者 の 希 個 室 利 用 が 可 能 で

あ る 。  
 
 

４  健 康 プ ロ グ ラ ム の 概 要  
 
（ １ ） 健 康 プ ロ グ ラ ム 導 入 の 経 緯  
 キ ー プ 協 会 （ 環 境 教 育 事 業 部 ） は 約 2 0 年 間 に わ た り 、 森 林 空 間

を 用 い た 環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て き た 。 設 立 当 初 か ら の 目 的

の ひ と つ に 「 保 健 」 が あ り 、 ま た 、 近 年 「 癒 し 」 を 求 め て く る 参 加

者 が 少 な く な い こ と も あ っ て 、 森 林 を 利 用 し た 健 康 プ ロ グ ラ ム を 検

討 し て い た が 、 医 療 専 門 の ス タ ッ フ が い な か っ た た め 実 施 す る こ と

が で き な か っ た 。  
 東 京 の 赤 坂 溜 池 ク リ ニ ッ ク は 、 森 林 療 法 プ ロ グ ラ ム の フ ィ ー ル ド

し て 適 切 な 場 所 を 長

訪 れ 、こ の 環 境 が 森 林 療 法 に 適 切 で あ る と し 、ク リ ニ ッ ク 主 催 の「 森

療 法 」 を キ ー プ 協 会 で 行 う こ と を 決 定 し

「 キ ー プ 自 然 観 察 路 」の 中 で も 、「富 士 山 と せ せ ら ぎ の 小 径 」が も

し て い る と し

し た 。    
2 0 0 4 年 、ク リ ニ ッ ク は 森 林 療 法 プ ロ グ ラ ム を キ ー プ 協 会 の フ ィ ー

ド で 実 施 し 、 キ ー プ 協

グ ラ ム を 支 援 す る こ と に な っ た 。 こ う し て 医 療 機 関 と キ ー プ 協 会 の

携 が 生 ま れ 、 2
休

実 施 し た 。 プ ロ グ

協 力 を 受 け た 。 2 0 0 6 年 度 か ら は 、「 森 療 時 間 」 は 独 立 し た プ ロ グ ラ

ム と し て シ リ ー ズ 化 さ れ て い る 。  
こ の プ ロ グ ラ ム は 「 地 球 の 恵 み 、 特 に 森 林 の 恵 み を 利 用 し て 健 康

増 進 を 図

せ

「 森 療 は 、 図

、 森 林 神 的 な リ

と し て 方 、 ク リ

要 な 人 し て い る

で は 、 泊 ・ 食 事 込 み （

2 1 , 0 0 0 。な お

が 、 参 望 に よ り
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図 3 - 2 - 4  健 康 増 進 プ ロ グ ラ ム 対 象 者 の 分 類  

（ K E E P 協 会 よ り ）  

と 環 境 に や さ し い 食 事 に 留 意 し た も の と な っ て い る 。  

 

【 プ ロ グ ラ ム の 後 に は 各 自 が 気

に 入 っ た 場 所 へ 行 き 、 森 で の 生 活

 

 

療 養  

 

休 養

保 養

 

森 林 療 法 （ ク リ ニ ッ ク 主 催 ）  

（ ３ ）「 森 療 時 間 」 の 内 容 ・ 特 徴  
 森 療 時 間 は 清 泉 寮 を 使 用 し た 1 泊 2 日 の プ ロ グ ラ ム で 、キ ー プ 協

会 ス タ ッ フ が 紹 介 す る 森 で の 様 々 な 体 験 を 中 心 に 、 ク リ ニ ッ ク の 医

療 ス タ ッ フ に よ る 自 律 神 経 の 測 定 や 様 々 な 健 康 法 の 紹 介 、 医 師 に よ

る 森 林 療 法 の 説 明 と 個 別 相 談 な ど で 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 プ ロ グ

ラ ム の 中 で 提 供 さ れ る 食 事 は 、「森 療 時 間 参 加 者 」に 対 す る 独 自 メ ニ

ュ ー と し 、 体

こ の プ ロ グ ラ ム の 特 徴 は 、 森 林 内 で の 穏 や か な 「 静 的 な 活 動 」 と

活 発 な 「 動 的 活 動 」 の 2 種 類 の 体 験 コ ー ス を 提 供 し て い る こ と で あ

る 。 ま た 、 活 動 へ の 参 加 そ の も の を 選 択 方 式 と し 、 参 加 者 が 各 自 の

ペ ー ス に よ り 、 森 と ふ れ あ う こ と が で き る 。 医 師 の 講 義 で は 、 日 常

生 活 に 戻 っ て か ら も 自 己 ケ ア を 続 け ら れ る よ う に 動 機 付 け が な さ れ

て お り 、 プ ロ グ ラ ム の 後 に 、 参 加 者 が 日 常 に 戻 る た め に 気 持 ち の

切 り 替 え を 行 え る 時 間 を 設 け た り し て い る な ど 、 様 々 な 工 夫 が 見 ら

れ る 。  

写 真 3 - 2 - 2  気 持 ち の 切 替 時 間 に 使 用 す る シ ー ト  
 

を 振 り 返 り な が ら 、 気 持 ち を ゆ っ

く り 日 常 生 活 に 切 り 替 え て い く 】  
 
 

森 療 時 間 （ キ ー プ 協 会 主 催 ）  
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（ ４ ） 実 施 場 所  
い て は 、 キ ー プ 協 会 内

の 既 存 の 遊 歩 道 を 利 用 し て の 中 の 「 富 士 山 と せ せ ら ぎ の 小

径 」は 、標 高 1 4 0 0 m の 高 あ き

で あ る こ 坦 で あ る こ と 、小 川 の せ せ ら ぎ や 木 漏 れ 日 に よ る「 1 /
ｆ ゆ ら ぎ 」 が 感 じ ら れ る こ ら 、 医 学 的 に 見 て も 癒 し の 効 果

る と し て 、 主 た る 活 動 実 施

然 歩 道 の ル ー ト 上 に は 、 み ん な で 輪 に な っ て 活 動 で き る 場 所 や 、 広

い 草 原 も 然 に 触 れ 合 い リ ラ ッ ク ス す る よ う な 様 々 な 活 動 メ

ニ ュ ー が 提 供 さ れ て い る 。屋 内 で の 各 種 活 動 や 自

て い る 。  

 

 
（ K E E P 協 会 よ り ）  

 プ ロ グ ラ ム の 中 の 、 森 で 行 わ れ る 活 動 に つ

い る 。 そ

原 環 境 に り 、遊 歩 道 が ウ ッ ド チ ッ プ 敷

と 、平

と な ど か

の 場 所 と し て い る 。 自が 高 い ル ー ト で あ

あ り 、 自

律 神 経 測 定 な ど は 、

宿 泊 場 所 で も あ る 清 泉 寮 を 使 用 し

  
（ 注 ）「 1 / f ゆ ら ぎ 」 … 周 波 数 f に 対 す る 変 動 が 1 / f に 比 例 す る ゆ ら ぎ 現 象 。

小 川 の せ せ ら ぎ な ど 自 然 界 の 様 々 な 現 象 に 見 ら れ る 心 地 よ い ゆ ら ぎ の リ ズ

ム  

 
 

図 3 - 2 - 5 キ ー プ 自 然 遊 歩 道 マ ッ プ  
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写 真 3 - 2 - 3  「 富 士 山 と せ せ ら ぎ の 小 径 」  

療 時 間 は 赤 坂 溜 池 ク リ ニ ッ ク と 連 携 し て 実 施 し て い る 。 実 施 体

あ る 。プ ロ グ ラ ム 内 容 は 、季 節 を 考 慮 し て 毎 回 変 え て い る の で 、

ロ グ ラ ム の 開 催 ご と に そ の 内 容 に 応 じ て キ ー プ 協 会 お よ び ク リ ニ

ク の 担 当 者 の 顔 ぶ れ も 変 化 す る 。  
3 - 2 - 2  2 0 0 7 年 7 月 7～ 8 日 「 森 療 時 間 」 ス ケ ジ ュ ー ル  

7 月 7 日  
1 3 : 3 0  受 付  
       自 律 神 経 の 測 定  
1 4 : 3 0  は じ ま り の 会  
1 5 : 0 0  昼 の 森 療 時 間 ： 1 . 5 時 間  
（ 森 の な か で の プ ロ グ ラ ム 体 験 ）

ウ ッ ド チ ッ プ ト レ イ ル ハ イ キ

ン グ  
1 6 : 3 0  自 律 神 経 の 測 定 ＆ 休 憩  
1 8 : 0 0  晩 ご は ん  

 「 森 療 時 間 」 メ ニ ュ ー  
1 9 : 1 5  夜 の 森 療 時 間 ： 4 5 分  
（ 草 原 で の プ ロ グ ラ ム 体 験 ）  
 夜 の お 散 歩  
2 0 : 0 0  休 憩  
2 0 : 1 5  先 生 （ 医 師 ） の お 話  
（ 森 と 身 体 の 関 係 に つ い て ）  
2 1 : 0 0  イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン 後 、  

オ プ シ ョ ン T i m e  
※ オ プ シ ョ ン ： 先 生 に 相 談 、  

自 由 交 流 会  
2 2 : 0 0  す べ て 終 了  

○ 朝 の 森 療 時 間 （ 2 コ ー ス ）  
 6 : 3 0  ① 樹 林 気 功  
 7 : 0 0  ② 朝 の 清 泉 寮 散 歩  
 
 8 : 0 0  朝 ご は ん  
    チ ェ ッ ク ア ウ ト  
 9 : 1 5  医 療 ス タ ッ フ に よ る  

健 康 法  
 9 : 4 5  午 前 の 森 療 時 間  

（ 2 コ ー ス ）  
    ① コ ケ 玉 づ く り  
    ② 川 俣 渓 谷 ハ イ キ ン グ  
 
1 2 : 1 5  昼 ご は ん  
1 3 : 1 5  午 後 の 森 療 時 間  

森 で の 体 験 と 日 常 を 結 ぶ  
時 間  

 気 に 入 っ

 
1 4 : 1 5  終 わ り の 会  
1 4 : 3 0  終 了  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ ５ ） 実 施 体 制  
 森

制 は 講 師 1 名 （ 医 師 ）、 医 療 ス タ ッ フ 2 名 （ 薬 剤 師 、 ア ロ マ セ ラ ピ

ス ト ）、 プ ロ グ ラ ム ス タ ッ フ 3 名 （ キ ー プ 協 会 ・ 森 林 環 境 部 ） の 6
人 で

プ

ッ

表

7 月 8 日  

た 場 所 で 過 ご す  
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（ ６ ） 体 験 ・ ア ン ケ ー ト  
 山 梨 総 研 で は 、 2 0 0 7 年 7 月 7 」 に 参

加 し 、 参 加 者 に ア ン ケ ー ト （ も し く 8 名 か

ら 回 答 を 得 た 。  
 参 加 者 は 、 年 齢 は 3 0 代 ・ 4 0 っ た 。

参 加 の 動 機 に つ い て 、 癒 し を 求 め る 性 の

参 加 者 は 休 養 ・ 保 養 を 主 た る 目 的 と り は

清 里 の 高 原 を 楽 し み た い と す る 傾 向 婦 以

外 は す べ て 個 人 参 加 で あ り 、 8 、 関

東 圏 が ほ と ん ど で あ っ た 。  
開 催 の 情 報 は ホ ー ム ペ ー ジ 、 パ ン フ レ ッ ト か ら 入

考

度 は 高 く 、 特 に 、 ス タ ッ フ に

連 携 が よ

い て 、 参 加 者 ひ と り ひ と も 出 来 て い る 」 と の

。  
・ は 、「 自 律 測 、自 覚 は な

示 さ れ た こ 意 見

森 に 居 た か っ た 」 の 意 見 も あ り 、

・ 施 用 し た

清 泉 寮 は バ ス ・ ト イ レ 付 き の 部 屋 あ

あ る 。 今 増 進 等 を 目 的 と

在 す る 客 が 主 流 ら 、 宿

泊 施 の 改 変 が わ れ る 。  
 

験 者  
グ し た い 」 と 回 答 し て る 。 し か し 、 キ ー プ 協 会 以 外

の ラ ム 等 へ の 参 加 希 望 対 す る 高 い 評

価 は 必 ず 再 訪 で は な

い は 、 プ の

改 善 を 図 。

 
 
 
 

～ 8 日 に 開 催 し た 「 森 療 時 間

は ヒ ア リ ン グ ） を 行 い 、

代 が 中 心 で 、 女 性 が や や 多 か

人 が ほ と ん ど で あ っ た 。 女

し て 参 加 し て い る と い う よ

が あ っ た 。 ま た 、 1 組 の 夫

名 す べ て 山 梨 県 外 か ら の 参 加 で

こ の プ ロ グ ラ ム

手 し た 人 が 多 く 、 キ ー プ 協 会 や そ の 活 動 に 関 心 を 持 っ て い る 人 の 参

加 で あ る と え ら れ る 。  
プ ロ グ ラ ム に つ い て は 、「 自 然 ・ 施 設 ・ 内 容 ・ ス タ ッ フ ・ 食 事 」の

項 目 ご と に 5 段 階 で 満 足 度 を 評 価 し て い た だ い た 。表 に 示 す よ う に 、

各 項 目 に つ い て 肯 定 的 な 評 価 で あ っ た 。  
・ 自 然 ・ 食 事 ・ ス タ ッ フ に 対 す る 満 足

つ い て は 、「 経 験 豊 富 な レ ン ジ ャ ー と 医 療 専 門 ス タ ッ フ の

く で き て り へ の 配 慮

評 価 で あ っ た

プ ロ グ ラ ム 内 容 に つ い て 神 経 の 定 に つ い て

か っ た が 疲 労 が 数 値 で と に 驚 き が あ っ た 」 と い う

が あ る 一 方 で 、「 も っ と 長 い 時 間

改 善 の 余 地 が あ る と の 指 摘 を 受 け

設 に つ い て は も 満 足 度 が 低 か

た 。  
っ た 。 宿 泊 施 設 と し て 利

で は な く 、 相 部 屋 で の 利 用 で

っ た こ と が 評 価 を 下 げ た 理 由 で 後 の 健 康

す る 客 は 一 人 で 滞 に な る 。 こ う し た 観 点 か

設 の 改 善 や 客 室 利 用 方 式 必 要 で あ る と 思

森 療 時 間 の 参 加 者 は 全 員 初 体 で あ り 、 全 員 が 「 こ う し た プ ロ

ラ ム に 又 参 加 い

癒 し の プ ロ グ も 多 く 、 キ ー プ に

し も リ ピ ー タ ー と し て す る こ と を 保 証 す る も の

。 リ ピ ー タ ー の 確 保 の た め に ロ グ ラ ム 内 容 の 充 実 や 施 設

っ て い く こ と が 求 め ら れ る  
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表 3 - 2 - 3  ア ン ケ ー ト 結 果 集 計 （ 満 足 度 評 価 ）    単 位 ： 人  

  項 目 ／ 評 価
非 常 に  
満 足  

や や  
満 足  

普 通
や や  
不 満  

非 常 に  
不 満  

自 然  6  2 0 0  0
施 設  3  2 3 0  0

ス タ ッ フ  7  1 0 0  0
プ ロ グ ラ ム  4  3 1 0  0

食 事  6  2 0 0  0
 
 
５

 

、 1 プ ロ グ ラ ム に つ き メ

5 4
間 グ ラ ム の 誘 客 効 果 が 薄 れ つ つ あ る 。ま た 、「 森 療

き

く

つ の 方 策 が 考 え ら れ る 。

施

述

保

 
3 - 2 - 4  「 森 療 時 間 」 募 集 人 数 と 参 加 人 数  

 課 題 と 展 望  
 
（ １ ） 誘 客 方 法  

周 知 ・ 誘 客 に つ い て は 、 キ ー プ 協 会 で 行 っ て い る 他 の プ ロ グ ラ ム

と 同 様 で 、ホ ー ム ペ ー ジ 掲 載 、雑 誌 等 の マ ス メ デ ィ ア へ の 情 報 発 信 、

関 連 団 体 ・ 各 種 施 設 へ の チ ラ シ 送 付 の ほ か

ー ル マ ガ ジ ン 等 を 3 0 0 件 以 上 発 信 し て い る 。  
募 集 人 数 に 対 す る 参 加 者 の 割 合 は 、 2 0 0 5 年 度 6 6 / 1 0 0、 2 0 0 6 年 度

/ 1 0 0、 2 0 0 7 年 度 は 7 月 現 在 1 8 / 5 0 と 年 々 減 少 し て お り 、「 森 療 時

」と い う 新 規 プ ロ

時 間 」 の 開 催 の 重 ね る に 従 い 、 新 規 の 参 加 者 の 割 合 は 徐 々 に 増 え て

て お り 、 既 存 の キ ー プ 協 会 利 用 者 を タ ー ゲ ッ ト と し た 集 客 は 難 し

な っ て い る 。  
健 康 増 進 客 を 誘 客 す る た め に は 、 次 の ２

1 つ は 「 森 療 時 間 」 の プ ロ グ ラ ム の 実 施 に 係 わ る 、 サ ー ビ ス 内 容 、

設 環 境 を 更 新 す る こ と に よ り 、リ ピ ー タ ー の 確 保 に 努 め る こ と (後
)。２ つ は キ ー プ 協 会 と 企 業 ・ 団 体 と の 付 き 合 い を 生 か し 、企 業 の

健 事 業 と の タ イ ア ッ プ を 進 め て い く こ と で あ る 。  

表

2 0 0 5  募 集 参 加  2 0 0 6 募 集 参 加 2 0 0 7 募 集  参 加

年 度  人 数 者 数  年 度 人 数 者 数 年 度 人 数  者 数

7 月  3 0 9  5 月 2 5 1 2 5 月 2 5  8
9 月  3 0 2 7  7 月 2 5 1 7 7 月 2 5  1 0

11 月  2 0 1 8  9 月 2 5 1 7  
1 月  2 0 1 2  2 月 2 5 8  
年 度  
 計  

1 0 0 6 6  
年 度

 計
1 0 0 5 4

年 度

 計
5 0  1 8

（ K E E P 協 会 よ り ）  
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（ ２ ） プ ロ グ ラ ム 内 容 ・ 実 施 体 制  
森 療 時 間 で は 個 康 応 じ て 、 プ ロ グ ラ ム の 中 で 「 静

的 活 動 」「動 的 活 動 ュ ー が 選 択 で き る ど 、 者 が 滞

在 プ ロ を つ く る こ と が 可 能 で あ る 。し し 、前 述 し た よ う に 、

森 療 時 参 加 者 数 は 減 少 し つ つ あ る 。  
こ ー プ 協 会 で は 清 里 周 辺 の 滞 在 客 が キ ー プ 協 会 の 環 境

を 利 増 進 活 動 が 自 由 に で き る よ う 現 行 の 泊 2 日 プ ロ

グ ラ ム 日 帰 り 型 な ど の 比 較 的 参 加 し や す い プ ロ ラ ム を 検 討

て い る 。 2 0 0 7 年 秋 か ら は 地 域 の N P O 法 人 と タ イ ア ッ プ し て 、 メ

ボ リ ッ ク ・ シ ン ド ロ ー ム 対 策 を 目 的 に 、 ノ ル デ ィ ッ ク ウ ォ ー キ ン

康 食 等 を 提 供 す る 日 帰 り ツ ア ー を 開 催 予 定 で あ る 。 
2 泊 3 日 以 上 の プ ロ グ ラ ム に つ い て も 企 画 実 施 し た 経 緯 が あ る 。  

７ つ の 宿 泊 施 設 ・ 観 光 施 設 と 共 同 し て 、健

在 プ ロ グ ラ ム を 推 奨

す

ロ グ ラ ム で 測 定 し て い る 参 加 者 の 自 律 神 経 デ ー タ

に

３ ） 施 設 整 備 等  
て は 、 す べ て 既 存 の 施

設 、 遊 歩 道 コ ー ス 用 い 遊 ど も 環 境

の 一 環 と し て 実 施 る

 
写 真  療 時 間 」 ゴ マ  

 

々 人 の 健 状 態 に

」メ ニ な 参 加 各 自 の

グ ラ ム か

間 へ の

の た め 、 キ

用 し 、 健 康 、 1
以 外 に グ

し

タ

グ と 現 地 素 材 の 健

 

2 0 0 5 年 に は 、清 里 高 原 の

康 指 導 ・ 健 康 運 動 や ウ ォ ー キ ン グ 、 ア ー ト ・ 自 然 ・ 食 事 体 験 を 組 み

合 わ せ た 「 癒 し の プ ロ グ ラ ム 清 里 2 泊 3 日 」 を 企 画 実 施 し た 。 こ れ

は 、 清 里 の ホ テ ル に 宿 泊 滞 在 し 、 他 の ホ テ ル ・ 観 光 施 設 で 行 わ れ て

い る 活 動 メ ニ ュ ー を 組 み 合 わ せ た 2 泊 3 日 の 滞

る も の で あ る が 、 誘 客 体 制 や 実 施 体 制 が 明 確 で な く 、 思 う よ う な

結 果 は 出 て い な い 。 従 っ て 、 今 後 は キ ー プ 協 会 の プ ロ グ ラ ム に 関 し

て 、 地 域 の N P O 等 で 行 っ て い る 運 動 療 法 と の 連 携 や 、 地 域 内 の 温

泉 施 設 と の 連 携 を 通 じ 、 新 た な 客 層 の 開 拓 と と も に 、 滞 在 プ ロ グ ラ

ム の 充 実 を 図 る こ と と し て い る 。  
「 森 療 時 間 」 プ

つ い て は 、 現 状 で は 参 加 者 に 直 接 渡 し て し ま い 、 キ ー プ 協 会 で は

蓄 積 ・ 管 理 し て い な い 。 顧 客 管 理 と 併 せ て こ れ ら の デ ー タ を 管 理 ・

蓄 積 す る こ と に よ り 、 森 林 で の 健 康 増 進 効 果 の 把 握 や リ ピ ー タ ー の

確 保 に つ な げ る こ と も 課 題 と な っ て い る 。  
 
（

「 森 療 時 間 」 開 催 に 伴 う 施 設 整 備 等 に つ い

等 を 利 し て る 。 歩 道 の 補 修 な 教 育

し て い 。  

3 - 2 - 4 「 森 の ロ ー ク
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「 森 療 時 間 」 で 利 用 す る 遊 歩 道 コ ー ス は 一 般 に 開 放 さ れ て い る の

で

参 加 者 ・ 目 的 等 を 考 慮

し

身 で は 、 健 康 関 連 ス タ ッ フ の 育

成

字 の 状 態 で は 事 業 と し

継 続 す る こ と は で き な い 。 現 在 、 キ ー プ 協 会 （ 環 境 教 育 事 業 部 ）

業 ・ 団 体 か ら の 受 託 事 業 を 通 じ 、 独 立 採 算 の 確

保

研 修 会 ・ 研 究 会 で の 紹 介 ・ 発 表 を 通

、 外 部 団 体 と の ネ ッ ト ワ ー ク を 拡 張 し て い る 。 今 後 は 、 以 前 か ら

泉 施 設 ・ ホ テ ル ・ ペ ン シ ョ

ン と タ イ ア ッ プ し 、健 康 サ ー ビ ス の 提 供 を 推 進 し て い く 予 定 で あ る 。 
ま た 、 キ ー プ 協 会 の 位 置 す る 北 杜 市 に は 首 都 圏 か ら の 移 住 者 が 多

い 。 こ れ ら L O H A S 志 向 の 住 民 と 関 係 を 深 め 、 健 康 サ ー ビ ス の 提 供

と 質 的 改 善 を 図 る こ と も 期 待 さ れ る 。  

、 プ ロ グ ラ ム 以 外 の 滞 在 客 や 訪 問 客 が 、 気 軽 に 散 歩 が で き る よ う

に 、 自 然 歩 道 の 案 内 標 識 の 設 置 や 、 遊 歩 道 マ ッ プ ・ 森 林 の 効 果 に つ

い て の 説 明 パ ン フ を 清 泉 寮 な ど に 置 く こ と が 望 ま れ る 。  
宿 泊 施 設 に つ い て は 、 こ の プ ロ グ ラ ム へ の

、宿 泊 を 団 体 利 用 施 設（ キ ー プ 自 然 学 校 ）か ら 個 人 客 利 用 施 設（ 清

泉 寮 ） に 変 更 し 、 食 事 も 健 康 に 配 慮 し た メ ニ ュ ー を 特 別 に 用 意 し て

い る 。 清 泉 寮 に は バ ス ・ ト イ レ が 完 備 し た 客 室 は 少 な く 、 客 室 の レ

ベ ル ・ ア ッ プ も 求 め ら れ る 。  
現 在 、 キ ー プ 協 会 の 清 泉 寮 付 近 で 温 泉 の 掘 削 が 行 わ れ て お り 、 温

泉 施 設 と 宿 泊 施 設 の 整 備 計 画 が 検 討 さ れ て い る 。 将 来 的 に は 、 温 泉

を 利 用 し た 健 康 プ ロ グ ラ ム の 開 発 と 提 供 を 期 待 し た い 。  
 

（ ４ ） 人 材 育 成  
こ れ ま で キ ー プ 協 会 が 行 っ て き た 自 然 環 境 教 育 と 異 な り 、 森 療 時

間 は 中 高 年 の 参 加 者 を 対 象 に 自 然 と の ふ れ あ い と と も に 、 自 然 環 境

の 健 康 効 果 な ど を 実 践 体 験 し て い た だ く も の で 、 環 境 教 育 と し て の

対 応 方 法 に 相 違 が あ る 他 、 野 外 で の 運 動 や 体 操 指 導 な ど も 必 要 に な

っ て く る 。 キ ー プ 協 会 で は 、 森 療 時 間 に つ い て 特 別 に マ ニ ュ ア ル を

作 り ス タ ッ フ 教 育 を 行 っ て い る 。 ま た 、 よ り 多 く の ス タ ッ フ が こ の

プ ロ グ ラ ム に 関 わ れ る よ う 開 催 す る た び に 人 員 配 置 を 行 い 、O J T を

行 っ て い る 。 し か し 、 キ ー プ 協 会 自

が で き て い な い 。 今 後 、 健 康 サ ー ビ ス 事 業 の 継 続 ・ 発 展 の た め に

は こ れ ら 専 門 ス タ ッ フ の 育 成 が 大 き な 課 題 と な っ て い る 。  
 

（ ５ ） 地 域 と の 関 係 強 化  
公 益 性 が 高 い 事 業 で あ る か ら と 言 っ て 、 赤

て

で は 主 催 事 業 と 、 企

に 努 め て い る 。 森 療 時 間 に つ い て も 可 能 な 限 り 赤 字 に な ら な い よ

う 留 意 し て い る 。  
森 療 時 間 に つ い て は 、 県 内 の

じ

弱 い と い わ れ て い る 北 杜 市 内 の N P O・ 温
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６

尾・妙 高 ・

飯

図

 他 事 例 紹 介  長 野 県 信 濃 町 「 癒 し の 森 」 プ ロ グ ラ ム  
 
（ １ ）  事 業 導 入 の 経 緯  
 信 濃 町 は 、長 野 県 の 北 端 に 位 置 し 、北 信 五 岳（ 黒 姫・斑

綱 ・ 戸 隠 山 ） に 囲 ま れ 、 上 信 越 国 立 公 園 の 一 環 と し て 風 光 明 媚 な

高 原 盆 地 帯 （ 標 高 7 0 0ｍ 前 後 ） に あ る 。 東 に 飯 山 市 、 中 野 市 、 南 は

飯 綱 町 に 、 西 は 長 野 市 に 、 北 は 新 潟 県 の 妙 高 市 に 接 し て い る 。 人 口

約 1 万 人 の 町 で 、面 積 1 4 , 9 2 7 h a の う ち 約 7 3％ を 森 林 が 占 め て い る 。  
 

 3 - 2 - 6  信 濃 町 の 位 置  

 
（ 信 濃 町 よ り ）  

表 3 - 2 - 5  信 濃 町 の 森 林  
（ 国 有 林 率 5 0％ ）  

 
森 林 面 積  1 0 , 9 5 6 h a  

樹 種 別 比 率  
カ ラ マ ツ 2 5％ 、 ス ギ 2 0％ 、 ナ ラ 4％ 、 自 然 林 5 1％  
針 葉 樹 ・ 広 葉 樹 共 に 混 在  

（ 2 0 0 7 年 5 月 取 材 時 資 料 よ り ）  
2 0 0 3 年 よ り 、林 野 庁 が 森 林 を 使 っ た 癒 し の 事 業 を 3 年 間 の 実 施 期

間 で 行 う こ と と し た 。 ち ょ う ど そ の と き 、 市 町 村 合 併 を せ ず 単 独 で

の

を

い 、 住 民 か ら の ま ち づ く り

の 手 本 と な っ て い る 。  
 

存 続 を 決 め た 信 濃 町 が 持 続 発 展 し て い く た め 、 ま ち づ く り の 中 核

と な る 事 業 を 探 し て い た 。「 地 域 づ く り を 考 え る 会 」の メ ン バ ー が こ

の 事 業 に 目 を つ け 、 行 政 が そ れ に 賛 同 し 、 事 業 導 入 と な っ た 。  
 信 濃 町 で は 、 事 業 の 推 進 を 図 る た め 「 癒 し の 森 事 業 推 進 委 員 会 」

発 足 し た 。 委 員 会 メ ン バ ー は 、 町 内 の 幅 広 い ジ ャ ン ル か ら 選 び 、

事 務 局 側 も 役 場 内 の 課 を 横 断 し た 人 選 と な っ て い る 。こ の 委 員 会 は 、

癒 し の 森 事 業 の 立 案 、 実 行 を 一 貫 し て 行
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表 3 - 2 - 6  「 癒 し の 森 事 業 推 進 委 員 会 」 構 成  
「 癒 し の 森 事 業 推 進 委 員 会 」 構 成  
J A な が の 農 業 協 同 組 合 信 濃 町 支 所  
認 定 農 業 者 協 議 会  
生 活 改 善 協 議 会  
信 濃 町 食 生 活 改 善 会  
道 の 駅 し な の  ふ る さ と 天 望 館  

農 林 水 産  
関 係  

野 尻 湖 漁 業 協 同 組 合  
酪 農 関 係  J A な が の 酪 農 部 会 信 濃 町 支 所  

商 工 業 関  商 工 会 ま係 た は 青 年 部  
信 濃 町 林 業 研 究 グ ル ー プ  

林 業 関 係  
長 野 森 林 組 合  

観 光 協 会  癒 し の 森 推 進 部 関 係  
県 薬 草 指 導 員 、 県 自 然 環 境 イ ン ス ト ラ ク タ ー  各 種 イ ン ス  

ト ラ ク タ ー  信 濃 町 森 林 療 法 研 究 会  ひ と と き の 会  
環 境 省 自 然 公 園 指 導 員  

学 識 経 験 者  
黒 姫 和 漢 薬 研 究 所  
農 林 課 癒 し の 森 係  
町 づ く り 財 政 課 町 づ く り 推 進 係  
商 工 観 光 課  
保 健 福 祉 課 保 健 予 防 係  

事 務 局 関 係  

信 越 病 院  
顧 問  兵 庫 県 立 大 学 助 教 授  

（ 2 0 0 7 年 5 月 取 材 時 資 料 よ り ）  
 
（ ２ ）  癒 し の 森

 
１ ） プ ロ グ ラ ム の 内 容 ・ 特 徴  

、

吸 法 や 爪 も み 療 法 な ど ）が 含 ま れ る 。ま た

が 提 供 す る 食 事 に つ い て は 、 そ れ ぞ れ の 独 自 性 を 認 め つ つ も 、 食

プ ロ グ ラ ム に つ い て  

癒 し の 森 プ ロ グ ラ ム は 、 2 泊 3 日 以 上 を 基 本 と し 、 そ の 内 容 は 完

全 個 別 対 応 と な っ て い る と こ ろ が 特 徴 で あ る 。 参 加 希 望 者 は ま ず 信

濃 町 役 場 農 林 課 癒 し の 森 係 に 電 話 を し 、 日 程 な ど の 予 定 を 伝 え る 。

役 場 の 担 当 は 予 定 に 合 わ せ 宿 や ト レ ー ナ ー の 手 配 を す る 。 当 日 、 参

加 者 は ま ず 町 立 信 越 病 院 へ 行 き 、 医 師 の 問 診 を 受 け る 。 そ の 結 果

医 師 が 滞 在 期 間 中 の メ ニ ュ ー を 決 め 、 ト レ ー ナ ー や 宿 は そ れ に 従 っ

て プ ロ グ ラ ム を 実 行 す る 形 と な っ て い る 。 プ ロ グ ラ ム の 中 に は 、 町

立 病 院 と 協 力 し 、 森 林 が 人 を 癒 す 効 果 を 独 自 に 調 査 す る こ と に よ り

生 ま れ た 「 森 林 療 法 」 と し て の 諸 活 動 や 、 ト レ ー ナ ー に よ る 「 信 濃

町 独 自 の 療 法 」（丹 田 式 呼

宿
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材 は 出 来 る だ け 地 元 の も の を 使 用 し 、利 用 者 の ニ ー ズ（ ア レ ル ギ ー・

カ ロ リ ー な ど ） に お 願 い し て い る  
 
２ ） 人 材 育 成  
 、 癒 手 時 か ら 取 り 組 ん で い る 。 プ ロ グ

ラ ム 各 種 活 森 林 メ デ ィ カ ル ト レ ー ナ ー 」

と 、 宿 泊 と 食 事 等 つ い て 、 と も に 認

定 の た め の 条 件 や ト レ ー ナ ー に つ い て は 、 認 定

更 修 を 在 、ト レ ー ナ ー は

1 3 6 に ト レ ー ナ ー に つ い て は 、も

と も と 職 業 ト レ ー が 多 く 、 住 民 の 1％ 以 上

が い る め の カ リ キ ュ ラ ム に つ い て も 、

当 に お 在 は そ れ ら 研 修 教 材 を 使 い 、

改 良 し て

 
３ ） 施 設 整 備  

整 備 に つ い て 、 現 在 コ ー ス を 認 定 し て い る が 、 看

板 や ベ ン チ 等 の 設 置 以 外 は 、 既 存 の コ ー ス を 補 修 す る 程 度 と し て い

る 。 補 修 に つ い て は 、 景 観 に 配 慮 し 、 コ ン ク リ ー ト の 2 次 製 品 で は

な く 、 木 材 等 を 使 久 性 等 を 考 慮

し て 金 属 活 動 を 紹 介 し て い る 。ま た 、「自

然 」 を 体 験 し て も リ ー に は し て い な い 。

（ 対 応 で き る コ ー 所 あ り ）  
 
写 真  3 - 2 - 5  御 鹿 池 一 周 コ ー ス  

合 わ せ た も の を 出 せ る よ う 協 力 を

人 材 育 成 は し の 森 事 業 の 着

の 中 の 動 を サ ポ ー ト す る 「

を 提 供 す る 「 癒 し の 森 の 宿 」 に

研 修 を 設 け て い る 。

新 時 に も 研 受 け さ せ て い る 。2 0 0 7 年 5 月 現

2 5 名 、宿 は 件 を 認 定 し て い る 。特

ナ ー 等 の 資 格 を 持 っ た 人

認 定 さ れ て 。 ま た 、 養 成 の た

初 は 医 師 等 願 い し て い た が 、 現

自 分 達 で 進 め ら れ る ほ ど 熟 成 し て い る 。  

コ ー ス 等 の 1 0

用 し て い る 。 逆 に 、 案 内 看 板 は 、 耐

製 と し 、森 林 の 効 果 や 各 種

ら う た め 、 あ え て バ リ ア フ

ス は 1 ケ
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定 箇 所 数 が 増 え て き て い る の

、 次 回 、 認 定 更 新 す る か ど う か 検 討 中 で あ る 。 周 知 に つ い て 、 主

て い る た め 、 個 人 向 け に は ホ ー ム

ー ジ で の み Ｐ Ｒ し て い る 。 現 在 、 本 や ラ ジ オ ・ 口 コ ミ に よ る 参 加

者 が 増 加 し て い る こ と 、 逆 に イ ン タ ー ネ ッ ト が あ ま り 浸 透 し て い な

い こ と な ど が 分 か っ て い る が 、一 度 に 処 理 で き る 人 数 に 限 り が あ り 、

パ ッ ケ ー ジ 売 り と い う よ り も 個 々 の 利 用 者 に 合 っ た も の を 提 供 し た

い と 考 え て い る こ と か ら 、 Ｐ Ｒ は 現 状 維 持 程 度 で 進 め て い く 。 同 様

に 、 受 付 に つ い て も 、 イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 予 約 等 は せ ず 、 あ く ま

で 電 話 に よ る 個 別 対 応 で 進 め て い く 。  
 
 
（ ３ ）  課 題 と 展 望  
 
 今 後 の 展 開 ・ 課 題 と し て は 、 企 業 と の 提 携 を 進 め 、 安 定 的 な 利 用

客 の 確 保 を 図 る こ と が 挙 げ ら れ る 。 ま ち づ く り の 一 環 と し て の 事 業

で あ り 、 集 客 が メ イ ン で は な い と し て も 、 採 算 が 取 れ な い 事 業 で は

継 続 で き な い か ら で あ る 。併 せ て 、Ｃ Ｓ Ｒ 活 動 と し て の「 企 業 の 森 」

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ ） 周 知 ・ 誘 客  
 当 初 、 森 林 セ ラ ピ ー 基 地 の 認 定 に つ い て は 、 事 業 そ の も の が 「 森

林 セ ラ ピ ー 」 よ り も 先 行 し て い た た め 、 あ え て 認 定 申 請 す る 必 要 は

な い 、と の 意 見 も あ っ た 。し か し 終 的 に は 、「 信 濃 町 」の ネ ー ム バ

リ ュ ー を 上 げ る た め 申 請 す る こ と と し 、 森 林 セ ラ ピ ー 基 地 の 認 定 を

受 け た 。 Ｐ Ｒ 効 果 は 感 じ て い る が 、 認

で

に 企 業 と の 提 携 を 目 指 し て 活 動 し

ペ
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推 進 し 、 地

域 の 健 康 増 進 に つ な げ て い く こ と に よ り 、 自 治 体 財 政 健 全 化 及 び

健 康 な 町 の Ｐ Ｒ を し て い く 。こ れ ら の 活 動 に よ り 、「癒 し の 森 」を「 癒

し の 町 」に 発 展 さ せ 、「 癒 し 」を テ ー マ に 、地 域 の 既 存 ブ ラ ン ド で あ

る 野 尻 湖・黒 姫 等 を 統 合 し 、「信 濃 町 」ブ ラ ン ド と し て 発 展 さ せ て い

き た い と 考 え て い る 。 具 体 的 な 事 業 の 内 容 等 に つ い て 、 メ タ ボ リ

ッ ク シ ン ド ロ ー ム 対 策 と し て の 運 動 療 法 （ ノ ル デ ィ ッ ウ ォ ー キ ン

グ 等 ） の 積 極 的 な 展 開 を 考 え て い る が 、 効 果 を 検 証 す た め に は 追

付 け を し な

け れ ば な ら な い こ と な ど 、 困 難 な 点 が あ る 。 ま た 町 立 院 と は 、 人

間 ド ッ ク で の 連 携 な ど に よ り 、 住 民 に 対 し て 「 癒 し の 」 の 利 用 促

進 を 図 っ て い く 。  
 
（ 注 ） C R S 活 動 … 企 業 の 社 会 的 責 任 （ C o r p o r a t e  S o c i a l  R e s p o n s i b i l i t y）

は 、持 続 可 能 な 社 会 を 目 指 す た め に は 、行 政 、民 間 、非 営 利 団 体 の み な ら ず 、

企 業 も 経 済 だ け で な く 社 会 や 環 境 な ど の 要 素 に も 責 任 を 持 つ べ き で あ る と

う 考 え の も と に 成 立 し た 概 念 で あ る 。  

にな ど も 提 案 し て い く 。 ま た 、 地 域 住 民 の 利 用 も 積 極 的

の

は

ク

る

機跡 調 査 等 が 不 可 欠 で あ る こ と や 、 継 続 さ せ る よ う な 動

病

森

い

 



 

第 ３ 節  増 富 の 湯  
 
１  沿 革  
 
 『 ふ る さ と 交 流 施 設  す た ま 自 然 健 康 村 「 増 富 の 湯 」』（ 以 下 「 増

富 の 湯 」 と い う 。） の 始 ま り は 、 1 9 9 0 年 度 に 行 わ れ た 「 ふ る さ と 創

生 事 業 」 に さ か の ぼ る 。 当 時 、 須 玉 町 （ 現 北 杜 市 須 玉 町 ） は 増 富 地

区 で 温 泉 掘 削 を 行 い 、 ラ ジ ウ ム 源 泉 の 湧 出 に 成 功 し た 。 町 が 、 こ の

ラ ジ ウ ム 源 泉 の 活 用 方 法 に つ い て 検 討 を 行 っ た 結 果 、 町 の 活 性 化 に

役 立 つ 利 用 方 法 を 模 索 す る こ と と し 、 健 康 村 と し て の 活 用 を 推 進 す

る 構 想 を 樹 立 し た 。  
 健 康 村 完 成 を 目 指 し て 、 1 9 9 4 年 度 に は 電 源 地 域 振 興 セ ン タ ー の

専 門 家 派 遣 事 業 」 に お い て 、 地 域 資 源 の 調 査 や 住 民 と の 合 意 形 成

絡 道 路 等 の 整 備 の た め 「 山 村

興 等 農 林 漁 業 特 別 対 策 事 業 」 や 「 電 源 立 地 促 進 対 策 事 業 」 も 実 施

し た 。  
 1 9 9 7 年 度 、つ い に「 増 富 の 湯 」は 須 玉 町 に 完 成 し た 。増 富 地 区 に

お け る 恵 ま れ た 自 然 環 境 を 生 か し て 、 都 市 と 農 村 の 交 流 を 促 進 す る

こ と や 、 農 業 の 活 性 化 と 観 光 の 一 体 化 を 図 る こ と 、 住 民 の 健 康 増 進

を 図 る こ と を 目 指 し 、 開 館 当 時 に は 、 交 流 浴 場 、 農 業 体 験 実 習 室 、

体 験 農 場 等 を 有 し て い た 。  
 

写 真 3 - 3 - 1  「 増 富 の 湯 」 正 面 玄 関  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「

を 行 い 、1 9 9 5 年 度 に は 農 山 村 地 域 の 活 性 化 を 目 的 と し た「 中 山 間 地

域 資 源 活 用 整 備 事 業 」 を 実 施 し た 。  
 1 9 9 6 年 度 に は「 山 梨 県 農 村 休 暇 邑 構 想 」に 基 づ く 、休 暇 邑 に 指 定

さ れ 、 さ ら に 、 同 年 度 に は 遊 歩 道 や 連

振
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２  「 増 富 の 湯 」 の 概 要  

体 制 ・ ス タ ッ フ  
2 0 0 6 年 度 よ り 、「 北 杜 市 す た ま 自 然 健 康 村 施 設 」 に は 指 定 管 理 者

っ て い る 。同 財 団 は 、1 9 9 3 年 4 月 に「 リ ー ゼ

が 運 営 に 加 わ っ て い る 。  

杜 市 に あ る 。瑞 牆 山（ 標 高 2 , 2 3 0 m）や 金 峰 山（ 標 高 2 , 5 9 9 m）

図 3 - 3 - 位 置  

 
（ １ ） 運 営

 

制 度 が 導 入 さ れ て い る が 、 1 9 9 7 年 度 の 「 増 富 の 湯 」 開 館 当 初 よ り 、

「 財 団 法 人  み ず が き 山 ふ る さ と 振 興 財 団 」 が 管 理 運 営 を 行 っ て い

る 。  
「 北 杜 市 す た ま 自 然 健 康 村 施 設 」 に は 、「 増 富 の 湯 」 の 他 、「 み ず

が き 山 リ ー ゼ ン ヒ ュ ッ テ 」（ 以 下 「 リ ー ゼ ン ヒ ュ ッ テ 」 と い う 。） と

「 み ず が き 山 グ リ ー ン ロ ッ ジ 」 の 2 つ の 宿 泊 施 設 が あ る 。 こ の ３ 施

設 の 管 理 を 同 財 団 で 行

ン ヒ ュ ッ テ 」 の オ ー プ ン と 同 時 に 設 立 さ れ た 財 団 で あ る 。  
現 在 、「 増 富 の 湯 」 に は 1 2 名 の 職 員 （ 調 理 師 、 整 体 師 等 を 含 む ）

が 在 職 し て い る が（ 4 月 か ら 11 月 に か け て は 、さ ら に 2 名 の 職 員 が

加 わ る 。）、 こ の 他 に も 同 財 団 職 員 数 名

 
（ ２ ） 位 置 ・ 施 設 概 要  
 「 増 富 の 湯 」 が 位 置 す る 増 富 ラ ジ ウ ム 温 泉 郷 は 、 山 梨 県 の 北 西 部

に あ る 北

と い っ た 山 々 が 市 の 北 東 部 に 位 置 し 、「増 富 の 湯 」は そ の 山 麓 に あ る 。

ま た 、 秩 父 多 摩 国 立 公 園 の 特 別 指 定 地 に あ る こ と か ら 、 標 高 1 , 3 0 0
ｍ の 山 麓 に は 白 樺 等 の 原 生 林 が 分 布 し て お り 、 数 多 く の 登 山 者 で 賑

わ っ て い る 。  
 
 

1  北 杜 市 に お け る 「 増 富 の 湯 」 等 の
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 温 泉 近 く の 金 山 平 に は 武 田 信 玄 が 採 掘 さ せ て い た 金 鉱 跡 が あ る 。

国 時 代 に は 戦 傷 兵 や 金 山 工 夫 な ど が 利 用 し た と も い わ れ て お り 、

と し て も 知 ら れ て い る 。  

好 で あ る な ど の 条 件 が 満 た さ れ た 、 療 養 、 保 養 、 休 養 に 適 し

た

ル 」 と

い

 「 増 富 の 湯 」 の 館 内 施 設  

戦

こ の 地 区 は 「 信 玄 の 隠 し 湯 」

ま た 、 1 9 6 5 年 に 、環 境 省 の 国 民 保 養 温 泉 地 に「 増 富 温 泉 」と し て

指 定 さ れ て い る 。 国 民 保 養 温 泉 地 と は 、「 温 泉 の 効 能 が 顕 著 で あ る 、

湧 出 量 が 豊 富 で あ る 、 付 近 一 帯 の 景 観 が 佳 良 で あ る 、 環 境 衛 生 的 条

件 が 良

健 全 な 温 泉 地 」 を 意 味 し て お り 、 県 内 で は 、 増 富 温 泉 の 他 に 、 下

部 温 泉 が 指 定 さ れ て い る に す ぎ な い 。 全 国 で は 9１ ヶ 所 が 指 定 さ れ

て い る 。  
「 増 富 の 湯 」 の 現 在 の 館 内 施 設 は 、 図 ３ － ３ － ２ の と お り に な っ

て い る 。 開 館 当 時 に は な か っ た 「 ご ろ 寝 の 部 屋 」 や 「 オ ン ド

っ た 施 設 が あ る 。ま た 、交 流 浴 場 は 、「 お こ じ ょ の 湯 」と「 や ま せ

み の 湯 」 の ２ つ が あ り 、 男 性 用 と 女 性 用 が 日 替 わ り と な っ て お り 、

毎 日 楽 し む こ と が で き る 。  
 

図 3 - 3 - 2
 

 

 「 リ ー ゼ ン ヒ ュ ッ テ 」 は 、 全 室 ロ フ ト 付 き 宿 泊 施 設 を 有 し 、 ロ フ

ト か ら 満 天 の 星 空 を 見 る こ と が で き る 。ま た 、バ ー ベ キ ュ ー サ イ ト 、

レ ス ト ラ ン 、 や ま せ み 工 房 （ そ ば 打 ち や 草 木 染 め 、 押 し 花 な ど の 体

験 工 房 ） と い っ た 施 設 も 有 す る 。  
 

 

53 



 

写 真 3 - 3 - 2  「 リ ー ゼ ン ヒ ュ ッ テ 」 正 面 玄 関 と 宿 泊 施 設  

 
 
（ ３ ） 温 泉 の 特 徴  

「 増 富 の 湯 」は 、「 増 富 ラ ジ ウ ム 温 泉 郷 」の 名 称 が 示 す よ う に 、ラ

ウ ム 泉 で あ る 。 日 本 温 泉 協 会 に よ る と 、 全 温 泉 に 占 め る 放 射 能 泉

の 割 合 は 6 . 2％ し

昭 和 1 4 年 か ら の 継 続 分 析 調 査 に よ る と 、「 増 富 ラ ジ ウ ム 温 泉 郷 」

の ラ ド ン 及 び ラ ジ ウ ム の 含 有 量 は 1 2 , 3 0 0 マ ッ ヘ （ 空 気 や 温 泉 に 含

ま れ る 放 射 線 の 濃 度 単 位 ） と い う 驚 異 的 な 数 値 を 示 し 、 世 界 一 の ラ

ジ ウ ム 泉 と 称 さ れ る よ う に な っ た 。 源 泉 は 低 温 の た め 、 沸 か し 湯 の

暖 か い 浴 槽 （ ４ ２ ～ ４ ３ 度 ） で 汗 が 出 る 程 度 身 体 を 温 め て か ら 、 ２

０ ～ ３ ０ 度 の 源 泉 か け 流 し の 浴 槽 に 浸 か り 、 冷 え て き た ら 再 び 、 暖

か い 浴 槽 で 身 を 暖 め る と い っ た 手 順 を 繰 り 返 す 「 温 冷 交 互 浴 」 が 一

般 的 で あ る 。  
「 増 富 の 湯 」 で も こ の 「 温 冷 交 互 浴 」 を 推 奨 し て い る 。 効 能 と し

て は 、 糖 尿 病 、 痛 風 、 動 脈 硬 化 、 高 血 圧 、 胆 石 症 、 ア ト ピ ー 、 慢 性

皮 膚 炎 、 慢 性 便 秘 、 肝 機 能 障 害 に 加 え 、 神 経 疲 労 、 冷 え 性 、 不 眠 症

な ど の 自 律 神 経 失 調 症 を 正 常 な 方 向 に 近 づ け る 効 果 が あ る 。  
ま た 、「 増 富 の 湯 」の 特 徴 と し て 、 3 種 類 の 源 泉 風 呂 を 用 意 し て い

る こ と も あ る 。 1 番 温 か い 温 源 泉 風 呂 は 、 冬 3 5 度 ・ 夏 3 3 度 、 次 に

温 か い 低 源 泉 風 呂 は 、冬 3 2 度・夏 3 0 度 、1 番 冷 た い 冷 源 泉 風 呂 は 、

冬 2 5 度 ・ 夏 2 7 度 と な っ て お り 、 他 の 温 泉 に 比 べ る と 、 全 て が 低 温

で あ る 。 こ れ は 源 泉 の 持 つ 成 分 を 痛 め な い よ う 、 源 泉 を あ ま り 温 め

3 0 分 程 で 約 1 0 c c の 源 泉 成 分 を 体 内 に 吸 収 で き る  
③ 成 熟 さ れ た 源 泉 の 「 気 」 も い っ し ょ に 取 り 入 れ る こ と が で き る  

ジ

か な い 。  

な い よ う に し て い る た め で あ る 。  
こ の 源 泉 風 呂 の 入 浴 方 法 及 び 効 能 は 、  

① 三 つ の 源 泉 の 中 か ら 3 0 分 位 の 間 、 我 慢 せ ず に リ ラ ッ ク ス し て 入

れ る 温 度 を 選 択 す る  
②
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④ 1 5 体 質

に 傾 け 、 ホ ル モ ン の バ ラ ン ス を 整 え る こ と が で き る  

く る  
と な っ て い る 。  
 
 
３  入 り 込 み 客 及 び 宿 泊 客 動 向  
 
（ １ ）「 増 富 の 湯 」 入 り 込 み 客 動 向

2 0 0 2 年 か ら 2 0 0 6 年 ま で の 、「 増

は 、 9 万 6 千 人 （ １ 日 約 3 0 0 人 ） で あ る 。 2 0 0 4 年 に は 11 万 人 を

え る 利 用 者 が あ っ た が 、 近 年 は 徐 々 に 減 少 し て い る 。  
と 、 4 月 か ら 11 月 ま で 客 数 は 多 い が 、 1 2 月 か

ら

杜 市 H P「 指 定 管 理 者 募 集 要 項 資 料 」 よ り 作 成  

分 ～ 3 0 分 程 、 入 浴 す る 事 に よ り 、 体 内 環 境 を ア ル カ リ 性

⑤ 循 環 機 能 を 高 め 、 体 内 に あ る 老 廃 物 や 毒 素 を 排 出 す る 働 き が 出 て

 
富 の 湯 」 の 5 年 間 の 平 均 利 用 者

数

超

 月 別 の 傾 向 を 見 る

1 月 に か け て は 、 雪 に よ り 交 通 事 情 が 悪 く な る こ と 、 主 要 道 路 か

ら 離 れ て い る こ と な ど か ら 、 利 用 者 は 激 減 し て い る 。  
 

図 3 - 3 - 3  「 増 富 の 湯 」 利 用 者 数 の 推 移  
単位：人

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計
2002 5,984 8,900 7,272 7,053 13,260 7,839 9,784 8,166 2,644 1,931 2,950 3,346 79,129
2003 4,239 8,286 7,576 7,203 13,235 9,093 11,310 10,218 4,058 4,683 4,744 5,059 89,704
2004 8,788 14,492 10,635 12,717 15,130 10,551 10,645 11,076 4,188 3,230 4,287 5,343 111,082
2005 7,650 12,862 10,115 10,637 15,001 9,161 10,580 9,820 3,630 3,281 3,994 4,583 101,313
2006 6,757 10,706 8,727 9,224 13,715 9,800 11,447 11,003 4,076 4,454 4,411 5,750 100,070

資 料 ： 北
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（ ２ ）「 リ ー ゼ ン ヒ ュ ッ テ 」 宿 泊 者 動 向  
2 0 0 2 年 か ら 2 0 0 4 年 ま で の 、「 リ ー ゼ ン ヒ ュ ッ テ 」 の 3 年 間 の 平

の 傾 向 を 見 る と 、「 増 富 の 湯 」 と 同 様 、 4 月 か ら 11 月 ま で は

1 2 月 か ら 1 月 に か け て は 、利 用 者 は 激 減 し て い る 。  

図 3 - 3 - 4  「 リ ー ゼ ン ヒ ュ ッ テ 」 宿 泊 者 数 の 推 移  

単位：人
１１月 １２月 １月 ２月 ３月 合計

19 217 44 0 0 0 2,270
20 3
20

均 利 用 者 数 は 、 2 , 4 0 0 人 程 で あ る 。  
 月 別

宿 泊 者 は あ る が 、

 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月
2002 254 154 197 405 549 131 3

 

03 226 154 166 71 566 170 348 157 12 0 0 93 2,263
04 347 305 261 479 541 320 267 179 12 0 0 103 2,814

500

600

資 料 ： 北 杜 市 H P「 指 定 管 理 者 募 集 要 項 資 料 」 よ り 作 成  
 

（ ３ ） 増 富 温 泉 （ 旅 館 ） 宿 泊 者 動 向  
2 0 0 3 年 か ら 2 0 0 5 年 ま で の 増 富 温 泉 の 3 年 間 の 平 均 利 用 者 数 は 、

5 2 , 0 0 0 人 程 （ １ 日 約 1 4 0 人 ） で あ る 。  
 2 0 0 0 年 と 比 較 す る と 、県 内 の 国 民 保 養 温 泉 地 の 宿 泊 者 数 は 右 肩 下

が り で あ る が 、増 富 温 泉 に お け る 宿 泊 者 数 は 約 1 . 5 倍 に 伸 び て い る 。 
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図 3 - 3 - 5  「 増 富 温 泉 」 宿 泊 者 数 の 推 移  
 

 
 
 

 

利 用 し 、 遊 歩 道 「 命 の 径 」 を 整 備 し

た 。 こ れ に よ り 、 バ ラ ン ス ト レ ッ チ 体 操 を し な が ら 散 策 す

る 遊 歩 道 と 温 泉 浴 を 組 み 合 わ せ た 「 動 プ ロ グ ラ ム 」 の 提 供 が 開 始

と な っ た 。

02 2003 2004 2005 
単位：人

2000 2001 20

 
 

増富温泉 31,350 43,451 59,462 54,099
国民保養温泉地 240,030 199,103 209,722 211,555 227,624 218,143

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

資 料 ： 環 境 省 H P「 温 泉 利 用 状 況 資 料 」 よ り 作 成  
 
 
４  健 康 プ ロ グ ラ ム の 概 要  
 
（ １ ） 健 康 プ ロ グ ラ ム 策 定 の 経 緯  

2 0 0 5 年 5 月 、「 増 富 の 湯 」で は「 命 の サ ポ ー ト が 出 来 る 施 設 造 り 」

を 目 指 し 、 周 囲 の 山 林 、 田
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写 真 3 - 3 - 3  遊 歩 道 「 命 の 径 」 の  
看 板 （ 左 上 ） と 利 用 風 景 （ 左 下 ・ 右 ）  

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

0 0 6 年 1 0 月 に は 、 オ ン ド ル が 完 成 し た こ と を 機 に 、 温

泉 浴 と 森 林 療 法 を 組 み 合 わ せ た 数 泊 の 滞 在 プ ロ グ ラ ム の 提 供 を 開 始

し た 。  

 
 
 
 
さ ら に 、 2
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写 真 3 - 3 （ 右 ）  
 

 
 

大 臣 よ り 温 泉 利 用 プ ロ グ ラ ム 型

養 」 で は な く 、 一 般 の 健 康 増 進

の た め の 利 用 に 対 応 す る 施 設 ） の 認 定 を 受 け た 。 そ の 認 定 の 過 程 で

「 運 動 プ ロ グ ラ ム 」 を さ ら に 充 実 さ せ た 「 増 富 の 湯  療 養 プ ラ ン 」

完 成 し た 。  
体 験 、 森 林 セ ラ ピ ー が 、 2 泊

3 プ ラ ン で あ り 、 こ の 基 本 プ ラ ン

験 を 追 加 し た 「 牧 場 プ ラ ン 」 や

ッ ト ケ ア ー 講 座 、 フ ェ イ シ ャ ル

が あ る 。  
動 プ ロ グ ラ ム 」 を 前 身 と し て 、

ロ グ ラ ム で あ る 。 開 館 当 初 は 、

で あ っ た が 、 バ ラ ン ス 体 操 や 操

の 養 生 」 の 提 供 が 可 能 と な り 、

さ ら に 森 林 浴 や ウ ォ ー キ ン グ を 中 心 と し た 「 環 境 ・ 気 候 養 生 」 の 提

供 も 可 能 に な っ た 。 そ の た め 、「 温 泉 」「 運 動 」「 食 事 」「 森 林 療 法 」

を 組 み 合 わ せ て の 多 様 な 健 康 サ ー ビ ス プ ロ グ ラ ム の 可 能 性 が 広 が っ

た 。  

ー シ ョ ン が 、 今 年 の 11 月 末 か ら 1 2 月 始 め に か け て 、 1 泊

2 日 で ３ 回 実 施 さ れ る 。 温 泉 浴 や 森 林 瞑 想 、 ノ ル デ ィ ッ ク ウ ォ ー キ

ン グ を 組 み 合 わ せ 、「厳 し い 冬 の 寒 さ に 耐 え 抜 く た め 、あ え て 自 然 環

境 の 中 に 身 を 置 き 、 体 の 内 側 か ら 元 気 が 出 て く る 」 健 康 増 進 プ ロ グ

ラ ム と な っ て い る 。  
 
（ ２ ）「 療 養 プ ラ ン 」 の 料 金 及 び 対 象 者  
 「 療 養 プ ラ ン 」 の 料 金 は 、 2 泊 3 日（ 食 事 付 き ）で 1 9 , 8 0 0 円 と な

- 4  オ ン ド ル の 看 板 （ 左 ） と 施 設

 
 
 
 
 
 

 
 

2 0 0 7 年 3 月 2 6 日 に は 、 厚 生 労 働

健 康 増 進 施 設 （ 病 気 を 治 す 「 温 泉 療

（ 以 下 「 療 養 プ ラ ン 」 と い う 。） が

「 療 養 プ ラ ン 」 で は 、 入 浴 法 、 気 功

日 で 実 施 さ れ て い る 。 こ れ が 基 本

に 山 羊 の ミ ル ク チ ー ズ 作 り や 牧 場 体

お 顔 の ホ ー ム ケ ア ー 講 座 、 ハ ン ド フ

エ ス テ を 追 加 し た 「 エ ス テ プ ラ ン 」

こ の よ う に 「 療 養 プ ラ ン 」 は 、「 運

様 々 な 要 素 を 加 え 、 発 展 し て き た プ

源 泉 を 中 心 と し た 「 温 泉 養 生 」 だ け

体 法 を 利 用 し た 「 運 動 養 生 」 や 「 食

今 後 も 、「 1 年 を 通 じ た 健 康 づ く り の お 手 伝 い 」を す る た め に 、四

季 の 環 境 の 変 化 に 応 じ た 健 康 プ ロ グ ラ ム づ く り に 力 を 入 れ て い る 。

そ の 冬 バ
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っ て い る

2 4 , 8 0 0 円 と な っ て い る 。11 月 に 行 う「 冬 バ ー ジ ョ ン 」に つ い て は 、

め ら れ て め る 方 で あ

れ ば 誰 で も 参 加 で き る 。  
 
（ ３ ）「 療 養 プ ラ ン 」 の 内 容  

「 療 養 プ ラ ン 」 の ス ケ ジ ュ ー 3 - 3 - 7
の 通 り で あ る 。  

 
図 3 - 3 - 6  「 療 養 プ ラ ン 」 ス ケ ジ ュ ー ル  

の木』見学

崎駅到着・解散

。 ま た 、「 牧 場 プ ラ ン 」 は 2 3 , 8 0 0 円 、「 エ ス テ プ ラ ン 」 は

2 0 , 0 0 0 円 を 予 定 し て い る 。  
対 象 者 に つ い て は 、 特 に 決 い な い 。 健 康 を 求

ル と 実 施 場 所 は 図 3 - 3 - 6、 図

１日目 ２日目 ３日目

7:00 気功体操 気功体操

8:30 朝食 朝食

9:30 宿出発（車） 宿出発（車）

10:00 みずがきの森・森林セラピー 『トチ

12:00 昼食（おにぎり） 昼食

13:00 集合・温泉指導 源泉入浴、オンドル、休息

14:00 命の径（森林浴） 増富の湯出発（車）

15:00 源泉入浴、オンドル 韮

源泉入浴、オンドル、休息

17:00 増富の湯出発（車） 増富の湯出発（車）

18:00 夕食 夕食

19:30 バランス体操 バランス体操  
図 3 - 3 - 7  「 療 養 プ ラ ン 」 実 施 場 所  
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1 日 目 は 、「 増 富 の 湯 」 に あ る 「 命 の 径 」 や 「 オ ン ド ル 」 と い っ た

各 種 施 設 を 利 用 す る 。  
「 命 の 径 」に は 、 1 3 箇 所 に 運 動 指 示 看 板 が あ り 、軽 運 動 を し な が

ら

を 残 さ な い よ う 、 暖 か い 石 の 上 で リ ラ ッ

ス す る こ と が で き る 。  
が な い た め 、 ５ ｋ ｍ ほ ど 離 れ た 「 リ ー

ゼ

ン ス 体 操 や 気 功 体 操 は 、 こ こ で 行 っ て い る 。  
プ ラ ン の 1 つ の 楽 し み で も あ る 食 事 に つ い て は 、 地 産 地 消 を 心 が

け て お り 、 ま ニ ュ

ー に な っ て い る 。  
 

写 真 3 - 3 - 5  「 み ず が き 山 リ ー ゼ ン ヒ ュ ッ テ 」  
の 大 広 間 （ 左 ） と グ ラ ン ド （ 右 ）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
2 日 目 は 、 全 国 植 樹 祭 が 行 わ れ た 瑞 牆 山 の 麓 に あ る 「 み ず が き の

森 」 で 森 林 セ ラ ピ 人 気 の エ ク サ

サ イ ズ 「

日 本 ノ ル ク

ウ ォ ー キ な 筋

肉 の 強 化 向 上

さ せ る こ ず 、

全 て の 人

こ の エ ク る

が 、「 養 プ ラ ン 」に お い て 使 用 す る ポ ー ル は 改 良 さ れ て お り 、非 常

に 軽 く 、 老 人 で も 簡 単 に 使 用 す る こ と が で き る 。  
 

３ ０ 分 か ら １ 時 間 程 度 の 散 策 を 行 う こ と が で き る 。ま た 、「オ ン ド

ル 」 で は 、 源 泉 入 浴 の 疲 労

ク

「 増 富 の 湯 」 に は 宿 泊 施 設

ン ヒ ュ ッ テ 」 に 宿 泊 す る 。 こ こ に は 、 畳 の 大 広 間 や 広 い グ ラ ン ド

が あ る た め 、 バ ラ

た 「 時 季 の も の を 食 べ る 」 こ と に も こ だ わ っ た メ

ー を 行 っ て い る 。 こ こ で は 、 欧 州 で

ノ ル デ ィ ッ ク ウ ォ ー キ ン グ 」 を 体 験 す る 。  
デ ィ ッ ク ウ ォ ー キ ン グ 協 会 H P に よ る と 、 ノ ル デ ィ ッ

ン グ と は 、「持 久 力 の 向 上 、上 半 身 お よ び 下 半 身 の 様 々

、 体 重 管 理 の 助 長 、 そ し て 首 お よ び 肩 の 動 き と 血 行 も

と が で き 、 身 体 能 力 、 性 別 、 あ る い は 年 齢 に か か わ ら

々 に 適 応 す る フ ィ ッ ト ネ ス エ ク サ サ イ ズ 」 で あ る 。  
サ サ イ ズ に は 、 ス キ ー の ポ ー ル の よ う な も の を 使 用 す

療
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写 真 3 - 3 - 6  「 療 養 プ ラ ン 」 に お け る  
ノ ル デ ィ ッ ク ウ ォ ー キ ン グ 利 用 風 景 （ 左 ） と ポ ー ル （ 右 ）  

 

 
終 日 は 、軽 め 湯 」か ら 2ｋ ｍ

山 梨 県 指 の 木 」

を 見 学 す る 。 推 定 樹 齢 は 、 3 0 0 も

い わ れ て い る 。 樹 高 は 3 0ｍ 、 目 通 く 横 に

伸 び た 枝 や 根 に 、 木 の 力 強 さ や そ の る こ

と が で き る 。  
 
写 真 3 - 3 - 7  山 梨 県 指 定 天 然 記 念 物

 
 

 

 

 

の メ ニ ュ ー に な っ て お り 、「 増 富 の

ほ ど の 離 れ た と こ ろ に あ る 定 天 然 記 念 物「 日 影 の ト チ

年 以 上 で あ り 、 一 説 に は 6 0 0 年 と

り 幹 囲 は 8 . 4ｍ あ る 。 大 き

生 命 の エ ネ ル ギ ー を 実 感 す

「 日 影 の ト チ の 木 」  
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（ ４ ）「 療 養 プ

 「 療 体 」

「 魂 」「環 境 」の 3 要 素 が 含 ま れ て い る（「 牧 場 プ ラ ン 」に お い て は 、

詳 細 に 見 る と 、「 運 動 」「 食 事 」と い っ た 内

プ ラ ン 」 に つ い て は 「 美 容 」 も 含 む

特 に 、 構 成 要 素 の 「 魂 」 に つ い て み

よ る「 リ ラ ッ ク ス 」、気 功 体 験 や バ

容 に は ヨ ガ や 森 林 瞑 想 と い っ た も の

が 非 常 に 充 実 し て い る こ と が 分 か る

 
（ ５ ）「 療 養 プ ラ ン 」 の 実 施 体 制 と

「 増 富 の 湯 」 に は 、 温 泉 利 用 指 導 者

と い っ た 有 資 格 者 が 数 名 い る 。 バ ラ ン ス 体 操 や 気 功 体 操 と い っ た

ロ グ ラ ム に つ い て は 1 名 、森 林 セ ラ ピ ー に つ い て は 2 名 で 行 っ て

い

の 掲 載 と な っ て い る 。  

６ ）「 療 養 プ ラ ン 」 の 参 加 者 と そ の 動 向  
今 年 3 で あ る が 、参 加 者 は 延 べ 1 0 0
ほ ど い る 。 6 月 に 行 っ た 自 主 企 画 プ ラ ン に お い て 、 山 梨 総 研 が 行

た 随 伴 調 査 に よ る と 、 い く つ か の 特 徴 が 見 受 け ら れ た 。  
・  参 加 者 は 、 6 0 歳 以 上 の 方 が 多 い  
・  山 梨 県 以 外 の 方 が ほ と ん ど で あ る  
・  一 度 参 加 し て 、体 の 調 子 が 良 く な っ た た め 、再 度 参 加 し て い る  
・  そ の 際 、 家 族 や 友 人 を 誘 っ て 参 加 し て い る  
・  リ ピ ー タ ー 率 が 非 常 に 高 い  
・  参 加 動 機 は 口 コ ミ が 多 い  

 課 題 と 展 望   

１ ） 誘 客 方 法  
現 在 、 誘 客 方 法 は J R 東 日 本 の 「 大 人 の 休 日 」 と 自 身 の H P 及 び

パ ン フ レ ッ ト だ け で あ る 。 口 コ ミ に よ る 参 加 者 や リ ピ ー タ ー が 多 い

が 、 将 来 的 な こ と を 考 え る と 、 新 規 の 参 加 者 も あ る 程 度 は 確 保 す る

ラ ン 」 の 特 徴  
養 プ ラ ン 」に は 、健 康 サ ー ビ ス を 構 成 す る 5 要 素 の う ち 、「

こ の ３ 要 素 に「 社 会 」を 併 せ た ４ 要 素 ）。ま た 、構 成 要 素 の「 体 」を

容 を 含 ん で い る（「 エ ス テ

）。  
る と 、 温 泉 入 浴 や オ ン ド ル に

ラ ン ス 体 操 、ま た 今 後 提 供 す る 内

が あ る こ と か ら 「 瞑 想 ・ ヨ ガ 」

。  

誘 客 方 法  
、 温 泉 入 浴 指 導 員 、 温 泉 療 養

士

プ

る 。  
ま た 、 誘 客 方 法 で あ る が 、 現 在 は J R 東 日 本 と 提 携 し て 行 う プ ラ

ン と 、自 主 企 画 に よ る プ ラ ン の 2 つ が あ る 。そ の た め 、誘 客 方 法 は 、

Ｊ Ｒ 東 日 本 と 提 携 し て 行 う プ ラ ン に つ い て は 、「大 人 の 休 日 」へ の パ

ン フ レ ッ ト 掲 載 、 自 主 企 画 に よ る プ ラ ン に つ い て は 、 自 身 の H P や

パ ン フ レ ッ ト へ

 
 

（

 月 か ら 始 ま っ た「 療 養 プ ラ ン 」

名

っ

 
５

 
（
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必 要 が あ る 。  
ま た 、 療 養 プ ラ ン 参 加 者 は 他 県 か ら の 方 が ほ と ん ど で あ る 。 そ こ

で 、 首 都 圏 に す む 団 塊 の 世 代 を タ ー ゲ ッ ト の 1 つ に と ら え 、 誘 客 す

る 方 法 を 検 討 す る 必 要 が あ る 。  
 

（ ２ ） 運 営 体 制  
現 在 、療 養 プ ラ ン 参 加 者 へ の 指 導 等 は 、2 名 の 職 員 で 行 っ て い る 。

特 に 、 朝 晩 に 行 わ れ る バ ラ ン ス 体 操 や 気 功 体 操 と い っ た プ ロ グ ラ ム

を 習 得 し た 者 は 1 名 し か い な い 。今 後 、多 く の 参 加 者 を 取 り 入 れ て 、

「 療 養 プ ラ ン 」 を 運 営 し て い く に は 、 現 在 の 職 員 体 制 で は 非 常 に 厳

い 。  
す る こ と は 金 銭 的 に 困

難

種 連 携  

本 業 を 経 営 し て い く こ と が

困 難 と な る 。 増 富 地 区 が 一 体 と な っ た 取 り 組 み も 必 要 で あ る 。  
ら に 、 健 康 サ ー ビ ス の 信 頼 性 を 確 保 し 続 け る た め に は 、 参 加 者

施 す る こ と が 求 め ら れ る 。

山 客 、 行 楽 客 が 多 数 訪 れ る 一

方 も か か わ ら ず 、 暖 房 費 等 の

エ

あ る 。  

（

現 在 は 、 誘 客 が 安 定 的 に 見 込 ま れ な い た め 、 自 主 企 画 に よ る 「 療

月 2 回 程 度 で あ る 。 小 規 模 グ ル ー プ を 対 象 と し

健 康 ツ ア ー を 、 イ ベ ン ト と し て 提 供 し て い る 段 階 で あ る 。 仮 に 、

度 の 参 加 者 を 見 込 む こ と が 出 来 れ ば 、 イ ン ス ト ラ

ク

し

指 導 者 や イ ン ス ト ラ ク タ ー 等 を 新 た に 雇 用

で あ る 。 そ の た め 、 現 在 在 職 す る 職 員 の 「 療 養 プ ラ ン 」 指 導 者 へ

の 人 材 育 成 が 必 要 で あ る 。  
 

（ ３ ） 各

増 富 地 区 や 北 杜 市 で 活 動 す る イ ン ス ト ラ ク タ ー 等 と の 連 携 も 有 用

で あ る 。 こ れ に よ り 新 た な プ ラ ン の 構 築 も 可 能 と な る 。  
ま た 、地 元 地 域 と の 連 携 も 重 要 で あ る 。「増 富 の 湯 」の み が 盛 況 で

あ っ て も 、 近 隣 の 温 泉 宿 が 疲 弊 し 、 さ ら に 登 山 客 や 行 楽 客 等 の 立 ち

寄 り 客 が 減 少 し て は 、 温 泉 施 設 と し て の

さ

の 健 康 の チ ェ ッ ク や 効 果 測 定 を 継 続 的 に 実

し か し 、 今 の と こ ろ 医 療 ・ 健 康 研 究 機 関 と の 連 携 を 行 っ て い な い 。  
 

（ ４ ） 冬 場 対 策  
新 緑 の 春 先 か ら 紅 葉 の 秋 口 に は 、 登

、 冬 季 の 日 帰 り 行 楽 客 は 激 減 す る 。 に

ネ ル ギ ー コ ス ト が 嵩 ん で い る 。  
雪 や 寒 さ と い っ た 弱 み を 克 服 す る 対 策 が 必 要 で

 
５ ） 新 規 プ ラ ン の 構 築  

養 プ ラ ン 」 の 開 催 は

た

毎 週 実 施 で き る 程

タ ー に よ る 指 導 も 可 能 と な り 、 新 た な プ ラ ン を 構 築 提 供 す る こ と

が 出 来 る 。  
ま た 、 近 年 の 健 康 ブ ー ム か ら 同 じ よ う な プ ラ ン が 全 国 各 地 で 生 ま
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れ て い る 。 他 と 差 別 化 を 図 る メ ニ ュ ー づ く り 、 参 加 者 に 飽 き さ せ な

い

６  増 富 の 湯 療 養 プ ラ ン の 体 験 ・ 評 価 と ア ン ケ ー ト  

（

た こ と か ら き め 細 か い サ ー ビ ス を 受 け る こ と が で き た 。 リ

ピ

が 、 四 季 の 移 ろ い を 肌 や 目 で 感 じ る こ

と が で き る こ と も 楽 し み に し て い た 。  
の 内 容 は 6 0 代 以 上 向 け で あ り 、 そ れ 以 外 の 層 に

と

気 功 と い

っ

変

え

参 加 し た い 」 と 口 々 に 言 っ て い る 。 仮 に 、 参 加 者 が 1 0 名 を 超 え て

ど の 時 間 を 一 人 一 人 に か け る こ と は 、 現 在 の 運 営

体

査 を 行 っ て い る 」と 回 答 し た 方

も し 続 け る

た め に は 、 参 加 者 の 健 康 の チ ェ ッ ク や 効 果 測 定 を 継 続 的 に 実 施 す る

が 不 可 欠 だ と 思 わ れ る 。  
 

た め の メ ニ ュ ー づ く り が 随 時 必 要 で あ る 。  
 
 

 
１ ）  体 験 と 評 価  

 山 梨 総 研 に お い て も 、 3 0 代 職 員 が 6 月 2 8 日 か ら 3 0 日 に 行 わ れ

た 自 主 プ ラ ン に 参 加 し て い る 。  
自 主 プ ラ ン で あ っ た た め 、 参 加 者 は 5 名 と 少 人 数 で あ っ た が 、 少

数 で あ っ

ー タ ー は 2 名 お り 、 そ の う ち の １ 名 は 毎 月 参 加 し て い る 。「 療 養

プ ラ ン 」 に 参 加 す る こ と で 、 体 調 が 良 く な っ た た め 、 再 度 リ ハ ビ リ

と し て 来 た と の こ と で あ っ た

「 療 養 プ ラ ン 」

っ て は 、特 に 運 動 の プ ラ グ ラ ム に つ い て は 物 足 り な い 感 じ が す る 。

し か し 、 リ ハ ビ リ が 必 要 な 方 に と っ て は 、 温 泉 や 森 林 浴 、

た 健 康 に よ い と 思 わ れ る こ と が 多 々 体 験 で き る た め 、 非 常 に 有 用

で あ る 。 現 在 の 「 療 養 プ ラ ン 」 の 内 容 は 、 温 泉 法 や 森 林 療 法 や 気 功

体 験 な ど で あ る が 、「増 富 の 湯 」で 実 施 で き る も の を い ろ い ろ と 取 り

込 ん で い る 。「療 養 プ ラ ン 」指 導 者 に よ る と 今 後 も 内 容 は ど ん ど ん

て い く と の こ と で あ る 。  
参 加 者 が 少 な か っ た こ と も あ り 、 一 人 一 人 に か け る 時 間 は 非 常 に

長 い も の で あ っ た 。そ の た め 、参 加 者 の 満 足 度 は 非 常 に 高 く 、「ま た

い た 場 合 、 こ れ ほ

制 で は で き な い と 思 わ れ る 。 人 材 育 成 ・ 人 材 確 保 に 期 待 す る 。  
ア ン ケ ー ト 結 果 に よ る と 、 生 活 習 慣 病 が 気 に な る と 回 答 し た 方 が

非 常 に 多 い 。「定 期 的 に 健 康 状 態 の 検

同 程 度 い る 。「健 康 」と い う キ ー ワ ー ド で サ ー ビ ス を 提 供

こ と 、 医 療 関 係 者 と の 提 携

ま た 、 こ の 「 療 養 プ ラ ン 」 が 好 評 で あ れ ば 、 今 後 は 長 期 滞 在 型 の

プ ラ ン を 要 望 す る 声 も 予 想 さ れ る 。 現 在 は 、 近 隣 の 温 泉 宿 と の 連 携

が 無 い が 、 宿 泊 場 所 の 連 携 も 必 要 に な っ て く る 。 さ ら に 、 地 区 と し

て の 売 り 込 み も 必 要 で あ り 、 地 域 一 体 と な っ て の P R 活 動 や 特 産 品

づ く り と い っ た 「 療 養 プ ラ ン 」 外 の 連 携 も 重 要 で あ る 。  
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（ ２ ）  ア ン ケ ー ト 結 果  
 
１ ） ア ン ケ ー ト の 概 要  
・ 調 査 対 象  

1 0 日 に 実 施 さ

た 自 主 プ ラ ン 参 加 者  

 

 

 

 

・

 
 

 
6 月 2 8 日 か ら 6 月 3 0 日 及 び 7 月 8 日 か ら 7 月

れ

 
・  調 査 方 法  

ア ン ケ ー ト 用 紙 配 布 ・ 回 収  

・  回 収 結 果  
対 象 人 数 ：  1 3 人  

6 月 2 8 日 か ら 6 月 3 0 日  4 人  
7 月 8 日 か ら 7 月 1 0 日   9 人  

 

２ ）  回 答 者 の 属 性 に つ い て  
・ 参 加 者 の 年 齢  
 
 
 
 
 

男性 女性

60歳代 3 5 8

70歳代 2 3 5

5

・ 参 加 者 の 居 住 地  
東 京 都  5 名 、 茨 城 県 ・ 千 葉 県  各 2 名 、 神 奈 川 県 ・ 埼 玉 県 ・

新 潟 県  各 1 名 、 未 記 入  1 名  
 

お 住 ま い か ら こ ち ら に 来 る ま で に 利 用 し た 主 な 交 通 手 段  
 
 
 
 

8 13

交通手段

鉄道 11

マイカー 2

計 13 
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３ ）  内 容  
・ ど な た と 参 加 し て い る か  

 
 

・「 増 加 回 数  

 
 
 
「 増 富 の 湯 療 養 プ ラ ン 」 へ の 参 加 動 機  

自 分 査 頻 度  
定 期 的  1 2 名  

ど き  1 名   
 
・ あ

る   1 名  

 （ 生 活 活 習 慣 病 で な い が 気 に な る  2 名 ）  
 ※ れ 脳 梗 塞  1 名 、 体 の ゆ が み  1 名 、   
   名 、 ド ラ イ ア イ  1 名              

 
友人 

 
 

富 の 湯 療 養 プ ラ ン 」 へ の 参

 
 

・

 
 
 
 
 
 
 
・ 自 身 の 健 康 状 態 に つ い て の 検

状 態 に よ り と き

な た の 現 在 の 健 康 状 態  
健 康 で あ

 健 康 で は な い  1 0 名  
習 慣 病  8 名 、 生

 脳 梗 塞  2 名 、 か く

喘 息  1 名 、 肺 炎  1
 
 
 
 
 
 
 
 

7

4

計 13

家族

個人 2

初めて 7

計

２回以上 6

13

友人知人から紹介 7

パンフレット 3

ＪＲ「大人の休日」 3

インターネット 2

計 15
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・ 参 加 動 機  
 
 
 
 
 
 
 
 運動不足解消

 
 
 
 
 
 減量

 
 
 
 
 
・「 増 富 を 経 験 し て の 効 果  

  
 

 
 
 
 
 

温泉浴に癒しを求めて 10

7

7

5

特に増富温泉が好き 4

3

3

3

3

リハビリ 2

2

体力づくり 1

ストレス解消 1

研究活動の一環 1

温泉が好き

森林浴・自然浴に癒しを求めて

以前、増富の湯のプログラムに参加したことがあった

生活習慣病予防改善

各種プログラムの充実

森林が好き

の 湯 療 養 プ ラ ン 」

 
 そう思う そう思わない わからない

14

11

よく眠れた 11 1 1

8 3 1

1 4 5

リラックスできた

血圧が下がった
 
 

体力に自信がついた

体重が減った

ひざ・腰痛が楽になった 7 1 4

ストレスが減った 11 2

特に効果はない 2 9 1
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・「 増 富 の 湯 療 養 プ ラ ン 」 の 満 足 度  

次

   は い  1 3 名  
                                   

非常に満足 やや満足 普通 やや不満 非常に不満

「増富の湯　療養プラン」全体 14

１．自然 14

２．施設 14

３．スタッフ 13

４．プログラムの全体の内容 13 1

　命の径散策コース(1日目） 11 3

　みずがきの森・森林浴（2日目） 10 2

　「トチの木」で自然浴（3日目） 5 2

　バランス体操 13 1

　気功体験 13 1

５．食事 13 1

 

 
回 以 降 、「 増 富 の 湯 療 養 プ ラ ン 」 へ の 参 加 希 望  ・
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７  他 事 例 紹 介  上 田 市 鹿 教 湯 健 康 セ ン タ ー「 ク ア ハ ウ ス か け ゆ 」 
 

地 を 「 国 民 保 健 温 泉 地 」 と し て 指 定 を 開 始 し 、 丸 子 温 泉 郷 は 同 年

国 民 保 健 温 泉 地 」に 指 定 さ れ た 。全 国 で は 現 在 ま で に 21 地 区 あ る 。 

期 の 日 本 経 済 の 近 代 化 が 進 ん だ 時 代 の 流 れ の 中 で も 、 ま た 、 戦 後

高 度 成 長 経 済 の 過 程 を 経 た 現 在 で も 連 綿 と 伝 統 を 受 け 継 ぎ 、 健 康

保 養 の た め 、 ま た 健 康 の 郷 づ く り を 目 指 し て 地 域 全 体 と し て 取 り 組

ん で い る 。  

鹿 教 湯 温 泉 は 、 国 民 保 養 温 泉 地 ・ 国 民 保 健 温 泉 地 で あ っ て 、 近 代

的 な 医 療 設 備 が 完 備 さ れ 、 高 血 圧 症 や 動 脈 硬 化 症 な ど に 悩 む 人 が 安

心 し て 療 養 で き る 温 泉 と な っ て い る 。 ま た 、 温 泉 利 用 型 健 康 増 進 施

設 「 ク ア ハ ウ ス か け ゆ 」 が あ り 温 泉 を 楽 し み な が ら 健 康 づ く り を す

る 事 が 出 来 る 。  

 

図 3 - 3 - 8  位 置

（ １ ） 地 域 の 概 要  
鹿 教 湯 温 泉 は 長 野 県 の 東 部 、 東 信 地 方 と い わ れ る 地 域 に 位 置 し 、

鹿 に 化 身 し た 文 殊 菩 薩 が 日 頃 か ら 信 仰 の 厚 い 猟 師 に 山 中 に 湧 く 温 泉

を 教 え た と 伝 え ら れ る こ と か ら 「 鹿
か

教
け

湯
ゆ

」 と 名 付 け ら れ 、 元 禄

時 代 か ら 湯 治 場 と し て 賑 わ っ て き た 。 昔 か ら 中 風 や 中 気 に よ く 効 く

と い わ れ 、 多 く の 人 々 に 利 用 さ れ て き た 名 湯 で あ る 。  

鹿 教 湯 、大 塩 、霊 泉 寺 か ら な る 丸 子 温 泉 郷 は 、 19 5 6 年 環 境 省 に よ

り 、 数 多 く あ る 温 泉 地 の 中 で 温 泉 利 用 の 効 果 が 充 分 期 待 さ れ 、 か つ

健 全 な 温 泉 地 と し て の 条 件 を 備 え て い る 地 域 と し て 「 国 民 保 養 温 泉

地 」に 指 定 さ れ た 。国 民 保 養 温 泉 地 は 現 在 ま で に 全 国 で 91 地 区 で あ

る 。  

環 境 省 は 19 8 1 年 、国 民 保 養 温 泉 地 の 中 か ら 保 健 的 利 用 に 適 し た 温

泉

「

 

（ ２ ） 鹿 教 湯 温 泉 の 特 徴  

 鹿 教 湯 温 泉 は 、 江 戸 時 代 初 期 か ら 湯 治 場 と し て 知 ら れ 、 明 治 ・ 大

正
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表 3- 3 - 1  鹿 教 湯 温 泉 の 泉 質 ・ 特 徴  

単純温泉
単純温泉は、含有成分が微量なため即効性は期待できないが
刺激が少ないので脳卒中のリハビリなどに利用され、中風の
湯・神経痛の湯ともいわれている

加温状況

還流状況

混合しているた
め安定した温度と成分が供給できる

弱アルカリ性低張性高温泉

泉　　質 【弱アルカリ性泉】美肌効果がある

【低張泉】サラサラした湯で、水分をカラダに吸収しやすい

加水状況 加水なし

【高温泉】一般に快適な入浴温度は42℃前後であるため、高
温泉以外は過熱が必要。源泉温度が高いほど効能成分が多い
傾向にあるが、刺激が強すぎたり、加水する必要もあり成分
が不安定なる。鹿教湯温泉は、５つの源泉を

加温なし

掛け流し
貯湯槽 なし
温　　度 夏：46℃　冬：49℃ 29℃～57℃までの５源泉を集中管理方式により混合している

掘削深度 128ｍ～350ｍ 浅い
湯　　量 毎分　2,370リットル 最大2,800リットル

鹿教湯温泉は、加水なし、加温なし、薬剤なし、貯湯なしの
掛け流し温泉の条件を満たしている

 
 

 

す る 話 が ま と ま り 、19 7 8 年 に 地 域 を あ げ て の 健 康 づ く り 運 動 普 及 の

康 保 養 協 会 」 を 発 足 さ せ 「 健 康 の 郷 」 づ

る 知 識 の 普 及 活 動 や 、 体 験 、 実 践 指 導 な ど を 行 っ て い

る

1/ 3）で 建 設 さ れ 、温 泉 を 利 用 し た 多 目 的

温 泉 保 養 施 設 と し て 19 8 3 年 4 月 オ ー プ ン す る 。施 設 の 管 理 運 営 業 務

は 株 式 会 社 （ 現 在 、 上 田 市 の 第 3 セ ク タ ー ） が 行 っ

て い る 。  

1 9 9 1 年 に は 、 な ど が 基 準

を 満 た し 、 健 康 増 る 施 設 と し て

厚 生 労 働 省 に よ り 認 定 さ れ た（ こ

の 認 定 施 設 は 2 0 ）。  

 2 0 0 0 年 に は 健 康 に 適 し た 施 設

と し て 厚 生 労 働 省 を 受 け た 。  

 

２ ） 組 織 体 制  

丸 子 温 泉 開 発 株 式 在 7 名 の ス

（ ３ ） 上 田 市 鹿 教 湯 健 康 セ ン タ ー 「 ク ア ハ ウ ス か け ゆ 」 概 要  

鹿 教 湯 温 泉 は 、19 7 7 年 に 病 院 と 地 元 の 住 民 と の 協 力 関 係 を 組 織 化

た め の 組 織 「 鹿 教 湯 温 泉 健

く り に 取 り 組 ん で き た 。  

こ の 協 会 に は 鹿 教 湯 病 院 や 鹿 教 湯 温 泉 観 光 協 会 、 旅 館 組 合 、 商 工

会 、（旧 ）丸 子 町 な ど 鹿 教 湯 温 泉 に か か わ る 全 て の 組 織 が 参 加・加 盟

し て い る 。 そ し て 地 域 を あ げ て 「 栄 養 」「 運 動 」「 休 養 」 な ど 健 康 増

進 の 基 本 と な

。そ の 中 心 的 拠 点 と な っ て い る の が「 ク ア ハ ウ ス か け ゆ 」で あ る 。  

 

１ ）「 ク ア ハ ウ ス か け ゆ 」 概 要  

ク ア ハ ウ ス か け ゆ は 、 敷 地 面 積 2, 4 5 5 ㎡ 、 事 業 費 2 憶 ７ 00 0 万 円

（ 国 の 補 助 1/ 3、県 の 補 助

、 丸 子 温 泉 開 発

設 備 や 健 康 運 動 指 導 士 、運 動 指 導 の 内 容

進 の た め の 運 動 を 安 全 に 適 切 に 行 え

「 温 泉 利 用 型 健 康 増 進 施 設 」 に

0 7 年 4 月 現 在 で 全 国 に 2 8 施 設 あ る

増 進 施 設 の う ち 、運 動 療 法 を 行 う の

に よ り 「 指 定 運 動 療 法 施 設 」 の 指 定

会 社 は 、 19 6 1 年 1 2 月 設 立 さ れ 、 現
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タ ッ フ が 鹿 教 湯 温 泉 の 源 泉 の 集 中 管 理 と 鹿 教 湯 温 泉 内 47 の 施 設（ 旅

館 31 か 所 、病 院 2 か 所 、老 人 ホ ー ム 5 か 所 、共 同 浴 場 2 か 所 、そ の

他 7 か 所 ） に 温 泉 供 給 を 行 っ て い る 。 ま た 、 そ の 内 6 名 が 兼 務 し て

「 ク ア ハ ウ ス か け ゆ 」 の 管 理 運 営 業 務 に あ た っ て い る 。  

 ク ア ハ ウ ス か け ゆ は 健 康 増 進 施 設 の 認 定 を 受 け て い る た め 、 施 設

に は 温 泉 管 理 士 、 温 泉 利 用 指 導 者 、 健 康 運 動 指 導 士 、 健 康 運 動 実 践

指 導 者 の 資 格 を 有 す る 職 員 が 常 駐 し て い る 。 温 泉 入 浴 指 導 員 、 救 急

法 救 急 員 に つ い て は 職 員 全 員 が 資 格 を 取 得 し て い る 。  

 ク ア ハ ウ ス か け ゆ 自 体 の 経 営 は 赤 字 で あ る が 、 源 泉 管 理 と 温 泉 供

給 業 務 の 収 益 に よ り 補 っ て い る 。 ク ア ハ ウ ス は 、 上 田 市 民 の 健 康 増

進 施 設 の 拠 点 で あ り 、 市 の 健 康 増 進 施 策 を 更 に 推 進 す る た め 、 2 年

後 に 市 の 直 営 と な る 予 定 で あ る 。  

） 施 設 概 要  

る よ

う

な ど が あ り 、 2 階 に は 、 ト レ ー ニ ン グ ル

ー

 

３

 ク ア ハ ウ ス か け ゆ は 、 温 泉 を 活 用 し て 健 康 づ く り に 取 り 組 め

つ く ら れ た 施 設 で 、 全 て 水 着 着 用 で 男 女 ・ 家 族 と も に 入 浴 を 楽 し

む こ と が で き る 。 正 面 玄 関 前 広 場 に は 、 足 湯 が あ り 誰 で も 無 料 で 利

用 で き る 。 館 内 1 階 は 、 8 種 類 の 浴 槽 か ら な る 「 バ ー デ ゾ ー ン 」 と

温 泉 プ ー ル 、 飲 泉 コ ー ナ ー

ム 、 レ ス ト ル ー ム 、 健 康 相 談 室 、 マ ッ サ ー ジ コ ー ナ ー が あ る （ 表

3- 3 - 2）。  

 

表 3 - 3 - 2  8 種 類 の 浴 槽 と 温 泉 プ ー ル の 特 徴  

か ぶ り 湯 入浴前には血管を拡張させ、血圧の急な上昇を防ぎ、湯上がりにはのぼせを予防する。

全 身 浴
痛・筋肉痛によく効く。
40℃～42℃の湯の全身浴は発汗を盛んにして、物質代謝を促進するので、疲労回復・神経

圧

の血管が穏やかに拡張され、血液やリンパ液の流れが良くなるため、動脈硬化、高血

注 浴
温熱や水圧の刺激により、血液の循環がよくなり、神経痛・腰痛･打撲・捻挫などにマッサー
ジ効果がある。

歩 行 浴
温水と冷水の温度差による刺激と、底の小石による足の裏の刺激により、しもやけ、不眠症
などに効果がある。

泡 沫 浴 肌の美容、四十肩、腰痛、筋肉痛、関節痛、疲労回復などに効果がある。

寝 湯
皮膚
圧、不眠症の人に向いている。

箱 む し
発汗作用が盛んになり、新陳代謝が促進されるため、肥満、神経痛、リューマチ、疲労回復
に優れた効果を発揮する。

打 た せ 湯 天然の腰掛石に腰掛て落ちてくるお湯に打たれると、水圧によるマッサージ効果がある。

温泉プール
25m×5コース、水深0.9～1.1m、水温32℃（通年）
水温は年間通して、ウォーキングや水中運動に最適な32℃前後に保たれている。

超音波水流
マ シ ー ン

スクリュー回転から発生する超音波と水流が、内臓機能の向上、筋肉や関節の運動機能向
上に役立つ。  

料 ： ク ア ハ ウ ス か け ゆ Ｈ Ｐ よ り 作 成  

営

資

 

業 時 間 は 午 前 10 時 か ら 午 後 ８ 時 、休 館 日 は 毎 週 火 曜 日 、入 館 料 は
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大 人 70 0 円 、 小 学 生 50 0 円 、 幼 児 20 0 円 、 年 間 フ リ ー パ ス （ 25 , 0 0 0

円 ） や 回 数 券 （ 10 , 0 0 0 円 で 20 回 分 ） も 用 意 さ れ て い る 。  

 

写 真 3- 3 - 8  ク ア ハ ウ ス か け ゆ （ 足 湯 、 8 種 類 の 浴 槽 、 温 泉 プ ー ル ） 

  
 

４ ） 提 携 医 療 機 関  

ク ア ハ ウ ス か け ゆ は 、 ２ つ の 病 院 と 提 携 し て い る 。 一 つ は 国 内

ビ リ テ ー シ ョ ン ・ ノ ウ ハ ウ を 持 つ Ｊ Ａ 鹿 教 湯 三 才 山

費 控 除 が 適 用 さ れ る 。  
二 つ 目 は ダ イ エ ッ ト 外 来 科 を 設 置 し て い る 上 田 リ サ ー チ パ ー ク ・

態 に 合 わ せ て 運 動 療

法 の 適 応 を 判 断 し 運 動 指 導 箋 を 作 成 し て い る 。 こ の 処 方 に 基 づ き ク

ア ハ ウ ス か け ゆ の 健 康 運 動 指 導 士 が 、 個 人 の 体 力 や 運 動 能 力 、 健 康

状 態 に 適 し た 運 動 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し て い る 。  

 

写 真 3- 3 - 9  リ ハ ビ リ テ ー     写 真 3- 3 - 1 0  上 田 リ サ ー チ パ ー  

シ ョ ン セ ン タ ー 鹿 教 湯 病 院     ク ・ ク リ ニ ッ ク  

高 レ ベ ル の リ ハ

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン セ ン タ ー 鹿 教 湯 病 院 で あ る 。 温 泉 医 ・ 温 泉 療 法

医 が 患 者 の メ デ ィ カ ル チ ェ ッ ク を 行 い 、 そ の 結 果 を 「 温 泉 療 養 指 示

書 」 す る 。 こ の 指 示 書 に 基 づ き ク ア ハ ウ ス か け ゆ の 温 泉 利 用 指 導 者

が 、 患 者 の 温 泉 利 用 プ ロ グ ラ ム を 作 成 し 入 浴 方 法 な ど き め 細 か な ア

ド バ イ ス を 行 う 。 ク ア ハ ウ ス か け ゆ を 利 用 す る 際 は 、 国 の 「 指 定 運

動 療 法 施 設 」 に 指 定 さ れ て い る た め 、 施 設 の 利 用 料 に つ い て は 、 所

得 税 の 医 療

ク リ ニ ッ ク で あ る 。 ク リ ニ ッ ク で は 、 患 者 の 状

  

出 典 ： 病 院 Ｈ Ｐ  

） ク ア ハ ウ ス か け ゆ の 利 用 状 況 と プ ロ グ ラ ム 内 容  

 

５

 ク ア ハ ウ ス か け ゆ の 年 間 利 用 者 数 は 約 2 万 40 0 0 人 （ １ 日 平 均 約
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8 0 人 ）で 健 康 増 進 に 関 心 の 高 い 市 内 在 住 者 が ６ 割 を 占 め 、長 野 県 内

が ２ 割 、 そ の 他 関 東 圏 が ２ 割 と な っ て い る 。 ク ア ハ ウ ス 近 く に は 安

で 長 期 滞 在 に 適 し た 国 民 宿 舎 も あ り 、 個 人 で 訪 れ る リ ピ ー タ ー も

 ク ア ハ ウ ス か け ゆ は 、 利 用 者 の 体 力 、 健 康

プ ロ グ ラ ム を 作 成 す る た め 、 問 診 （ 問 診 表 へ

れ に 基 づ き 評 価 表 、 指 導 書 を 作 成 し 、 利 用 者

泉 ・ 運 動 プ ロ グ ラ ム を 提 供 し て い る 。 温 泉 利

導 士 は 、利 用 者 の 健 康 状 態 や 症 状 に よ り 10

か ら も 効 果 的 な プ ロ グ ラ ム を 選 択 し 個 々 の

）。  

康 デ ー タ は 蓄 積 さ れ て い る た め 、 常 連 客 で あ れ

ば

価

多 い 。  

状 態 に 合 っ た 温 泉 入 浴

記 入 す る ） を 行 い 、 そ

一 人 ひ と り に 合 っ た 温

用 指 導 者 ・ 健 康 運 動 指

コ ー ス の プ ロ グ ラ ム の 中

指 導 を 行 っ て い る （ 図

2

ま た 、 利 用 者 の 健

蓄 積 し た デ ー タ か ら よ り 効 果 的 な プ ロ グ ラ ム が 組 む こ と が で き 、

健 康 増 進 等 の 効 果 を 体 感 で き る 。 地 域 住 民 や 長 期 滞 在 者 が リ ピ ー タ

ー と し て 訪 れ る 要 因 と も な っ て い る 。  

 

図 3 - 3 - 9  温 泉 入 浴 プ ロ グ ラ ム 例  

→ かぶり湯 →
全身浴
部分浴

→ 打たせ浴 → 休憩 → 歩行浴 → 圧注浴 → 寝湯 → 休憩

10ぱい 4～6分 2～3分 5分 5周 3～5分
10～
15分

30～
60分

腰　痛
肩こり
コース

 

→ かぶり湯 →
全身浴

→ 圧注浴 → 休憩
部分浴

10ぱい 4～6分 3～5分 5分 3～5分 5周
10～
15分

30～
60分

容コース
→ 箱蒸し → 歩行浴 → 寝湯 → 休憩

美

 

 

  

温 泉 プ ー ル で は 、 休 館 日 を 除 く 毎 日 午 後 ２ 時 30 分 か ら ３ 時 ま で の

0 分 間 （ 月 水 金 は 午 前 10 時 3 0 分 か ら 11 時 の 時 間 帯 を 追 加 し １ 日

を さ ら に 、水

中 ウ ォ ー キ ン グ で は 物 足 り な い 人 や 象 に 、

第 ２ 、 ４ 月 曜 日 の 午 後 ３ 時 10 分 か ン グ －

減 量 コ ー ス － も 用 意 さ れ て い る 。  

 ま た 、 健 康 美 人 体 操 や 、 水 中 ス ト 、 子

供 編 ） な ど 、 毎 月 内 容 を 変 更 し な が 。  

  

６ ） 市 と 共 催 に よ る 活 動  

ク ア ハ ウ ス か け ゆ の 職 員 地 域 住 民 や 宿 泊 客 な ど

対 象 と し た 健 康 体 操 や 森 林 ウ ォ ー キ ン グ を 開 催 し て い る 。 健 康 体

間 、健 康 広 場

3

２ 回 開 催 ）、専 門 ト レ ー ナ ー が 水 中 ウ ォ ー キ ン グ 教 室 と 水 中 運 動 教 室

開 催 し て い る 。参 加 費 は 無 料（ 但 し 、入 館 料 が 必 要 ）。

身 体 を 引 き 締 め た い 人 を 対

ら 15 分 間 、 水 中 ウ ォ ー キ

レ ッ チ 、 水 泳 教 室 （ 大 人 編

ら イ ベ ン ト を 開 催 し て い る

は 、 施 設 の 外 で も

を

操 は 、毎 日（ 休 館 日 は 実 施 し な い ）午 前 ９ 時 か ら 25 分

（ 文 殊 堂 境 内 ） に お い て 、 頭 の 体 操 や 全 身 ス ト レ ッ チ な ど を 行 っ て
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い る 。 続 い て 森 林 ウ ォ ー ク で は 、 午 前 ９ 時 30 分 か ら 15 分 間 、 健 康

広 場 を ス タ ー ト し て 、 森 林 や 温 泉 街 を 楽 し み な が ら ウ ォ ー キ ン グ す

る 。  

 こ の 他 、 市 と 連 携 し て 各 地 域 に 出 向 き 、 体 力 づ く り 教 室 や 健 康 運

動 教 室 、 生 活 習 慣 病 予 防 教 室 、 脳 卒 中 予 防 教 室 な ど 健 康 増 進 事 業 や

介 護 予 防 生 活 支 援 事 業 、 老 人 ク ラ ブ 生 き が い 対 策 事 業 等 に 協 力 し て

い る 。  
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第 ４ 章  ま と め  
 
 今 回 の 調 査 で は 八 ヶ 岳 南 麓 地 域 の キ ー プ 協 会 、 増 富 の 湯 の 2 つ の

健 康 サ ー ビ ス 事 業 の 成 立 条 件  

１  森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 サ ー ビ ス 導 入 の き っ か け  
2 0 0 4 年 3 月 か ら 、 産 官 学 の 有 識 者 に よ る 「 森 林 セ ラ ピ ー 研 究 会 」

で 、 森 林 療 法 に 関 す る 具 体 的 な 調 査 研 究 や 森 林 療 法 の 実 践 に か か る

諸 条 件 の 検 討 整 備 、 広 報 活 動 が 行 わ れ た 。 こ れ を 受 け て 2 0 0 5 年 8
月 か ら 山 梨 県 は 「 山 梨 県 森 林 セ ラ ピ ー 研 究 会 」 を 開 催 し 、 県 有 林 を

中 心 と し た 森 林 浴 コ ー ス 、 森 林 公 園 、 森 林 文 化 の 森 な ど の 活 用 方 策

と 推 進 方 法 な ど の 検 討 を 始 め た 。  
す で に「 増 富 の 湯 」で は 、2 0 0 5 年 の 5 月 に 施 設 周 囲 を 巡 る フ ィ ッ

ト ネ ス 遊 歩 道 「 命 の 径 」 を 整 備 し 、 運 動 プ ロ グ ラ ム の 提 供 を 始 め て

い る 。 キ ー プ 協 会 の 健 康 プ ロ グ ラ ム （ 森 療 時 間 ） が 初 め て 提 供 さ れ

た の が 2 0 0 5 年 7 月 で 、「 森 林 セ ラ ピ ー 」と い う 言 葉 が 現 れ た 時 点 で

森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 プ ロ グ ラ ム が 検 討 さ れ 、 実 践 さ れ て き た 。  
こ う し た 自 主 的 取 り 組 み の バ ッ ク ボ ー ン と な っ た の が 県 環 境 科 学

研 究 所 の 調 査 研 究 で あ る 。2 0 0 0 年 か ら 、富 士 北 麓 や 八 ヶ 岳 南 麓（ キ

ー プ 協 会 ） な ど を フ ィ ー ル ド と し て 、「 高 原 に 短 期 滞 在 す る 効 果 」、

「 高 原 で の 散 歩 の 効 果 」、「 高 原 で の 運 動 と 酸 化 ス ト レ ス 」 な ど の 調

査 研 究 が 行 わ れ 、「「 キ ー プ 協 会 」 そ の 他 の 北 杜 市 内 の 関 係 者 の 取 り

組 み に 科 学 的 裏 づ け を 提 供 し た 。  
 2 0 0 6 年 以 降 山 梨 県 は「 森 林 セ ラ ピ ー 」を 普 及 す る た め に 、県 内 各

地 で 研 修 会 を 開 催 し 、 キ ー プ 協 会 他 の 多 様 な 取 り 組 み を 紹 介 し た 。

こ う し て 各 地 に 自 主 的 な 研 究 会 が 生 ま れ 、 こ れ ら 研 究 会 に よ っ て 各

種 体 験 ツ ア ー が 開 催 さ れ て き た 。  
 こ の よ う に 当 地 域 で の 森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 サ ー ビ ス は 、 林 野

庁 な ど の 調 査 活 動 、 広 報 活 動 や 推 進 活 動 が き っ か け と な り 、 県 環 境

科 学 研 究 所 の 「 自 然 が も た ら す 快 適 性 に 関 す る 調 査 研 究 」 の 裏 づ け

と 、 森 林 空 間 の オ ー ナ ー で あ る 県 の 普 及 活 動 を 通 じ 、 推 進 さ れ て き

た と い え る 。  
 
２  健 康 サ ー ビ ス 事 業 の 提 携 実 施  
 

「 キ ー プ 協 会 」 は 「 教 育 を 実 験 的 に 取 り 組 む こ と 」 を ミ ッ シ ョ ン

と し て 、2 0 数 年 前 か ら 環 境 教 育 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る 。協 会 設

機 関 に お け る 健 康 サ ー ビ ス 提 供 の 状 況 を 中 心 に 検 討 し た 。 そ の 結 果

は 以 下 の よ う に な る 。  
 
第 １ 節  
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立 当 初 か ら 、「保 健 」は 目 的 の 一 つ で あ り 、健 康 や 精 神 衛 生 に 関 す る

解 が 協 会 内 に あ っ た 。 森 林 が 生 活 習 慣 病 や ス ト レ ス 障 害 に 有 効 で

は 健 康 に 焦 点 当 て た 環 境 教 育 で あ り 、 当 初

医 療 機 関 か ら の 受 託 事 業 と し て ス タ ー ト し た が 、 現 在 は 医 療 機 関

事 業 と し て 行 っ て い る 。 こ

プ ロ グ ラ ム で は キ ー プ 協 会 ス タ ッ フ は 森 林 環 境 教 育 を 、 外 部 の 医

を 組 み 合 わ せ た「 日 帰 り プ ラ ン 」

を

も の の 、 民 間 事 業 に 比 し て 少 な

グ ラ ム を 展 開 で き る ス タ ッ フ  
双 方 の 機 関 と も に 、 森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 サ ー ビ ス は 、 滞 在 プ

「 キ ー プ 協 会 」 の 強 み は 森 林 環 境 教 育 で あ り 、 経 験 豊 か な 自 然 観

察

理

あ る と の 調 査 結 果 を 受 け 、 医 療 ス タ ッ フ と 共 に 1 年 間 の 準 備 事 業 を

経 て 、2 0 0 5 年 に 主 催 事 業 と し て 健 康 増 進 プ ロ グ ラ ム「 森 療 時 間 」を

始 め た 。 こ の プ ロ グ ラ ム

は

と 連 携 し 、 休 養 ・ 保 養 を 目 的 と し た 主 催

の

療 ス タ ッ フ は 健 康 相 談 や 測 定 を 担 当 し て い る 。  
「 増 富 の 湯 」 は 都 市 と 農 村 の 交 流 お よ び 地 域 住 民 の 健 康 増 進 を 目

的 と し て 設 立 さ れ た 自 治 体 の 浴 場 と 宿 泊 施 設（ ロ ッ ジ・キ ャ ン プ 場 ）

の 指 定 管 理 者 で 、 主 と し て 日 帰 り 客 の 入 浴 料 金 に よ っ て 経 営 が 成 立

し て い る 。 当 施 設 で は 、 設 立 当 初 か ら 入 浴 客 を 対 象 に 入 浴 指 導 ・ ス

ト レ ッ チ 体 操 ・ 東 洋 医 学 な ど の 教 室 を 開 催 し て き た が 、 2 0 0 5 年 5
月 か ら は 、温 泉 と フ ィ ッ ト ネ ス 散 歩

J R 東 日 本 と 提 携 実 施 し 、2 0 0 7 年 か ら は 2 泊 3 日 の 滞 在 プ ロ グ ラ

ム を 提 供 し て い る 。  
 
３  健 康 サ ー ビ ス 事 業 と し て の 継 続 性  
 

双 方 の 機 関 が い ち 早 く 森 林 空 間 を 活 用 し た 健 康 サ ー ビ ス を 事 業 と

し て 継 続 実 施 で き た 条 件 と し て は 以 下 の よ う な こ と が 挙 げ ら れ る 。  
（ １ ） 事 業 運 営  
 双 方 と も に 、「 健 康 」 は 事 業 の 柱 で あ り 、「 健 康 サ ー ビ ス 」 の 必 要

性 に つ い て は 十 分 な 理 解 が あ っ た 。 ま た 、 両 者 は 財 団 法 人 で あ り 、

ミ ッ シ ョ ン に よ り 事 業 が 制 約 さ れ る

か ら ず 公 的 支 援 も あ り 、 経 営 的 に 優 位 で あ る と と も に 、 地 域 内 外 の

人 材 、 健 康 サ ー ビ ス 機 関 、 交 通 関 連 事 業 者 と の 連 携 な ど も 生 ま れ や

す い と い う 条 件 を 持 っ て い る 。  
（ ２ ） 誘 客  
 事 業 と し て 誘 客 は 大 の 課 題 で あ る 。「キ ー プ 協 会 」で は 東 京 の 医

療 機 関 と の 連 携 、「 増 富 の 湯 」 で は J R 東 日 本 と の 提 携 に よ っ て 、 当

初 の 募 集 が 進 ん だ 。 ま た 、 そ の 後 の 企 画 ツ ア ー に は リ ピ ー タ ー が 参

加 す る よ う に な っ た 。  
（ ３ ） 滞 在 プ ロ

ロ グ ラ ム の １ つ に 過 ぎ な い 。  

員 を 擁 し て お り 、 こ れ ら ス タ ッ フ と 医 療 関 係 の 外 部 ス タ ッ フ と の

コ ラ ボ レ ー シ ョ ン に よ り 、健 康 プ ロ グ ラ ム を 実 施 し て い る 。「増 富 の
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湯 」で は 温 泉 利 用 指 導 者・温 泉 入 浴 指 導 員 が「 温 泉 入 浴 」と「 体 操 」、

屋 外 運 動 な ど の サ ー ビ ス に 当 た り 、 必 要 の 都 度 、 外 部 の 協 力 者 （ ヨ

ガ 指 導 者 、 東 洋 療 法 関 係 者 な ど ） と 連 携 し て い る 。  
（ ４ ） 施 設 ・ 環 境  
 同 時 期 に 生 ま れ た 県 内 各 地 の 取 り 組 み と の 大 き な 違 い は 、 双 方 と

も に 、 宿 泊 施 設 を 持 ち 、 敷 地 内 も し く は 近 隣 に 散 歩 や 屋 外 体 操 の フ

ィ ー ル ド を 持 っ て い る こ と で あ る 。  
同 時 期 に 現 れ た 県 内 各 地 の 取 り 組 み を 見 る と 、 民 宿 等 の 宿 泊 事 業

者 、 森 林 関 係 者 、 医 療 関 係 者 の 協 力 に よ っ て 、 企 画 ツ ア ー が 実 施 さ

れ

を 対 象 と し た 健 康 サ ー ビ ス ） の 展 開  
双 方 と も に 、 企 画 ツ ア ー （ 集 団 を 対 象 と し た 健 康 サ ー ビ ス ） の 実

ま た 、 増 富 の 湯 で は 四 季 を

じ て こ れ ら 顧 客 が 参 加 で き る よ う に 、 冬 に 負 け な い 体 力 づ く り を

テ

防 、 フ ィ ッ ト ネ ス ・ 痩 身 、 リ ラ ッ ク ス 等 の 目 的 別

う に な る 。 一 方 、 事 業 者 は タ ー ゲ

層 と そ の ラ イ フ ス タ イ ル に と っ て 魅 力 的 で あ る よ う 、

ツ の 保 養 ホ テ ル の 取 り 組 み を 参 考 に し 、 健

が 制 限 さ れ 、ホ テ ル 宿 泊 が 激 減 し た 。

こ

て い る が 、中 核 と な る 宿 泊 施 設 を 持 っ た 健 康 サ ー ビ ス 機 関 が な く 、

事 業 の 継 続 性 に 課 題 が あ る 。  
 
第 ２ 節  課 題 と 展 望  
 

今 後 、 双 方 の 機 関 が 健 康 サ ー ビ ス 事 業 を さ ら に 充 実 す る た め に は

以 下 の よ う な 課 題 が あ げ ら れ る 。  
１  企 画 ツ ア ー （ 集 団

 

践 を 通 じ 、 リ ピ ー タ ー が 生 ま れ て い る 。

通

ー マ に 今 年 11 月 、 1 2 月 に 企 画 ツ ア ー を 実 施 予 定 で あ る 。 企 業 健

保 、 老 人 ク ラ ブ 等 と の 提 携 を 通 じ 多 様 な 集 団 を 対 象 と し た 企 画 ツ ア

ー や 生 活 習 慣 病 予

の 企 画 ツ ア ー を 推 進 し 、 リ ピ ー タ ー を 拡 大 す る こ と が 当 面 の 課 題 で

あ る と 思 わ れ る 。  
 
２  個 人 客 に 対 す る 健 康 サ ー ビ ス の 充 実 に 向 け て  

顧 客 が 増 加 す る に つ れ 、 個 人 ベ ー ス で 訪 れ る 保 養 客 ・ 健 康 増 進 客

は 多 様 な 健 康 サ ー ビ ス を 求 め る よ

ッ ト と す る 客

健 康 と い う 概 念 を 明 確 化 し 、 経 営 資 源 を 活 用 し て そ の サ ー ビ ス を 行

う と と も に 、 健 康 サ ー ビ ス と い う プ ロ ダ ク ト に つ い て 品 質 管 理 を 継

続 的 に 図 っ て い く 必 要 が あ る 。  
こ こ で 、 ス イ ス や ド イ

康 の 概 念 と 質 的 管 理 モ デ ル を 取 り 上 げ る 。  
ス イ ス 、 ド イ ツ 等 の 諸 国 は 9 0 年 代 半 ば か ら 、 疾 病 保 険 法 が 変 更

さ れ 、保 険 等 の 支 援 に よ る 療 養

の た め 、 保 養 ホ テ ル （ 健 康 セ ン タ ー を 持 つ ） は 健 康 増 進 と ウ ェ ル

ネ ス を 新 た な 事 業 と し 、 ホ テ ル は ウ ェ ル ネ ス を 新 た な マ ー ケ ッ ト と

し て 捉 え 、 こ れ に 対 し 各 種 サ ー ビ ス を 提 供 す る よ う に な っ た 。 ウ ェ
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ル ネ ス は 体 ・ 心 ・ 精 神 が 調 和 し た 健 康 状 態 で あ り 、 高 い ウ ェ ル ネ ス

を 達 成 す る 要 素 に は 自 己 責 任 、身 体 的 フ ィ ッ ト ネ ス 、健 康 的 な 食 事 、

緊 張 緩 和 、精 神 的 活 動 、社 会 と の 関 係 調 和 、環 境 へ の 順 応 が あ る（ 図

ェ ル ネ ス に 向 け た 、身 体 、心・精 神 、社 会 関 連 、

、 フ ィ ッ ト ネ ス 、 ダ イ エ ッ ト 、

美

4 - 1  高 度 な ウ ェ ル ネ ス を 達 成 す る 要 素  

ラ の

美しくなるための
ボディーケア 精神活動教育

4 - 1 参 照 ）。高 度 な ウ

環 境 関 連 の サ ー ビ ス が 健 康 サ ー ビ ス で あ り 、 図 に 示 す よ う に 、 ハ ー

ド （ 設 備 、 専 門 ス タ ッ フ ） を 基 礎 と し て 健 康 サ ー ビ ス が 提 供 で き る

（ 図 4 - 2 参 照 ）。 プ ロ グ ラ ム と し て は

容 等 の 個 別 プ ロ グ ラ ム や そ れ ら を 組 み 合 わ せ た 総 合 プ ロ グ ラ ム が

あ る 。 一 般 的 に 海 外 の 保 養 ホ テ ル で は 、 個 人 ベ ー ス の 客 は 個 別 、 総

合 プ ロ グ ラ ム と も に 利 用 可 能 で あ る 。  
 
図

Society 社会

Social relation 社会との関係

Physical fitness Meditation soul

運動 瞑想 魂

Relaxation stress
management

Body Mind
身体 バ ンス とれた リラクゼーション 心

栄養ダイエット ストレスマネジメント

Beauty body care Mental activity

education

自己責任

Self-responsabilityBalanced nutrition diet

Environment 環境  
出 典 ： N a h r e s t e d t  2 0 0 0  
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図 4 - 2  ホ テ ル や 温 泉 地 を 対 象 と し た ウ ェ ル ネ ス 概 念 に 関 す る 質 的

管 理 モ デ ル  

Ｉntegrative

総合

Ｂｏｄｙ 身体

Fitness Package Fitness center Sports scientist
フィットネスパッケージ フィットネスセンター スポーツ科学者

Wellness kitchen Okotropholog
ウェルネス・キッチン 栄養士

Beauty studio Beautician
ビューティー・スタジオ 美容師

Wellness Program
ウェルネスプログラム

Ｏ Soul 魂

Stress Management Relaxation Sauna Massagist
ストレス・マネジメント リラクゼーション サウナ マッサージ師

Yoga course Meditation Meditation center Yoga Teacher
ヨガ・コース 瞑想 瞑想センター ヨガ講師

Vital Program
生活プログラム

Ａ Mind 心

Painting Mental activity Art house Artist
絵画 精神活動 アートハウス アーティスト

Ｅ E

Social relations
社会との関係

A

A

Communication Leisure facility Leisure Educator
コミュニケーション レジャー施設 レジャー教育家

Environmen

Vine test

t 環境

Forest walk with Environmental Environment
forest Sensivitity councelor
森の専門家との 環境への順応 環境センター 環境カウンセラー
森の散歩

Environment center

Selfdetermination  自己決定

Health tourist as self payer  自己支払いの保養客

+

+

D

W

R

動きＭｏｖｅｍｅｎｔ

H

R

栄養ＮutritionダイエットDiet

Peeling ピーリング Skin 肌

Ｓ

Ｒ

Ｗ

Ｔ

Ｆ

Ｓpecial

Ｐrofessionals

（職業）

Ｐrograms Wellness bricks Ｆacilities

（設備）

Ｃentral wellness counseling(f.e.spa center:wellmess team=physician,health scientist,etc)

Ｗellness concept　　ウェルネスの概念

Ｗellness resort（f.e.ｗｅｌｌｎｅｓｓ hotel）　　ウェルネスリゾート（ウェルネスホテル）

ホテルや温泉を対象としたウェルネスの概念に対する質的管理モデル

中央ウェルネス・カウンセリング（温泉地のウェルネス・チーム＝医師、健康科学者など）

特別プログラム ウェルネスの積み木

特別

..

 
出 典 ： N a h r e s t e d t  2 0 0 0  
・  W． ナ ー ル シ ュ テ ッ ト 1 9 9 9  
・  ヨ ー ロ ッ パ に お け る 温 泉 利 用 者 の 動 向 と ラ イ フ ス タ イ ル  
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で 提 供 さ れ て い る 現 在 及 び 検 討 中 の サ ー ビ ス は 表 4 - 1

に 示 す よ う に 、 サ ー ビ ス カ テ ゴ リ ー は カ バ ー さ れ て い る 。 し か し 、

企 画 ツ ア ー は 、 集 団 が 一 定 の 総 合 プ ロ グ ラ ム に 従 っ て 滞 在 生 活 を 行

う も の で 、 企 画 ツ ア ー 以 外 に 訪 れ る 個 人 客 が 比 較 的 自 由 に 享 受 で き

る サ ー ビ ス は 、 キ ー プ 協 会 で は 森 林 散 歩 や 自 然 環 境 教 育 に 限 ら れ 、

「 増 富 の 湯 」 で は マ ッ サ ー ジ な ど の 浴 場 サ ー ビ ス が 中 心 と な る 。  
 今 後 、 個 人 客 に 対 応 し た 健 康 サ ー ビ ス を 提 供 す る た め に は 、 他 の

事 業 者 と の 連 携 に よ り 、 健 康 サ ー ビ ス を 拡 張 す る か 、 設 備 ・ ス タ ッ

フ の 拡 充 を 通 じ 、 健 康 サ ー ビ ス を 充 実 す る 必 要 が あ る 。  
キ ー プ 協 会 で は 温 泉 掘 削 を 進 め 、将 来 的 に は 浴 場 と 2 0 0 ベ ッ ド を

も つ 宿 泊 施 設 を 整 備 す る 計 画 を 持 っ て お り 、 こ れ が 完 成 す れ ば 、 浴

場 を 利 用 し た 個 人 客 対 応 の 健 康 サ ー ビ ス の 提 供 が 可 能 と な ろ う 。   
ま た 、「増 富 の 湯 」で は 企 画 ツ ア ー を 通 じ リ ピ ー タ ー が 増 加 し つ つ

あ り 、 こ れ ら リ ピ ー タ ー に つ い て は 低 限 の 健 康 や 体 力 の チ ェ ッ ク

な ど 、 顧 客 の 健 康 に 関 連 す る 情 報 の 蓄 積 を 図 り 、 健 康 サ ー ビ ス へ の

フ ィ ー ド バ ッ ク を 行 う こ と 通 じ 、 サ ー ビ ス の 質 的 向 上 を 図 っ て い く

こ と が 望 ま れ る 。  

 双 方 の 機 関
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表  キ ー プ 協 会 と 増 富 の 湯 の 健 康 サ ー ビ ス と 実 施 場 所  

）

想

自然と体 健康教室

1泊2日 日帰り １泊２日

２泊３日

スタッフ 自前スタッフ 自然解説員 温泉利用指導者等

連携スタッフ 医療機関との提携 提携

医師・看護師 ヨガ講師

セラピスト

施設・環境 宿泊施設 個室 ○ △（個室利用可）

グループ ○ ○

運動浴場 水中運動 × （検討中） ×

一般浴場 温泉浴 × （検討中） ○

休息室 研修室 ○ ○

屋内体操 ○ ○

屋外体操 ○ ○

遊歩道 ○ （6種） ○ （命の径）

4 - 1

誘客 対象 ストレスの方 健康を求める人

生活習慣病予備軍

健康 構成要素 体 運動 ロングハイキング ノルディック・ウォーク

サービス 栄養・食餌 食の養生

美容 (エステプラン検討中

キープ協会 増富の湯経営の要素

提携 医療機関 JR東日本

心 リラックス ハーブの使い方 温泉入浴・オンドル

瞑想・ヨガ 気功 呼吸法 気功 ヨガ

バランス体操

森林瞑

精神 創造活動 こけだまづくり ×

社会 コミュニケーション 森林管理作業 （牧場プラン検討中）

環境 森林散歩 ○ ○

環境学習 ○ ×

健康相談 相談 個別相談

チェック 自律神経測定

研修

種類

 
 
 
３  地 域 内 の 連 携 強 化  
 
 キ ー プ 協 会 は 清 里 高 原 の ホ テ ル 、 温 泉 施 設 な ど ６ つ の 施 設 と 共 同

し て 、 健 康 料 理 ・ 水 中 運 動 ・ 温 泉 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン ・ 森 林 散 歩 ・ 健

康 増 進 指 導 な ど を 組 み 合 わ せ た 個 人 客 向 け の 「 癒 し の プ ロ グ ラ ム 清

里 2 泊 3 日 」 を 2 0 0 5 年 か ら 1 年 間 企 画 開 催 し た 。 こ れ は 、 清 里 に

滞 在 し 、推 奨 す る 活 動 メ ニ ュ ー と 場 所 な ど を 紹 介 し た だ け の も の で 、

具 体 的 な 誘 客 や 実 行 と い う 面 で は 中 心 と な る 機 関 が 不 在 で あ っ た た

め 、 ほ と ん ど 誘 客 に は 結 び つ か な か っ た 。 こ の た め 、 キ ー プ 協 会 で
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行 う 健 康 プ ロ グ ラ ム の 中 で 、 他 の 機 関 と の 提 携 に よ る 人 材 の 確 保 や

体 験 メ ニ ュ ー の 拡 充 を 図 る よ う に な っ て い る 。 こ の よ う に 、 地 域 内

の 連 携 ・ 協 力 に よ っ て 、 健 康 サ ー ビ ス を 提 供 す る 場 合 に は 、 コ ア と

な る 機 関 （ 例 え ば キ ー プ 協 会 、 増 富 の 湯 ） が 不 可 欠 で あ る 。  
増 富 温 泉 は ７ 軒 の 湯 治 旅 館 が あ り 、 2 泊 3 日 以 上 の 宿 泊 客 が 多 い

が 、「増 富 の 湯 」で は こ れ ら 宿 泊 客 を 対 象 と し た 健 康 サ ー ビ ス は 提 供

し て い な い 。 企 画 ツ ア ー の 継 続 実 施 や 個 人 向 け の 健 康 サ ー ビ ス の 開

発 と と も に 、 一 定 の 宿 泊 客 を も つ 地 域 内 の 宿 泊 施 設 と の 関 係 づ く り

を 強 化 す る こ と で 、 増 富 の 湯 に と っ て は 健 康 サ ー ビ ス 提 供 の チ ャ ン

ス が 増 え 、 湯 治 旅 館 の 滞 在 客 に は 新 た な 滞 在 メ ニ ュ ー が 提 供 さ れ る

こ と に な る 。  
 
４  人 材 育 成 と 教 育 ・ 研 究 機 関 と の 協 働  
 

健 康 サ ー ビ ス ス タ ッ フ の 養 成 に つ い て は 、 双 方 と も に 内 部 で の 養

成 あ る い は 外 部 の 研 修 会 へ の 参 加 と 資 格 の 取 得 に よ っ て 行 わ れ て い

る 。 ま た 、 先 に 示 し た 健 康 サ ー ビ ス の 全 て に つ い て 専 門 性 を も っ た

ス タ ッ フ を そ ろ え る こ と は 難 し い た め 、 双 方 と も に 、 医 療 関 係 、 ヨ

ガ 指 導 な ど 特 殊 な ス タ ッ フ は 外 部 ス タ ッ フ に 依 存 し て い る 。  
2 0 0 7 年 4 月 設 立 の 北 杜 森 林 療 法 協 議 会 で は 自 然 教 育 員 、物 理 療 法

士 、 化 粧 品 会 社 員 、 運 動 指 導 士 、 大 学 教 員 な ど 各 種 専 門 家 の 有 志 が

集 ま り 、 体 験 研 修 会 を 行 い 、 互 い の 経 験 を 交 換 し て い る 。 こ れ ら の

中 か ら 、 キ ー プ 協 会 と 増 富 の 湯 と の 相 互 の 特 性 を 生 か し た コ ラ ボ レ

ー シ ョ ン 事 業 等 が 生 ま れ つ つ あ る 。  
 今 後 、 八 ヶ 岳 南 麓 地 域 が 健 康 サ ー ビ ス 拠 点 と し て 優 位 性 を 保 持 す

る た め に は 、 看 護 学 科 を 持 つ 県 立 大 学 や 県 環 境 科 学 研 究 所 と の 共 同

研 究 を 通 じ 、 人 材 の 育 成 、 栄 養 ・ 食 事 指 導 ・ 運 動 指 導 等 の 指 導 法 の

検 討 、 実 践 の 効 果 測 定 と 健 康 管 理 デ ー タ の 蓄 積 ・ 分 析 を 行 い 、 健 康

サ ー ビ ス を 更 に 洗 練 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 今 後 需 要 が 期 待 で き る

容 サ ー ビ ス ・ 美 容 商 品 に つ い て は 地 域 内 の 化 粧 品 会 社 、 大 学 研 究

関 と の 共 同 研 究 を 通 じ 、 県 特 産 の 水 、 ワ イ ン 、 花 卉 を 使 っ た 商 品

を 進 め る こ と が 望 ま れ る 。  
前 述 し た よ う に 、 県 環 境 科 学 研 究 所 の 研 究 が 県 内 の 森 林 空 間 を 活

野 寄

美

機

開 発 や 健 康 サ ー ビ ス 開 発

 

用 し た 健 康 サ ー ビ ス の 興 隆 に 中 心 的 な 役 割 を 果 た し て き た 。 更 に 地

域 の 健 康 サ ー ビ ス 産 業 を 推 進 す る た め 、 自 治 体 の も つ 研 究 機 関 や 人

材 育 成 機 関 が 地 域 の 主 た る 課 題 で あ る 人 材 育 成 や 健 康 サ ー ビ ス 開 発

分 へ 与 す る こ と が 望 ま れ る 。  
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５  健 康 政 策 の 一 環 と し て 健 康 サ ー ビ ス 機 関 の 活 用  
 
 医 療 費 や 介 護 費 の 低 減 は 地 域 社 会 に と っ て の 課 題 で あ る 。 双 方 の

施 設 で 行 わ れ て い る 健 康 サ ー ビ ス は 主 と し て 県 外 者 が 対 象 に な っ て

い

、 ス タ ッ フ も 充 実 し て い る 。  
キ ー プ 協 会 や 増 富 の 湯 は 県 や 市 が 出 資 す る 財 団 法 人 に よ っ て 運 営

て い く こ と も 可 能 で あ る 。 
杜 市 内 に は 、 地 域 の 自 然 環 境 を 求 め る 転 入 者 や 2 地 域 居 住 者 が 多

く

６

キ ー プ 協 会 は 1 , 4 0 0ｍ の 高 原

機 と し て 全 国

康 教 育 の 場 と し て 、 バ イ オ マ ス

源 を 活 用 し た 浴 場 や 温 泉 地 の 形 成 が 求 め ら れ る 。  

 

る が 、 周 辺 市 町 村 か ら の 利 用 者 も 大 い に 期 待 で き る 。  
 長 野 県 上 田 市 の 鹿 教 湯 の ク ア ハ ウ ス の 利 用 客 は 市 外 か ら の 訪 問 客

4 割 、 市 民 ６ 割 で あ る が 、 両 者 と も に 個 人 で 訪 れ る リ ピ ー タ ー が 過

半 を 占 め る 。 こ の ク ア ハ ウ ス で は 、 顧 客 の 健 康 デ ー タ が 記 録 さ れ て

お り 、 来 訪 者 は 運 動 指 導 士 の 健 康 チ ェ ッ ク と 指 導 を 受 け 、 個 々 に 水

中 運 動 を 行 う 。 ま た 、 当 施 設 は 、 市 民 の 健 康 増 進 政 策 の 一 環 と し て

運 営 さ れ て お り

 

さ れ て お り 、地 域 の 健 康 政 策 の 一 翼 を 担 っ

北

、 こ れ ら 大 多 数 の 人 は 健 康 ・ 医 療 に 関 心 が 高 い 。 市 内 に は 「 増 富

の 湯 」 に 類 似 し た 自 治 体 所 有 の 健 康 関 連 施 設 が あ る 。 こ れ ら の 資 源

を ロ ン グ ス テ ィ の ま ち と し て 、 健 康 政 策 の 一 環 と し て 活 用 す る こ と

が 期 待 さ れ る 。  
 

 環 境 政 策 の 一 環 と し て 地 域 エ ネ ル ギ ー 資 源 の 活 用  
 
 増 富 の 湯 及 び 増 富 温 泉 旅 館 の 大 き な 課 題 は 冬 季 の 入 り 込 み 客 や 宿

泊 客 が 激 減 す る 一 方 で 、 暖 房 ・ 給 湯 の た め の 石 油 消 費 量 が 増 加 す る

こ と で あ る 。 浴 場 整 備 を 計 画 し て い る

に あ り 、 同 様 の 問 題 を 抱 え る こ と に な る 。  
 浴 場 は 温 泉 、 水 、 そ し て （ 石 油 ） エ ネ ル ギ ー を 消 費 す る 。 浴 場 の

支 出 は 人 件 費 と エ ネ ル ギ ー コ ス ト が 大 部 分 を 占 め 、 省 エ ネ 化 、 エ ネ

ル ギ ー の 有 効 利 用 、 自 然 エ ネ ル ギ ー の 活 用 が 浴 場 施 設 の 共 通 の 課 題

で あ る 。 日 本 で は 、 草 津 温 泉 を 始 め 温 泉 熱 の 融 雪 利 用 ・ 地 域 給 湯 利

用 が 実 施 さ れ て い る 。 ド イ ツ の 浴 場 で は バ イ オ マ ス ・ コ ・ ジ ェ ネ レ

ー シ ョ ン に よ る 熱 電 供 給 や ソ ー ラ ー 発 電 ・ ソ ー ラ ー 給 湯 が 実 践 さ れ

て い る 。 ま た 、 今 年 3 月 に は 秩 父 市 の 温 浴 施 設 に 商 用

初 の 木 質 バ イ オ マ ス ガ ス 化 発 電 所 が 設 置 さ れ て い る 。  
北 杜 市 で は 小 水 力 発 電 、 太 陽 光 発 電 な ど の 地 域 エ ネ ル ギ ー 開 発 に

積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。 増 富 温 泉 の 周 囲 に は 豊 か な 森 林 バ イ オ マ

ス 資 源 が あ り 、 温 泉 街 自 体 は コ ン パ ク ト で あ る 。 森 林 バ イ オ マ ス 活

用 の モ デ ル ケ ー ス と し て 、 環 境 ・ 健

資
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